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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















※この作品はフィクションです。実在の人物、地名、団体とは一切関係ありません。
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∨今日はバイト。ご奉ほう仕ししてきます。（印刷代のために）

「あけましておめでとうございます。ご参拝ありがとうございます」

　年が明けて、まだ新年も三日目だった。早さ乙おと女め朱あげ葉はは、年に数度のアルバイトに精を出していた。

　朱葉の学校ではアルバイトは申しん請せい制で、飲食店や繁はん華か街での勤務は審しん査さが厳しい。比ひ較かく的許可がおりやすいのは、月に一、二度といった突とつ発ぱつ的なもの。しかも、親や親しん戚せきの手伝いということであれば、よほど素行に問題がない限り止められることはない。

　朱葉が高校に入ってから行っているバイトは、親戚の紹しよう介かいだった。本来であれば大晦日おおみそかからが夜通し繁はん忙ぼう期きだが、未成年ということもあり、大晦日と元がん日じつを避さけたヘルプで入っている。とかく若い女性が重宝されるバイト。

　白い衣ころもに赤い袴はかまの結び目だけを、ＳＮＳにあげた。

　近くの神社の巫み女こバイトだった。

「じゃあわたし、昼休きゆう憩けい入らせてもらうわね」

　一いつ緒しよにお守り売りをしていた先せん輩ぱいが、そう言って立ち上がった。何度か巫女バイトで一緒になったことがある、年上の女性だった。

「はい、ごゆっくりどうぞ」

　朱葉がにこやかに送り出す。初はつ詣もうで時期とはいっても、朱葉が手伝っているのは小さな神社で、参拝客も一時間に数人といったところだ。

　小さな社務所の中も、ストーブを背負って暖かい。先に昼食をとらせてもらったので、お腹なかもいっぱいだった。先輩は神社の世話をしている町内会のご老人達たちの相手（主に御お神み酒きの酌しやく）があるので、戻もどってくるまで時間がかかることだろう。

「～♪」

　朱葉はそっと手元に隠かくしたスマホを立ち上げ、ゲームを進める。ごはんも食べられ、コスプレのような衣い装しようも着られ、これで年賀状配達よりもいいお金がもらえるのだから、まったくありがたいバイトだった。

（福ふく袋ぶくろガチャどうしよう……）

　やるか？　やるのか？　ここまで無課金を貫つらぬいているのに？　いやしかし今ここでこの格好でガチャを回すことが一番確率的に高いのではないか？

　そんなことを思っていたので、玉たま砂じや利りを踏ふむ音を聞きき逃のがした。

「わーほんとだ。マジで巫女さんだ」

　声が聞こえて、慌あわてて顔をあげた。あまりに慌てていたので、即そく売ばい会の癖くせが出た。

「いらっしゃい……」

　ませ、だなんて言ってしまいそうになった、言葉が途と中ちゆうで止まった。

「朱葉ちゃん、あけましておめでと～」

　そう言って手を振ふった顔に、見覚えがあった。見慣れた顔、ではなかったけれど、見み間ま違ちがえるわけがなかった。──どれだけ、その化粧しあがりが違ちがっていても。

「秋あき尾おさん!?」

　今日は短い地毛で男性の格好だった。いや、地毛なのか？　朱葉には自信がない。服装も上から下まできっちりした伊だ達て男おとこぶりだった。そしてそのすぐそばには、小こ柄がらなキングがいた。

（やばい）

　きゅんきゅんする、と朱葉が思う。キングはうなじを晒さらすベリーショートの黒くろ髪かみに、大きめのごついサングラスをかけていた。真っ黒のオーバーコートから覗のぞく首という首が細く、足あし下もとにはエナメルの革かわ靴ぐつが光っている。

　秋尾じゃなくても椅い子すになりたい、と思わず思ってしまう。まあ、それは置いておいて、二人がここに来たのは偶ぐう然ぜん……なわけがないよな、と朱葉が思いながら言った。

「あけましておめでとうございます」

　神しん妙みように言って、付け加える。

「後ろに隠れている職権乱用野や郎ろうもおめでとうございます」

「ちゃうねん」

　秋尾の背後からにゅっと現れたのは、冬休みに入ってからはじめて顔を見る、桐きりゆ生う和かず人と（オフの方）だった。

「なにがちゃうんですか」

「秋尾が」

「えっそこ俺おれのせいにするの？」

「行こうっていったの秋尾だろ」

「でも秋尾さんがわたしのバイト先知ってるわけないですよね」

「そうそう。校内サーバーログインしてどこの神社か調べたのはこいつ」

　二人が責任のなすりつけあいをしている。

「まあ、それはいいんですけど……いやよくもないですけど……」

　なんとなくわかるのだ。今朝、朱葉はＳＮＳに巫女服の一部だけ写真を載のせた。そのＳＮＳを桐生が見ていることだろう。けれど、こうして、まあ、ＳＮＳで見て特定をして現れる、ということをするとは思っていなかった。

　しかも、とんでもないオタクニュースならともかく、トピックスは朱葉の巫女コスプレであるし。

「何しにきたんですか？」

　心底呆あきれたように朱葉が尋たずねれば。

　はい、と手をあげたのは。

　……あろうことか、キングだった。

「巫女」

　片手をあげて、もう片手でサングラスをはずす。うやうやしく、そのサングラスを秋尾が受け取った。

「見たい」

　なるほどこれは、桐生や秋尾でなくたって、二つ返事で探して行こうと言うよなと、朱葉も秒で納なつ得とくをした。
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　参拝客も少なく、大人達も昼食をとっていたので、朱葉が桐生達と話していても何ら問題はなかった。近づいてきたキングがただひたすらに巫女服を眺ながめている。

「気にしないで」

　と言われるが、美女かつ美少女かつ美少年のような気配をそばで感じると、朱葉もドキドキしてしまう。

（いいにおいする……）

　別にそういう嗜し好こうではないのだけれど、それとこれとは別だ、と朱葉は思っていた。一応、男性二人も近くにいる。

「朱葉ちゃん、写真、とっていい？」

「駄だ目め」

　隣となりにいた桐生が秋尾に即そく答とうした。

「お前にはきいてね[image: ][image: ][image: ][image: ]し」

　その言葉を黙もく殺さつして、桐生が朱葉に尋ねる。

「早乙女くん、買えた？」

「何をですか？」

「二日目『メトロポーチ』の突発新刊」

　数日前の、イベントの話だった。シャッター前サークルの新刊だ。

「買えてない！！！！！！」

「わかった学校はじまったら持ってく」

　ぐっと親指を立てて言われたので、朱葉がもだえる。

「わあああやばい!!　通つう販はんも瞬しゆん殺さつで死んでたんですよ～！！！！　神だったでしょ!?」

「限数がなければ五冊は買ってた。人類の遺産として保護するべき本だった」

　わかる～読んでないけどわかる～!!　と朱葉が答える。

　相変わらずといえばあまりに相変わらずな二人の会話に。

「仲良いな……」

　呆れたように秋尾が苦く笑しようして言った。

「あ、そういえば先生……」

　イベントでは、差し入れ、ありがとうございました、と言おうとした時だった。

「巫女さん!!　ちょっと、ちょっと!!」

　社務所の奥おくから慌てたような声がした。

　雇やとわれ宮ぐう司じの声のようだった。

「はい！」

　すみません、と桐生達に断りをいれて、朱葉が走って奥に行く。いつものんびりした仕事内容なため、大きな声で呼ばれることは滅めつ多たになかった。

　社務所の奥は、町内会の集会場になっていた。寿す司し折りにオードブルをつまみに、町内会のご老人達が宴えん会かいをするのが常だったが。

「先輩!?」

　先輩巫女が、畳たたみの上に転がっていた。原因は問うまでもなく明白だった。

　──なぜならその腕うでに酒の瓶びんを抱かかえて寝ねこけていたので。

　周りのご老人達が口々に言いい逃のがれをしている。

「違うんじゃ～わしらが悪いんじゃないんじゃ～」

「巫女さんハタチになったというから～」

「御神酒は神の酒じゃから酔よっ払ぱらうはずがないんじゃ～」

　あちゃあ、と朱葉が頭を抱えた。

　町内会のご老人達は、決して悪い人ではない。悪い人ではないのだが……こういうことの、常習犯でもあった。

　一応、未成年には酒を勧すすめないという最低限のモラルはあるようだったが、そのしわ寄せが一気に先輩にいったようだ。

　正月でもある。集まれば飲みたくて仕方がないし、それが若い女の子相手だったらどんなに嬉うれしいことだろう。

　雇われ宮司の方もあまり悪びれる様子なく、朱葉に言う。

「少し目を離はなしたらあっという間にね……巫女さん、申し訳ないけど、今日ひとりで大だい丈じよう夫ぶ？　それとも誰だれかこれから呼べるようなお友達がいるかね……。謝礼は一日分出せるけども」

「はぁ……」

　ひとりでも、多分大丈夫は大丈夫、だろう。

　これから呼べるようなお友達……に心当たりはないけれども。

「今、参拝に来てくれてる知り合いに、聞いてみても、いいですか……？」

　なんとなく、断らないんじゃないかなと、朱葉には予感があった。
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　申し訳ありませんが、バイトに入っていただけませんか。

　巫女服を着た朱葉がそう言ったなら、言われたキングは「？」と自分を指したあと、「二十分待って」と秋尾とともに車に戻り、次に戻もどって来たときには、清せい楚そな黒髪美少女になっていた。

　一体車に何が積まれているのか。四次元ポケットなのか。

　着付けは朱葉が教えるまでもなく、「仕立てがいい」「脱ぬぐ時縫ほう製せい撮とりたい」とぶつぶつ言いながら十分で済んだ。

「出来た」

　現れたキングは、長い黒髪をゆるやかにまとめた、世にも神こう々ごうしい巫女だった。

「ヤベー……」

　朱葉が思わずあっけにとられていると、その隣で「美しい」「素す晴ばらしい」「泣ける」「神作画」「画像ソフト無修正」と男性二人が拍はく手しゆをしていた。語ご彙い力りよくは死んだ。

「足た袋びが少し大きい」

　そうキングが呟つぶやくと、秋尾が桐生の首をがっとつかみ、「今すぐ!!」と叫さけんで消えていった。その様子に（教育が行き届いている……）と朱葉は感心した。

「仕事、教えてもらえる？」

「あ！　はい！　今すぐ！」

　駄目だ自分も教育されてしまう、と心の底から思った。キングのファンである、友達の夏なつ美みが知ったらくびり殺されそうだった。

　仕事といってもお守り売りと簡単なお祓はらいくらいで、とりあえず、お祓いをしている間のお守り売りが任せられれば、と説明をした。

「わかった、売り子だけ」

「そう、売り子だけです」

　話がはやいし、この分だと問題はなさそうだった。キングは愛あい想そがあるわけではなかったけれど、こんな美人巫女に売ってもらえるのだから、冷たいところまでむしろそれはご褒ほう美びでは？　と朱葉は思った。

　そして二人、ストーブを背に並んで座すわる。

「あの……」

「うん？」

　そわそわと、顔色をうかがうようにして朱葉が尋ねる。

「キング……しか……お名前知らなくて……すみません……」

「ああ……」

　キングは少し考えて、静かに答えた。

「キング、でいい。二人ともそう呼ぶし、慣れてるから」

「はい！」と嬉しくなって朱葉が頷うなずくと。

「……なんて呼んだらいい？」

　むしろ問われて、朱葉はびっくりする。

「あ、えっと、なんでも、いいです……。早乙女朱葉、です。すみません。いつもバタバタしちゃって……」

「大丈夫。呼び方がわからなくても、ジャンルがわかってれば」

　問題ない、と言われて、そうか、と思う。

（いや、そうか？）

　ちょっとだけ思ったけれど、そうかもしれない、とも思う。

　名前よりもジャンルが大事なのが、自じ分ぶん達たちの生きる世界だ。

「桐生から、迷めい惑わくを被こうむっているんだろう」

「まあ……それは……否定は……しませんが……」

　ずばりと言われて、ぽりぽりと頰ほおをかきながら答える。

「わたしとしては、なんか、ちょっと面めん倒どうな、オタク友達みたいな感じですよ。いや、先生なんですけどね」

　その、面倒なオタク友達であること自体が迷惑といえば迷惑な話なのだが。

　まあ、それなりに、楽しくなってしまっているので仕方がない。

「わたしとしては」

　淡たん々たんと、お守りを眺めながらキングが言う。

「上う手まくいってくれるといいと思う」

　え、と思って、朱葉はキングを振ふり返かえる。

「あんなクズの、面倒を、見てくれる奴やつは、なかなかいないと思うから」

　それな、と思わず言いたくなってしまう。

　いや、面倒を見ているつもりはないんだけれど。

　朱葉は少し、ぼんやり考えて。

「上手く、って、なんですかね」

　うつむいて、ぽつりと言った。

「難しいです」

　その答えに、キングの手が、のびてきて。

　ぽんぽん、と、頭を、なでてくれた。

（あーなんか……）

　めっちゃドキドキする……。ときめく……。と朱葉が思っていると、勢いよく車が停とまった。

「お待たせ!!　でもごめんジャストのサイズの足袋見つからなかったから！　今すぐ仕上げる！」

　秋尾が駆かけ寄よってくると、社務所の勝手口にキングを座らせ、自らそこに膝ひざをついて、白い足袋をはかせると、そのまま針と糸でサイズを調節しはじめた。

　針を通し、くるぶしに唇くちびるを寄せて糸を切る。

　その光景に思わずくらりとして、

「鼻血でそう……」

　そう朱葉が言うと、いつの間にか目の前にいた桐生が、

「わかる……」
















　と額をおさえながら呟いた。

「え、先生は友達でしょ!?」

「いや、友達は友達なんだが。特に普ふ段だんの秋尾にぴくりとくるものはまったく全然ミリもないんだが」

　ぐっと拳こぶしを固めて、桐生が言う。

「二人のことはＢＬとして推おしてる」

「あー」

　わかる。ここまでくると、次元とか友達とか性別とか関係ない。

「友達なのに美お味いしい、ってやつですね」

　妙みように納得して、しみじみとそのありがたい光景を眺めていると、

「ところで早乙女くん」

「はい」

「これ」

「なんですか」

　渡わたされたのは、無む地じの、一枚の。

　──年賀状、だった。

「え、なにこれ」

「今買ってきた」

「え、だから何ですか？」

「年賀状下さい」

「いやいやいやいや」

「できれば直筆で」

「強ごう欲よくじゃない？　いきなり新年から煩ぼん悩のうまみれじゃない？」

「お願い俺にお年玉を」

「おかしくない？　先生が生徒にお年玉せがむのおかしくない？」

「住所は書いておいたから」

「ガチかよ」

　個人情報を知ってしまった、と思うよりも先に引く。

「おめでとう、だけでもいいから」

　いや、いいわけないでしょ、と心の中だけでつっこむ。どうやら今年も、桐生は桐生のようだった。

「できた」

　そうこうしている間に、早はや業わざでキングの足袋が仕上がって。

「はいじゃあ撮さつ影えい入りまーす」

　いきなり撮影会がはじまった。

「えっ!?」

「大丈夫！　迷惑にならないようにするから!!」

　魔ま法ほうのように一眼レフが出てきた。わけがわからないが、町内会の人もほほえましく見ているのでまあ、いいか……と思っていたら、「よかったら朱葉ちゃんも入って！」と言われて慌てて首を振る。

「わたしは！　無理です！」

「何が無理？」

　即そく座ざに聞いたのはキングだった。

「いや、ええっと、だってそんな、キングと写真とか、ええっ」

　桐生に助けを求めるように見るが、目をそらされた。

（あの野郎！）

　秋尾は止めるくせに、キングは止めない。わかりやすい。でもわかる、と朱葉も思って、赤い顔を背そむけながら。

「いや、そんな、顔じゃない、し……」

「顔。ＯＫ」

「うそ[image: ][image: ][image: ]何がＯＫなんですかあああああ」

　即座に出てきたメイクボックス（なんかごつい鞄かばんみたいやつ）に捕つかまる。視界の端はしで桐生が合がつ掌しようしているのが見えた。「お客来たら言いま～す」と秋尾もノリノリだった。

「いや、ぎゃ[image: ][image: ][image: ]!!」

　あれよあれよという間にメイクを直されて、髪かみも結び直され、かためられた。いつもの、朱葉のプチプライスの簡単メイクじゃない、顔が変わってしまう、と思うし。

　キングの、吐と息いきがかかりそうな、距きよ離りで。

（ぞくぞくする）

　ちょっとだけそう思うから、ヤバイどころの騒さわぎじゃなかった。

「一丁上がり」

　そして豆とう腐ふのように仕上がってしまった。怖こわくて鏡もろくに見られないけれど、「神かみ業わざ」「最高」「上手い」「別人」「いける」と男性陣じんが拍手してくれたので、恥はずかしいことにはなってないと思いたい。でも拍手されるのは恥ずかしかった。

「おうい巫女さん、鈴すず祓はらい頼たのむ～」

　そこで声がかかったので、朱葉があわてて、拝はい殿でんの方に向かう。

「おや、こりゃ、美人な巫女さんだな！」

　参拝客のおじさんに褒ほめられて、照れてしまう。もしかしたら、ただのお世辞じゃないかなと思うから。

　もちろん、キングのリアル画像修正技術のおかげだけれど。

　しゃんしゃんと鈴を持ってお祓いをして、軽く御神酒をついであげたら、次にまたお祓い希望の参拝客の姿。

「「お願いします!!」」

　秋尾と桐生だった。帰れよ、と心の中で思いながら。

「祓って欲ほしいものあったら出しておいて下さいね」

　と神かん主ぬしの手前もあって、営業スマイルで言う。

　スッと、ふたりとも胸むな元もとからスマホを出してきた。

　絶対福袋ガチャだな、と心から朱葉は思った。

　除じよ夜やの鐘かねでも煩悩は祓はらえない。今年も波乱の一年になりそうだった。
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　冬休みが終わり、休みあけのテストも終える頃ころには、毎日学校がある日常に身体からだが慣れてきた。

　テストの採点と返へん却きやくも終えて完全に日常が戻もどってくると同時に、朱あげ葉はの放課後も生物準備室にいるのが常となる。

「さっむう[image: ][image: ][image: ]」

　失礼します、と外の寒さから逃にげ込こむように部屋に入ると、桐きりゆ生うはいつものようにタブレットに向かっていた。その肩かた越ごしに、外を見て。

「わー寒いわけだ……」

　と朱葉が言う。ん？　と桐生が振ふり返かえって、「げ」と露ろ骨こつに嫌いやそうな声を出した。

「雪かー……」

　灰色の空から、ちらちらと白い影かげが降ってくる。

「つもりそうですね。帰り電車大だい丈じよう夫ぶかなぁ」

「やばいな、週末……」

「あ、センター試験ですよね？」

「いや、イベント回し横よこ浜はまから池いけ袋ぶくろチキチキチキンレース」

「仕事!!　して！！！！！！！」

　一生かかってる人だっているんですよ!?　と朱葉がつっこめば、

「今年は三年生のもちがないんで～」

　と言いながら、桐生はいそいそ乗のり換かえ案あん内ないとにらめっこをはじめた。リスクマネジメントに余念がない。

　まあ、確かにこの時期、現場入りの最大の敵は悪天候による交通麻ま痺ひと、インフルエンザくらいだろう。

　健全なオタ活は健全な肉体に宿る。

「あ、それから早さ乙おと女めくんこれ」

　差し出されたのは、ＣＤ‐ＲＯＭと、昔懐なつかしい、写真屋でもらうような封ふう筒とうだった。

「？」

　ディスクにはなにも書いていない。同人誌でもなさそうだし、焼いてくれたアニメというわけでもなさそうだ。なんだろう？　ととりあえず封筒の中を開いて。

「！！！！！？？？」

　びっくりして閉じた。

「えっ、ちょ、まっ」

　頰ほおを真っ赤にしてぱくぱくと金魚みたいに動かす。言葉が出ない。

「秋あき尾おから」

「わかるけど!!」

　中身は、あの正月の一件の、写真だった。

「さすがにキングよく撮とれてる」

「いや！　キングさんの写真めっちゃ嬉うれしいけど！　めっちゃ綺き麗れいだけど！　なんか見えた！　今なんか見えたよ!?」

　自分が、一緒に写ってるやつ。しかもなんか加工もしてある気がした。そうじゃないと、こんなに、自分は、綺麗じゃない。

「元データはロムにも入ってるから」

「そうじゃなくてな!?」

　ぷるぷる震ふるえながら朱葉が言うと、桐生が合がつ掌しようする。

「しばらくキング、あんまり女子との合わせに出てなかったから眼福でした」

「いやいや!?　いやいや!?」

　バン、とテーブルを叩たたいて、この際他のあれこれを見なかったことにして、朱葉が据すわった目で言う。

「先生もらったでしょ」

「え？」

　目をそむける。そむけた視界に無理矢理入るようにして、

「先生も、もらったんじゃ、ないの!?」

　キングだけじゃない、自分の、写真を。

「なんのことかな？」

　返答が白々しい。誤ご魔ま化かす気があんのか、と朱葉は思う。

「正直に言わないなら年賀状返して」

「スミマセン最高でした年賀状は写真の隣となりに飾かざってあります」

　ほら[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！！！！　と朱葉が悶もん絶ぜつする。

「やばくない!?　先生やばくない!?　先生がこれ、変死した時に部屋に踏ふみ込こまれて壁かべに生徒の巫み女こ写真貼はってあったら最高にやばくない!?」

「いや殺さないで」

「それどころか……児童ポルノの二次元規制法案が可決されたら……」

　ぷるぷると子こ鹿じかのごとく震える朱葉に。

「そうなったら、仕方ない。早乙女くんも同罪として……」

　桐生が目を細めてキメ顔で言った。

「一いつ緒しよに牢ろう屋やに入ろう」

「い[image: ][image: ][image: ]や[image: ][image: ]だ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」と朱葉が座りこんで嘆なげく。なにがいやなのかわからない。色々いやだけど、そうじゃなくて、どうでもよくて、とにかくかなり、恥はずかしい。

「まあ、それは置いておいて、」

　真顔になった桐生が淡たん々たんと言う。

「俺おれになにかあったら一応秋尾に頼たのんであるので、早乙女くんは薄うすい本の関連物もらっていってくださいね。あとイベントのチケットとかもまとめて置いてあるから。発券できないものはもう、供く養ようだと思ってそのままにしておいて」

「そんな縁えん起ぎでもない……」

　と思わず言うが、その一方で、大事なことだなとも思う。

　自分が死んだら積み荷はどうなるだろう。夏なつ美みがなんとかしてくれるだろうか。色々見られたくないものもある。すごく下手だった時期の落書きとか。あとまあちょっとあれがそれな絵とか。先生には絶対に見せられない。この男にだけには、絶対にだ。下手したら飾られる。

　でも、何かあった時に頼まれるなんて、秋尾さんも迷めい惑わくなことだろう、と朱葉が思う。先生のお世話なんかより、キングのお世話していたいだろうし、わたしだってキングのお世話がしたい。

　そう思っていたら、いたく真しん剣けんな目で。

「でも年賀状は一緒に燃やして欲ほしい」

　そう言うから。

「いや、その前に、先生の部屋に飾ってある写真燃やしてもいいですか？　今。たき火しよう？」

　今すぐ積み荷を燃やしましょう、と結構真剣につっこんだのに、「雪止やまないかな～」と誤魔化された。殺意。
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　桐きりゆ生う和かず人とが泣いていた。

　放課後の生物準備室、いつものように中に入って、「うわ」と朱あげ葉ははどちらかといえば無感動に言った。

　うわ、きもい、とか、うわ、勘かん弁べん、とかの「うわ」だった。

「ええっと……」

　どうしたんですか、ととりあえず聞いた。一応だ。かつて凹へこんでいたときによくしてもらったよしみもある。……本当に、よくしてもらったか？　迷惑の方が大きかった気もするけれど、まあ、それはそれだ。

「…………」

　目め頭がしらをハンカチでおさえたまま、桐生がタブレットを渡わたしてきた。そこにうつっていたのは、前夜にＳＮＳで拡散されていた発言だった。

「あ、これこれ、見た見た」

　その内容は、ある会社員腐ふ男だん子しからの匿とく名めいメッセージだった。腐男子である彼かれがイベントで買い物に行った時、転売と間ま違ちがわれて売ってもらえなかった、というエピソードだ。押おしつけがましくなく、非難めいてもいない、世界は決して彼に優やさしいことばかりではなかっただろうに、誰だれも恨うらむようなことのない言葉だった。

　朱葉もどこかで聞いた話だなと思いつつ、しみじみ感動をしたのだが。

「えっ、まさかこれ先生じゃないよね？」

　おそるおそる聞いてみる。ついにこんなことを……と思ってしまったが。

「違ちがう！」

　だん、と机を殴なぐって桐生が言う。

「断じて違うが……！　これは俺だ……！」

「お、おう」

　思わず朱葉はあとずさりながら返事をする。なんとなく話は見えてきたけれど、あまりの感かん極きわまり具合に、どう乗ればいいのかわからない。

「この優しい仲間に……！　どうか一冊でも多くの神本が与あたえられんことを……！」

「せやな……」

　ちょっと距きよ離りをとりつつ座って、朱葉が言う。

「まあでも、嫌がる人は嫌がるのかもね。わたしなんかは、先生みたいなの来ても、珍めずらしいし、嬉しいなーってくらいだったけど。男の人が買いにきて、全然気にしないって人もいれば、転売で嫌な思いをした人とか、男性ファンに怖こわい思いをした人は断りたくもなるんじゃないかなぁ」

　適当に返していると、まだ感極まっている桐生が言う。

「いや、彼は偉えらいと思うよ本当に。つらかったよな。つらいよな。読みたい気持ちは一緒だし萌もえる気持ちは一緒だけど、けどじゃあすべてが一緒かというと一緒じゃないわけなんだよ。どれほど文化として成熟してオタクが認められてクールジャパンとなってもアングラなことにかわりはないしそのアングラさこそを愛してきた。けれどアングラだから愛してきたってわけでもないと思うんだ。そのアングラさの中にある！　萌えを摂せつ取しゆしたいという！　あらん限りの欲望にも似た愛情！　それが！　俺達のすべてだとは思わないか!?　どう思う!?」

「話が長いので一言でお願いします」

「転売屋を殺そう」

　それな、と朱葉が言った。

　それだけはわかる。一言でいえばそういうことだ。基本的に桐生は寛かん容ようで博愛主義の過激派だよなあ、と思いながら、ふと、朱葉が聞いた。

「……あのさ、先生って、地じ雷らい、ある？」

「ん？」

「いやー、逆カップリングがだめとか、女によ体たい化がだめとか、なんか、色々……」

「地雷かあ」

　天を仰あおいで桐生が言う。

「………………男性作家の描かくＢＬはいまいちちょっと……」

「あ、まあその辺はわたしには関係ないんでいいです」

　話が長くなりそうだったので適当に切ったら、桐生が顔を上げて、

「何かあったの？」

　と聞いてきた。

「いやー、あったってほどでもないんですけどね」

　朱葉がぽりぽりと頰をかいて、言う。

「昨日アップしたイラストあったじゃないですか。ダブル女体化の……虎とら柄がらビキニの百ゆ合り……。あれ、すぐ後に、申し訳ないんだけど露骨な女体化地雷なんだよねー、って……エアリプっていうか、呟つぶやいている人がいてですね……。名指しで言われたわけでもないし、別にそんな仲いいフォロワーさんじゃないからいいんですけど、だからこそもやっとするっていうか……」

　そういうのって、どう思います？　と朱葉が聞けば。

「地雷を踏ふんでまだ息があるのか？　苦しいだろうから今すぐとどめを刺さそう」

「ちょっと!!　いきなり過激派にならないでくれます!?　あと今何検けん索さくしてますか!?　フォロワー特定すんのやめてください!!」

「スパブロ凍とう結けつとのっとりどっちがいい？」

「どっちも嫌だわ！　つか後者は犯罪です！　思いとどまって！」

　愛なのかもしれないけれど、愛が怖い。

「じゃあ絶対に絵はさげないように。俺はもう保存しましたけど。虎柄ビキニ最高ですよね。節分おめでとうございます」

「もうつっこむ気力がないです」

「誰かの萌えは誰かの地雷。逆もまたしかり。地雷は外、萌えは内、そうやって自己防衛して生きていくのが鉄則。ここは戦場だぞなぜ地雷がお前を避さけてくれると思ったのか」

「めっちゃ正しいけどなんか……なんか……違う……そういう慰なぐさめが欲しかったわけでは……いや欲しかったのか……？」

　でも、ほんの少しもやもやと霧きりがかっていた心が、晴れたことは確かだった。できれば誰からも、嫌がられずに生きたい。でも、それが絶対に無理なら、朱葉だって、嫌きらってくる人より好きな人を大切にして生きたいと思っている。

「地雷は外、萌えは内、ね」

　大事にするのはこの相手でいいのかなぁと、まあ、思わなくとも、ないのだけれど。

　スケジュールを見れば、もうすぐ二月も半ば。

　そろそろ用意をしなくちゃいけないな、と朱葉は思った。
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　朱あげ葉はとその友人、夏なつ美みの休日。

　今日は二人でデパートで買い物ののちライブビューイングの予定だった。最初に行ったのは比ひ較かく的てき安価な、食材から寝しん具ぐまで売っているシンプル雑貨店で。

「ねぇあげは～これなんかは!?　これめっちゃよくない!?　簡単そうじゃない？　食べたーい!!」

　夏美が取り出したのはチョコケーキの手作りセットだった。

「だーめ。手作りは重すぎ。日持ちもしないでしょ」

「あたしが食べたいんだよ～。友チョコ！　友チョコでどう!?」

「そんなに言うなら自分でつくりな～。わたしも友チョコ歓かん迎げいよ」

「ああーんあげはのケチー」

　どうしようかなーお父さんと弟とー、と夏美が考えている。

　女子的コミュニケーションとして必要不可欠なイベント直前の日曜日だった。売り場も心なしか浮うき足あし立だっている。

「うーん。やっぱり、混こんでるけど、特設会場行こうかなあ……」

　あれこれレトルト食品なども見て回ってから、朱葉がため息まじりに言った。その手には、シンプルなラッピング材くらいしか握にぎられていない。手作りグッズを買かい込こんでいる夏美が振り返る。

「あれ、雑貨で済ますんじゃなかったの？　やっぱチョコ買うの？」

「まあ、いっぱいもらうだろうから、チョコはやめておこうかなって思ったけど……」

　こういうのって、気持ちじゃん？

　と呟く。

　喜んではもらえないかもしれないし、迷惑かもしれないし。あげる、とか、告白とかいうのともちょっと違う。

　ただ、あげたい気持ちがある。から、あげる。

　それが、届かなくても。……まあ、届けば、ちょっとだけでも嬉しい。

「そうだねぇ。誰にあげるのかは知らないけどさ」

　誰宛あてのチョコレートなのかは、恥ずかしいから言いたくない、という朱葉の気持ちを、夏美は汲くんでくれていた。

　ぽんぽん、と夏美の手が朱葉の背中を叩く。

「あげはの気持ちが一番大事だから、あげはが一番好きなやつが、いいと思うよ」

　だよね、とその手を引いて、会計を済ませて二人、歩いていく。「コンビニにも寄っていい？」とか聞きながら。

　誰かの手の上で踊おどらされている気もするし、少々面めん倒どうくさいなと思わなくもないけれど。

　やっぱり女の子にとっては、一世一代の日なのだ。
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　とあるバスケットボール少年の休日。

「……うん。経過もいいね」

　大きな病院の休日診しん療りよう時間に、太た一いちは術後の経過観察にきていた。

「そろそろ運動に取りかかってもいいよ」

　その言葉に、ほっとして。

「あの、先生」

　それから少し、喉のどの渇かわきを覚えながら言った。

「バスケ、してもいいでしょうか」

　したい、とは。

　これまで一度も言わなかった。

　原因については、言ったけれど。治らなかったら。そう思ってしまったら、なかなか口には出せなかったのだ。

　医者は少し眉まゆを上げながら、画面を見て。

「無理しないようにね。あとで療りよう法ほう士から、メニューだしてもらえるよう言っておくから」

　そう言った。

　はい、と太一は答えた。どっと、力がぬけるようだった。

　ようやく、みんなのもとに顔がだせそうだ。
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　とあるレイヤーカップルの休日。

　明るい貸し切りのスタジオで、ソファに座って、キングがポーズをとっている。白はく髪はつのカツラに、眼鏡めがねをかけている。

　珍しくも、女子キャラだった。今回はバレンタイン用の一枚だ。とあるゲームの、バレンタイン限定キャラが発表されてから急きゆう遽きよつくったので、ありあわせだが、基本がセーラー服なのでどうにか間に合った。制服は偉い大だいだ。

　短いスカートには、黒いガーターストッキング。白く細い太ももを抱だくようにして、けだるげに目を細めている。

　周囲には、山ほどのお菓か子し。本物もあるけれど、フェイクも混ぜてある。単純に、写真うつりの問題で。

「何枚か撮るから、視線、動かしてください」

　デジタル一眼レフを構えた秋あき尾おが、口笛を吹ふきながらシャッターを切る。神とか有りとか最の高とか色々言うけれど、あの軽けい薄はくな口笛の音が、一番の賛辞なことを、キングは知っている。

「はい、じゃあちょっと待ってて」

　秋尾が小道具を用意する間、鏡で自分をチェックする。メイクやウィッグは崩くずれてないか。うまく表情はつくれているか。

　キングは、あまり人とコミュニケーションをとることが得意ではない。笑ったり、はしゃいだり、そういう起き伏ふくが、人より少ないことを自じ認にんしている。

　愛あい想そがないと、苦言を呈ていされたこともある。

　愛想なんていらない、と言ったのは秋尾だった。

　──愛想なんていらないでしょ。俺には十分、君が笑っているように見える。

「出来た!!　はい！　消え物だからはやく！」

　渡されたのはクリームとチョコソースの載ったココアだった。

（美お味いしそう）

　とは思うけれど、小道具なので、すぐに口をつけることはできない。ホットではないのは、眼鏡のくもりを防ぐためだった。

「いい笑え顔がお」

　シャッターを切る、秋尾がそう呟いた。キング自身は笑えみをつくっているつもりはなかったが、彼が言うのならば、そうなのだろう。

　いくつかポーズを取って。

　ふと、いたずら心がキングに芽生えた。

「あっ」

　舌をのばして、クリームを拾う。こくりと秋尾の喉が鳴り、口笛の音もせず、シャッターだけが切られる。

　唇くちびるの端はしについたクリームを舌先でなめとって。

　不ふ遜そんに流し目をくれてみれば。

　あーあ、というように秋尾が頭をかいて、カメラをおろす。

「誘さそってる？」

　さぁ、とキングがとぼけたように呟いた。

　確かに自分は、今、笑っているのかもしれない。
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　とある女性──マリカの休日。

「はい、じゃあこれ、ちょっとはやいけど、バレンタイン！」

　用意しておいた高級チョコレートを、ひとりひとり、対面の時間をとって渡していく。

　フライング気味なのは、関連男性全員に渡していくには、当日だけでは足りないからだった。

　マリカにとっては、チョコレートは未来への投資だ。

「ホワイトデーはね、ＧＵＣＣＩの新作がいーなっ。今年の、すっごく可か愛わいいの！」

　高級ブランドのお返しをひとりひとりに予約をしていく。鞄かばんにアクセサリーに、洋服も。男性に拒きよ否ひ権はない。

　ない、はずなのだけれど。

　そういえば、昔同じことをして、全然まったく返してくれなかった男がいたなと、男から男に渡わたり歩あるく中で思い出す。

（なにしてるのかなぁ、カズくん）

　ま、きっと。チョコレートとは関係ないところにいるのだろうなと。

　そんなことをマリカは思った。
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　そして、とある腐男子先生の休日。

「アニメ化……やばい……」

　サイリウムを振ふりながら滂ぼう沱だと涙なみだを流し、とあるアイドルゲームのライブ（超ちよう激戦）の会場にいた。

「おめでとう……俺たちのアイドル……おめでとう……俺達プロデューサー……」

　この日のためにガチャを回したのだ。

　いや、俺達が回していたのはガチャじゃない。彼らが真のアイドルになるための軌き跡せきに他ならない。

「アニメ化還かん元げん……最高……」

　確かに、チョコレートは関係なかった。
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　忘れがちだが、ものすごく忘れがちだが、生物教師である桐きりゆ生う和かず人とは若く、イケメンで、なおかつ独身である。

　噂うわさでは、恋こい人びともいないらしい。

「──以上。ここまで」

　授業を終えて教室を出て行った桐生を、ばたばたと女子生徒が追いかける。

「せんせー！　チョコレートもらって！」

　その光景を、開いたドアの向こうに朱あげ葉はは見ていた。いつものように、どちらかというと野次馬根こん性じようで。

　桐生もまたいつものように、

「収しゆう賄わい罪ざい、という言葉を聞いたことは？」

　授業のように淡々と、女生徒に返す。

「公務員が、その職務に関し、賄わい賂ろを収受し、あるいはその要求や約束をしたとき、それは収賄罪にあたり、五年以下の懲ちよう役えきにあたる」

　だから受け取れません、と教科書でガードする。

　えー、と女生徒は不満げだったが、とりつく島なく、すたすたと桐生は歩いていってしまう。

　案外、オンの時だって桐生の口調はオタクだよな、と朱葉は半ば呆あきれたように思って、小さく呟く。

「収賄罪、か」

　公務員だからねぇ、と思うは思う。いや、だとしたら自分はものすごく賄賂を要求されているのでは？　賄賂とは？

（まあ、別に）

　見返りが欲しくて絵を描いてるわけではないし。

　好きになってもらったら、それより嬉しい見返りなんて、ほとんどないだろう。廊ろう下かから目をそらして、外を見る。

　バレンタインデーの空は、冷たい風の吹く青空だった。










「あげは！！！！　鬼おにやばいくそやばい！！！　ＬＩＮＥおくったから見て！」

　放課後教室に走ってきた夏なつ美みが、しゃがみ込こみながら言う。

「だからあんたね、校内は携けい帯たい禁止だって……」

「いいからはよ!!　今見て！　すぐ！」

　コートに隠かくして見るよう促うながされて、朱葉も苦く笑しようしながら開いてみれば。夏美から届いていたのは、一件のＵＲＬだった。

「わあ……」

　開いた朱葉も思わずしゃがみこんでしまう。そこにあった一枚のコスプレ写真は、美少女なのだけれど、吸すい込こまれそうな目といい、白い肌はだといい、それから……ガーターベルトの覗のぞく足あし下もとといい。

　卑ひ猥わいさはまったくないのに、ちょっと、興奮しそうなくらい色っぽい写真だった。

「キング[image: ][image: ][image: ]!!　美少女になっても最高です[image: ][image: ][image: ]！！！！！」

　夏美が鼻血でも出しそうなほどの興奮で言う。

　撮影者書いてないんだよ～誰が撮ってるのかな～！　うらやましすぎる！　という夏美に、

（多分……）

　心当たりはあったけれど、朱葉はお口にチャックをしめて。

　隠れて覗いたついでに、いくつかの通知をチェックしていたのだけれど。

「！」

　ひとつの通知を見て、朱葉の顔色がかわる。

　赤い顔をして、ぱくぱくと口を動かして。

「ちょっと！！！！　わたし、行くね！！！！！」

　少し驚おどろいた顔をしている夏美を置いて、走り去る。

　目的地は、生物準備室。

　階段は一段飛ばし、廊下もダッシュで扉とびらの前につくと、ノックもなおざりに、入り組んだ部屋の中に入はいり込こんで。

「先生!!　ハッピーバレンタイン！！！！！！」

　そう叫さけんだ。その、あまりの思い切りのよさに。

「お、おう」

　先生も飲んでいたコーヒーの手を止めて言う。

「聞いて！！！！！！！！」

　バン、と机を叩いて、朱葉が言う。

「チョコが推おしに届いたみたいなの[image: ][image: ][image: ]！！！！」

　そして朱葉が取り出したのは、スマートフォン、その、推し漫まん画がの公式ＬＩＮＥで。漫画家からのお知らせや編集部からの告知が入るそのアカウントに。

∨今年も、たくさんのチョコレートが届いております！

　その一言とともに、アップロードされているのは、山と積まれたチョコレートの写真。それから、簡単なイラストではあるけれど、漫画家からのバレンタインお礼イラスト。

　加えて、「集計のうえ、ホワイトデーには何かお返しがあるかも？」とあった。

「え[image: ][image: ][image: ]ん送ってよかったよ[image: ][image: ][image: ]！　めっちゃ考えたの！　迷惑かなって思ったし、雑貨とか、しょっぱいものとか、いやいやいっそイラストとかの方がいいの!?　とか思っちゃったりしちゃって。でも、でもでも！　やっぱこういうのは、気持ちだと思って！　すごい気合いいれて、似合いそうなチョコレート選んだんだ[image: ][image: ][image: ]！　食べて欲しい！　ううん、食べてくれなくても!!　わたしの！　愛が！　物理で届いたなら!!」

　そんな風に、興奮気味に喋しやべってしまったけれど。

「…………」

　桐生は黙だまって、自分の手元で開いたタブレットを覗いている。ちょっと伏ふし目めがちなその表情に、あんまり感情の起伏が見えなくて。

「………………先生？」

　ちょっと、のぞき込むように、聞いてみた。けれどまだ、返るのは、沈ちん黙もく。

（ええ、と……）

　どうしようかな、と思った、その時だった。

　コンコン、と扉が叩かれる音がして。

「──お邪じや魔まします、桐生先生いらっしゃいます？」

　そんな声が、耳に届いたから。

　朱葉は迅じん速そくだった。慣れていたといってもいい。ぱっと身を翻ひるがえして、入ってきた人に姿を見られないよう棚たなの裏に隠れる。

　隠れたあとも、まだ興奮冷めやらぬ気持ちで、端たん末まつの画面を眺ながめていたのだけれど。

「──どうかしましたか？」

　先生の声が、いつもの、生徒に対するものとはちょっと違っていた。

「こちら、女性教きよう諭ゆ一同から、安物なのですが、チョコレートです」

　あ、先生だ、とようやくその時になって朱葉も気づいた。この声は、家庭科の山やま崎ざき先生だろうか？

　先生達たちも大変だなあ、と思っていたら。

「あの……すみません、せっかくですけど、今年はそういうの全部お断りしてるんですよ」

　桐生の、そんな言葉が聞こえた。

（へ？）

　朱葉はちょっと驚いて、耳を澄すます。

　何な故ぜだろう。確かに、生徒には収賄罪とかなんとか言っていたけれど、同どう僚りようのそれは、断るようなものだろうか？

　どう考えても義理だろうし、つきあいの一いつ環かんなのでは？

「甘あまい物、お嫌いでしたっけ？」

　小田先生も、不思議そうに聞き返す。

「いや……そういうわけじゃないんですけど」

　苦笑するような気配だけが、朱葉にも届いた。

　それから、ぽつりと。

　桐生が言った。

「──そういう、取引が、あって」

　耳を、疑った。

（え？）

　いや、まさか。いや、でも。……まさか、だ。

（「先生、ちょっと、お取引をしませんか」）

　去年のクリスマス。そう言ったのは、確かにそう言ったのは朱葉で。

（「わたしが卒業するまで、彼かの女じよとか、つくらないで下さい。──わたしも、つくらないから」）

　そういう、ことか。

　そういうことだ。

　取引を、持ちかけたのは自分だった。彼女とかつくらないで欲しいと。そういうのを、あらゆる面で、守ろうと、多分桐生は、してくれて。

（え、それって）

　めっちゃ律りち儀ぎ、だけど。

（なんかすごい、恥ずかしい、ん、ですけど……）

　朱葉は、さっきキングのコスプレ写真を見た時よりも、推しの公式ＬＩＮＥを見た時よりも、なんだかもっと耳の先まで赤くなって、へたりこんでしまう。

　めちゃくちゃに恥ずかしい。なんでかは、わからない。

　でも、今の今までの、桐生との会話を思い出して。

　言わなきゃ、と思った。

　不思議そうな小田先生が去ったあとも、しばらく朱葉は顔を出せないでいたけれど、おそるおそる、赤い顔の、鼻と口元を両手で覆おおうようにして、桐生の前に進むと。

「あの、先生」

「はい、なんでしょう」

　そのまま、顔の前で、お願いのポーズをとって。

　消え入りそうな、小さな声で言った。

「…………二次元は、ノーカンでお願いします」

　桐生は、そんな朱葉の顔を、ちらりと見ると。

「大丈夫」

　淡々と、タブレットを操作して。

　さっき穴があくほど眺めていた、とあるＳＮＳの漫画公式からの告知を取り出し、言った。

「俺も送ってる。段ボール箱で」

「お前も送ってんのかよ！！！！！！！！！！！！！！！！」

　思わずそう叫ぶと、朱葉はなんだかもうすっかり頭に血がのぼってしまって。

　恥ずかしくなって損したわ！　バーカバーカバーカ!!

　そう言いながら、ばたばたと部屋を出て行く。

「あ、」

　椅い子すから腰こしを浮うかせて、その背中を追おうとし。

　ドアが開いて閉じる音を聞いて、桐生は椅子に座り直す。

「バレンタイン絵のアップ待ってますって言い損そこなった……」

　それは、桐生にとっては一生の不覚とも思えることだったけれど。

（まあ、いいか）

　と、思う。

　朱葉の、あの、真っ赤な顔を思い出して。

　自分は、今日という日、十分に……、いい思いはさせてもらったと、桐生は思った。




　それから、ほんの一時間ほど後のことである。




　その日の仕事を終えて、生物準備室をあとにしようとした桐生は、出て行くドアの、足下に。

　ひとつの箱が置かれていることに気づいた。

「…………」

　拾い上げる。無造作に、置かれたそれは。手作業らしいシンプルな包装で、差出人の名前は無かったけれど。

『Happy Valentine's Day!』

　その、書き文字の癖くせには、見覚えがあった。

「……………………」

　別に誰から隠れるわけでもないのに、机に戻って、その奥おくで。

　しゃがみ込むみたいにして、開けた。

　箱を開いた、瞬しゆん間かんに、カカオの甘いにおいがして。

「…………………………………」

　ころがり出てきた、チョコレート。は。




「たけのこじゃね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]か！！！！！！！！」




　思わずつっこんでしまった。桐生和人、圧あつ倒とう的てききのこ派の二十八歳さい。

　思わずつっこんで、思わず怒おこって、それから思わず、大笑いをしてしまう。

　最高だな、と思いながら、桐生がそのチョコレートを、宗しゆう旨しを曲げてでも口にしていけば。

　底に隠された、ご褒ほう美びがわりの手書きのバレンタイン絵に気づくことになるのだけれど。

　それはまた、少しあとの話だった。
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　学校の昼食時間、隣となりのクラスで友達の夏なつ美みと一いつ緒しよにお昼を食べていたら、だしぬけに言われた。

「あげは、最近可か愛わいくなったよね」

　あまりの突とつ然ぜんのことに、食べていたサンドイッチをとりこぼしかける。夏美は机に身を乗り出して、いたずらっぽく言った。

「ね、さては、恋こいをしてるんでしょ」

　言われた朱あげ葉はは軽くため息をついて、内ない緒しよ話ばなしのように声をひそめて言った。

「……ばれた？」

　ふふーん、と夏美がご機き嫌げんで笑う。

「夏美ちゃんの目はごまかせません！　聞かせなさいよ、相手のこと」

「夏美こそ、突然そんなこと言うなんて、彼かれとなんかあったんじゃないの？」

「あたしのことはどうでもいいのよお。彼ったら最近全然連れん絡らくくれないんだもん。バレンタインのチョコレートにも、ありがとうもないしさ」

「でも、ホワイトデーは、ちゃんとくれるんでしょ」

「まぁ、ね。でも、あたしとしては、毎日すてきで格好良くいてくれるだけで十分なプレゼントかなって」

「はいはいお熱いことお熱いこと」

「だから～！　あたしのことはどうでもいいって！　あげはの相手はどうなの!?」

「どうって……そりゃ、格好いいよ。過去には色々あったみたいだけど、今はそんなの微み塵じんも見せないし、仕事にも打うち込こんでるし。でも……」

「でも？」

「最近、気づいちゃったんだ……。彼、好きな人がいるんだなって」

「え……？　ちょっと、あげは、それって……」

「そう。わたしじゃなくて、ね。でも、その人のこと、応おう援えんしてあげようって思ってるの」

「あげはが諦あきらめることなんてないじゃん!!　望みは絶対ないってわけじゃないんでしょ!?」

「絶対ないよ。わたしにはわかる。……だって、わたし、いつも見てるもん」

「あげは……」

「大だい丈じよう夫ぶ、応援するつもりだよ。どんなに道ならざる恋でも、障害があっても、わたしだけは応援してるし、見届けたいって思ってるの。ゆりかごから墓場まで」

「もしかして、その彼の想おもい人って……」

「そう。彼の隊の……隊長よ」

　しばらくの沈ちん黙もくののち、夏美が言う。

「え、あの漫まん画が今そんなことになってんの？」

「マジマジ。これマジだから。すっげーから。隊長にラブビーム出てるから。コミックス出たら貸すから読んで。なんならもらって。書店特典で複数買いする予定だし」

「わ、わかった……。ホワイトデー用のプレゼントセットも届いたら撮さつ影えい会するし一緒に撮とってね？」

「おけ」

　以上、昼下がりの夢ゆめ女おんな（ホワイトデー用に推おしアイドルのメッセージカードつきスイーツとロゼットセットを通つう販はんで買った）と腐ふ女じよ子し（最近本誌で推しカプの近辺が忙いそがしい）の会話だった。

　オタクだって恋バナをする。

　ただしリアルとは限らない。

「でも、最近あげはちょっと可愛くなってるって思ったのは本当だよ？」

　付け足すみたいに夏美に言われて、朱葉は驚おどろきに瞬まばたきをする。夏美はしみじみと、朱葉を見ながら言うのだ。

「よほどカップリングが萌もえあがってるんだなと思って」

　それな、と思わず言ってしまった。

　萌えは健康にいいし、美容にもいい。
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　そして放課後のこと。いつものように生物準備室で過ごしながら、ふと、桐きりゆ生うに聞いてみた。

「先生が最近ときめいたことってなんですか？」

　桐生はしばらく沈黙したあとに。タブレットをこちらに向けて。

「昨日のぱぴりお先生の猫ねこの日にゃんにゃん落書き」

　あー、と思ったけれど。

「おい待てやそれ他のフォロワーさん向けの一発落書きやぞ。何保存してるの」

　朱葉のアカウントのホームに行かないと見られないはずだ。今いま更さらだけれど、思わず据すわりきった目でつっこんでしまった。

　しかし桐生に悪びれる様子はない。

「ヲタカツ！　ヲタカツ！」

「も[image: ][image: ]そんなに暇ひまなら婚こん活かつでもしてれば!?」

　思わず時流にのって朱葉が言えば。

「婚活かー……」

　タブレットに顔を戻もどしながら桐生が言う。

「流は行やってるじゃん、オタク婚活」

「流行ってるなぁ」

　エッセイ漫画もよく見かけるし、大手同人誌通販サイトも事業をはじめた。

「興味ないの？」

「いや、まあ、婚活する人を否定はしないよ。本気の人も多いんだろうし、一度きりの人生は好きなようにやるべきだし、金の使い方だってその人次し第だいですし。でもさぁ、オタク婚活であれだけ金とるんだったら、同人誌読み放題くらいにしてもらえないと割にあわなくないか？」

「結けつ婚こんする気なくなるだろ」

「同じ同人誌読んでる人をマッチング」

「されたいか!?」

「共有財産にすれば投資は半分、保存場所は倍」

「…………………………」

　思わず朱葉も考えてしまう。

「でも神本は自分の分が欲ほしいんだよな[image: ][image: ][image: ]」

「それな[image: ][image: ][image: ]」

　結局結論としては何も得はなかった。

「まぁ、合コンも婚活も今のところは縁えんもなければ興味もないです。言うほどオタクは暇ではないですし」

「あ、合コン行ったことあるんだ？」

「そこ食いつく？」

「後学のために聞かせてほしいでーす！」

　普ふ通つうに、興味があったし。

　今、縁もなければ興味もないといわれて、少し安心したことも事実だった。

「後学なぁ……。いや、大学入りたての頃ころに、先せん輩ぱいに言われて参加したくらいだよ」

　まあ、あんな怖こわそうな彼かの女じよがいたら合コンは出られまい、と朱葉が思ったことはナイショだった。

「どうでした？」

「うらやましかった」

「へ？」

「なんで女子は女子とあんなにすぐ仲良くなれるんだ？　俺達そっちのけで最近の萌えの話で盛り上がってうらやましいったらありゃしない」

「あー……」

　合コンに行ったことはないけれど、それは、わからなくもない。

　オタクであれば、初対面でもだいたい話を弾はずませられる自信がある。

「俺だって最近の泣けるＢＬの話まぜて欲しかった……」

　そっちかよ、と朱葉は思った。

　桐生も朱葉も婚活は、まだまだ遠そうだった。
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　週末は夏なつ美みと遊ぶ予定だった。流は行やりのアイドル学園アニメのコラボカフェに当選していたので、その時間に合わせて街に出る予定だったのだけれど、少し早めてもらいたいという連絡が入ったのが、前夜のこと。

　ちょっと寄りたいところがある、という言葉に、てっきりどこかの店やカラオケにでも寄っていくと思ったら、違ちがっていた。

「え、これ、すごくない？」

　アニメショップや同人誌ショップの並ぶ繁はん華か街の人ひと混ごみを見て、驚いたように朱あげ葉はが言う。

「そうなの～今日はコスシティの日で、街中をコスプレ衣い装しようで歩けるんだよー！」

　朱葉はあまり詳くわしくなかったが、テーマパークなどでもよく開かれている、街全体がコスプレイベントとして開放されている日らしかった。

　コスプレイヤーは登録を済ませて料金を支し払はらい、提てい携けいしている店にもコスプレ服のまま入ることができる。

「なるほどだから、その気合いの入ったカメラなわけね」

「そうそう！　あ、カメラ登録するからついてきて！」

　コスプレイヤーを写真に撮るためには、カメラを持つ人間も登録料を払わなければならないらしい。

　夏美は普ふ段だんから大切にしてるデジタル一眼レフを持ってきていた。朱葉は感心しながら、夏美についていく。朱葉はコスプレは主に見る専門だが、たまに推おしキャラとすれ違ちがったりすることもあるし、イベント会場や写真ではなく、街にキャラクターがいる感じ、が新しん鮮せんで胸が高鳴った。

　何より、見るだけならタダなのがいい。眼がん福ぷくだ、と思って眺ながめていたのだけれど、うきうきしながらカメラ登録をして、しきりにＳＮＳを見ている夏美に、ふと、尋たずねてみる。

「何か、お目当てがあるの？」

　こうしたイベントに誘さそわれたのは初めてだった。夏美もカメラを本格的にやっているわけではない。それでもすごく楽しみにしているようだったから、よほどはまっているジャンルでもあるのかと思っていたら。

「あ！！！！　近くにいる!!　あげは急いで!!」

　夏美は朱葉の質問にも答えず、ずんずんと登録所となったホールを出て、大規模な商業施し設せつの中を移動する。

　こうなっては聞いても無む駄だだなと思って、夏美についていくと。

「い、いた[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！！！！　やっぱり！！！！　いた！！！！！！」

　バンバンバン！！！　と朱葉の肩かたが叩たたかれた。めっちゃ痛いな、と思いながら、朱葉は夏美の視線の先、商業施設の半ば屋外に出店された、コーヒーショップを見た。

「わぁ」

　思わず言ってしまった。テラス席に座すわっているレイヤー二人組が、とにかく目立っていた。片方は銀ぎん髪ぱつで体格がよく、隣の金きん髪ぱつはヒョウ柄がらのパーカーを着てもわかるくらい華きや奢しやだった。

（お、おそロシア……！！！！！）

　思わず思ってしまう。大流行したスポーツアニメの、ロシア人二人だった。テラス席でくつろぐ姿を、いろんな人が声をかけては遠巻きに撮っていく。

（これは撮るわ。いやそうじゃなくて）

「こ、こっち見た！！！　あげは、こっち見たよ！！！！！」

　銀髪の方が、朱葉を見つけて、にこっと笑うと手を振ふった。その笑い方には……覚えがある。

「ほら[image: ][image: ][image: ][image: ]!!　ほら！　あげは！！！！！！」

「夏美……あんたこのために連れてきたね……？」

「あとでコラボドリンク奢おごるからー!!」

　確信犯だった。テラス席に座っていた、おそロシアな二人組レイヤーは、他でもない秋あき尾おとキングだった。なんだかそんな予感はすでにしていた。意外では全然なかった。夏美はキング達たちの熱心なファンなので、彼かの女じよ達の動向をつかんで、あわよくばと朱葉を連れてきたのだろう。ダシに使われているとわかっているが、確かに今回のコスプレは朱葉も好きなもので、十分眼福だった。

「こんにちは……」

　子ウサギのごとく震ふるえる夏美を連れながら、テーブルに近づき言う。にこやかに秋尾が言う。

「偶ぐう然ぜんだね？」

「まあそうとも言えますね」

　正確を期すなら運命の方だと朱葉は心の中だけで思った。運命は、つくれる（主にネットストーキングで）。

「あの！　先日はどうもありがとうございました!!」

「ああ、お友達だよね。写真ありがとう。すごくよく撮れてたよ。ね」

　秋尾が尋ねると。キングはこく、とキャラクターらしく小さく頷うなずいた。それだけで、夏美が変な声を上げる。

「あ、あの……」

　勇気を振ふり絞しぼるように、夏美が言った。

「な、なに飲んでるんですか……」

　え、それ今きくとこ!?　と朱葉は思うが。

「サクラティーラテ」

　期間限定の、と返されて、朱葉もかなり胸がきゅんとした（めっちゃかわいい）。

　キングはその、小さなカップを揺ゆらして、朱葉ではなく夏美に言った。

「座る？」

　え!?　と夏美が頓とん狂きような声をあげれば、次の瞬しゆん間かんには隣の秋尾がキングの細い足で蹴けり出された。キャラクターの行動通りだが、どこまでコスプレなのかはわからない……。

「だ、だめですよ!?　え、でも、だって！」

「いやー……俺は、別の席に連れもいるんで、ちょっとだけなら、いいよ」

　でもすぐ返してね、と秋尾がウィンクする。

　この男も大たい概がいずるいな、と朱葉は心の中だけで思う。

「代わりに朱葉ちゃん、借りるね」

　そう言って秋尾は朱葉の肩をつかんで席を離はなれる。後ろでは椅い子すをひっくりかえさんばかりの勢いで夏美がキングの隣に座ったのがわかった。

　当然のごとく借りられたわけだが、朱葉は承しよう諾だくしていない。

「え、でも、連れって」

「そう、連れ」

　キング達と少し離れた席に、ひとりで座っていた男性がいた。

「どうぞ」

「うわあ」

　顔を見て思わず言ってしまった。

　相手の方は朱葉達が現れた頃から気づいていたのだろう。朱葉は、二人に目を奪うばわれて全然気づかなかった。

　オフの桐きりゆ生うその人だった。

「いや、まずいだろ」

　座った秋尾にぼそぼそと桐生が言う。

「あの子もうちの生徒だぞ」

「彼女に今、周り見る余よ裕ゆうあると思う？」

　振ふり返かえって見てみれば、至近距きよ離りでキングに見み詰つめられて、夏美は隣に隕いん石せきが落ちても気づきそうにはなかった。

「先生こそなんでいるんですか」

「いや……」

　テーブルに出ていたカメラをさりげなく隠かくすが今更遅おそい。桐生もカメラ登録のみらしかった。

「本当は合わせてコスプレやらせようとしたんだけどな」

「え、見たい」

　秋尾の言葉に朱葉が即そく答とうする。

　桐生が苦い顔で言った。

「スタジオじゃないと無理だって言っただろ」

「え、スタジオならやるんだ？」

「朱葉ちゃん今度誘ったげるネ」

　ぜひ！　と朱葉も秋尾に言った。桐生のコスプレがどうしても見たいというわけではなかったが、なんだかとても楽しそうだったので。

「なんでそんなの見たいと思うんだ……」

「いや、でも、ぶっちゃけ、どのキャラやるかわかりますけど、結構かなり、似合うと思いますよ？」

「俺は別に！　作中人物になりたい欲求はないんだ!!」

　できればモブになりたい。壁かべでもいい。と拳こぶしを固めて言われた。わからなくもないけど、その言葉だけ聞くと怪あやしい。

「もっと二人で遊びにでかければいいのに」

　二人を見ていた秋尾が言うが、朱葉と桐生は目をあわせ、「それも……」「なぁ……」と気まずそうに言った。

　そういうのは、やっぱりちょっと、と思ってしまうのだ。楽しいだろうと思うし、行ける先だっていっぱいあるけれど。

　やっぱりちょっと、それは越えつ権けんだろうというブレーキが、どうしてもかかってしまう。

「だって、オタクやってれば現場はかぶるだろ？」

「現場のかぶりはいいんだよ。偶然だから」

「そう、偶然だから」

　と変なところで倫りん理り観の高い二人が頷いていると。

「あ[image: ][image: ][image: ]げは[image: ][image: ][image: ]！！！！」

　いきなり夏美が立ち上がってダッシュで駆かけ寄よってきた。桐生が顔を見られないように半身を向ける。夏美はやはり周りなど見えていないようで。

「ごめん！！！！！　コラボカフェ、ちょっといけない！！！！！」

　そう叫さけんだので、「はあ!?」と朱葉も言う。

「え、なんで!?」

「キングに頼たのまれちゃったの～！！！！　この間の写真がよかったから、また撮って欲しいって！　絶対こういう時は太陽光が出てる方がいいし、コラボカフェ終わってからじゃ遅いんだよ[image: ][image: ][image: ]!!」

「そ、それはそうかもしれないけど！　予約してあるんだよ!?」

「ほんとごめん!!　あげはの予約だったよね！　ほんとごめんだけどひとりで行ってきて！　もしくは誰だれか他の人誘うとかで……」

「もう三十分くらいしかないよ!?」

　ほんとごめん!!　と夏美が半泣きで謝あやまるあたり、もう心は決めているし、さほど責める気持ちもないのだが、せっかく抽ちゆう選せんであたったコラボカフェだ。誰かと行った方が絶対楽しいし、何よりランダムグッズのゲット率が違う。

「あ、じゃあこうしようよ」

　秋尾がぽん、と朱葉の肩を叩く。

「偶然、俺の連れが、空あいてるから、連れていってやって？」

　そう、偶然ね、と秋尾が悪く笑う隣で。

　声の出せない桐生が、啞あ然ぜんとしていたけれど、その気持ちは、朱葉も同じだった。
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　偶然というには大変意い図と的てきな指向性を感じないこともなかったけれど、朱あげ葉はは結局、桐きりゆ生うとコラボカフェに向かうことになった。

　まずいとは思っていたが、共通の友人どうしが行ってこいというシチュエーションなのだから、やましさを感じることがやましいことだ、と無理矢理己おのれを納なつ得とくさせて。

　納得さえしてしまえば、特別気が重い話ではなかった。それどころか、桐生は朱葉の目にもわかるほど機き嫌げんがよかった。

「嬉うれしそうですね」

　店に向かう途と中ちゆう、朱葉が言えば。

「カフェ系はなかなか行けない」

　とにこにこしながら桐生が言う。

「意外」

　金にものを言わせて限定グッズを買かい漁あさってそうなのに、という先入観はこれまでの経験に蓄ちく積せきされた根こん拠きよがある。

　しかしため息混じりに桐生は言う。

「男性ファンも多いコンテンツならためらわないんだけどな。男子がひとりで行くと、やっぱり悪目立ちするから……」

　その言葉に、朱葉はなるほど、と思う。以前の即そく売ばい会の会話ではないが、確かに、腐ふ男だん子しは悪目立ちする。カフェは写真をとっている人も多いから、桐生にはリスキーな場所になってしまうのだろう。

「でも、ほとんどみんな推おししか見てなくないですか？」

「そうとも限らない」

　あれ、と指さしたのは、カフェの外、オープンスペースに設けられたランダムグッズの交こう換かん所だった。

「あー……」

「みんな見てる。かなり見てる。隣のテーブルの人間が誰推しなのかを。ちなみに俺は対面じゃなく郵送交換派だけどそれはそれで転売厨ちゆうみたいに言われるのは悲しい」

　やっぱり転売屋は死すべき、といつもの過激思想で呟つぶやいた。

「まぁ、それじゃあ、今日は楽しみましょうね。せっかくだし」

「とりあえず推しはわけあおう。俺はこの作品黄色だ」

「あ、わたし青です」

　ぐ、と親指を立てて、カフェに入っていく。

「はい、二名様ですね～。こちらにどうぞ！」

　案内されたテーブル、まずそのテーブルクロスの色を一いち瞥べつして。

「っしゃ！！！！！！」

　朱葉がガッツポーズをとった。隣の桐生は、あ[image: ][image: ]と軽く息を吐はく。

　コラボカフェはテーブルごとにキャラクターのテーブルクロスが敷しかれている。今回は朱葉の推しのテーブルに案内されたようだった。幸先さいさきがいい。

「嬉しいんだけど～！　えー何たべよ～!!」

　まず写真をとりまくり、メニューを開く。

「まずメインキャラの攻こう略りやくはしておきたいよな。各キャラクターごはん系とスイーツ系、そして問題のランダムコースターがついてるドリンクだから、俺はごはん系メインに食べるからスイーツ系の攻略頼たよってもいいか？　あ、俺の希望だから、ちゃんと俺が多めに支払うので」

「ガチじゃん。経験少ないんじゃなかったの？」

「少ない中で最大の楽しみを得たい。すべての味を食べてみたい。そしてコンプしたい」

「はいはい、任せます」

　先生の好きなように、と朱葉が言うと、「じゃあドリンクだけ決めて」と言われ、さくさくと注文が済ませられる。

「あと」

　ちょっと一息ついたところで、桐生が言う。

「ここでは先生って呼ぶのはやめよう」

「あ」

　そうか、と朱葉が思う。確かに、ここで大声で先生と呼ぶのは、いいことはないだろう。配はい慮りよが足りなかったな、と朱葉は思う。

　プライベートで、オフなんだから。

　先生と生徒じゃ、今はないんだから。

　その事実と改めて向き合って、ちょっとだけ緊きん張ちようした。背筋がのびた。

「俺も早さ乙おと女めくんとは呼ばないから」と言われて、それには少し驚いた。

「いや、でも」

　いきなり、名前で？　あ、ハンドルネームか、と思ったところで、桐生が身を乗り出し、真しん剣けんな表情で言う。

「つきましては、俺が『先生』と呼ばせて欲しい」

「待って」

　おかしいだろ。

　お前が呼ぶのかよ。

「いや、いきなりハンドルネームで呼ばれるよりかはいいけどね!?　その発想はちょっとなかったかな!?」

「俺のことはよければあだ名をつけて下さい！」

「推しメンに自分のあだ名をつけさせようとする痛いファンみたいな言い方するな！」

　思わず全力でつっこんでしまう。

　同時に脱だつ力りよくもしてしまうが、なにかわくわくした様子なので、朱葉は呆あきれながらも考える。

（かずくんってのは、なしだしな……）

　別に、他意はないけれど。そう言ってた相手が、他にいたから。

「あだな……あだな……きりゅう……かずと……あ、じゃあキリ……」

「ちょっとまって」

　顔をおさえて桐生が言う。

「そこはまって、結構好きなスーパーチートイケメンキャラと同じ名前だからちょっと心の準備が」

「あーそーかよ」

　アニメの新作ももうすぐですよね、と思いながら、相変わらずめんどくさい感じの桐生を横目で見て、もうモブとかクズでいいかなと思いながら、そう言って喜ばれるのもなんだか癪しやくに障さわる。

「お待たせしました～」

　そうこう言ううちに、最初のドリンクが運ばれてきた。コースターが、裏側にして置かれる。

「…………！」

「…………！」

　同柄で推しなし。

「盛り上がってきたな……」

「待って!!　ドリンクは飲んでからだから！！！！」

「もう飲んだ」

「はや！！！！！！！」

「俺達の戦いはまだはじまったばかりだ！！！！！！！」

　呼び方も決まっていないのに、戦いドリンクフアイトの火ひ蓋ぶたは切って落とされたのだった。
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「…………あぁ[image: ][image: ][image: ]……」

「…………ああ[image: ][image: ]!!」

　朱あげ葉はは二杯はい目、桐生は三杯ばい目となるドリンクファイトランダムコースター勝負では勝敗が分かれた。

「出た！　神よ！」

「わああああ、す、すご……」

　桐きりゆ生うが引いたのは彼の推おしであり、キャラクター人気もぶっちぎりで高い（そして交換レートも一番高い）俺おれ様さまイケメンだった。

「やべーそれは絶対自じ引びきしないと手に入らないから、無理だとばっかり思ってた……」

「ふふふ……出すまで飲むつもりだったが……運命の神は今日は俺に微笑ほほえんだようだな……」

　眼鏡めがねをくいっとやる仕草が無む駄だにハマっていて腹が立つが、恐きよう怖ふのドリンクファイトに一応の終しゆう止し符ふが打たれたことに朱葉はほっとした（自分の推しが出るまで飲んで欲しかったという気持ちもちょっとあった）。

　そうこうしている間に食べ物もデザート以外は並びきっている。ミニバーガーやチキンプレートなどもあるが、朱葉のメインはオムライスだったし、桐生のメインはカレーだった。細やかなデザインもされているし、全体的に美お味いしそうだ。

　ぱしゃぱしゃとコースターをデジカメで写真におさめ「じゃあ食べるか」と並んだ皿を攻略しようとして。

「あ、ちょっと待って！」

　朱葉が思い出して、鞄かばんからごそごそと何かを取り出す。

「忘れるとこだった、危ない危ない」

　朱葉が鞄から取り出したのは、今回のキャラクターの頭身が低いフィギュアだった。皿の端はしっこに引っかけて、

「これでよしっと」

　満足げに朱葉が言えば、桐生がため息をつく。

「まったく女子は（カシャ）本当に（カシャカシャカシャ）お人形遊びが（カシャカシャカシャカシャ）好きだよな（カシャカシャカシャカシャ）」

「いや、シャッター連打しながら言うのやめてもらえます？」

「やばい……可愛い……超ちよういい……新しい扉とびら開きそう……あ、他のみんなもいるんだ……へぇ…………」

「とりあえず？？？　座って？？？　目立つから、ね？？？？？」

　ベストアングルを求めて椅い子すの上までも立ちそうな桐生を座らせ、朱葉も写真をとる。この、キャラフィギュアを置いて写真をとる、というのが、やりはじめるとかなりハマるのだ。

　夏なつ美みなどはこれのプロで、ぬいぐるみ用の服もつくるし、指先が写真に入っても大丈夫なように、爪つめの先まで綺き麗れいにしている。

　桐生も新しい扉をあけてしまっているようだけれど、それは無視して一口食べてみる。

「あ、意外に美味しい」

「これもいける」

　と感想を言い合い、ふと、桐生が手を止める。

「ぱぴりお先生、あのさ」

　桐生に先生と呼ばれるのは相変わらず慣なれない。言われた朱葉が「うん？」と目線をあげれば。

「あーん、ってしてもいいか？」

「は？」

　何を言ってるんだ？　いや、別に気にしないけど、たとえばシェアとか、一口とか、直じか箸ばしとか、まあ、夏美がここで「あーん」ってやってきたら口をあける、んだけど。

　これは、一体、どうしたら……と固まっていたら。

「お願いします……」

　差し出された。キャラフィギュアを。

「………………」

　つっこむのもばかばかしくて、無言でスプーンにすくったオムライスをキャラに差し出す。

「ああ[image: ][image: ][image: ]いい……ああ[image: ][image: ]……○○くんのオムライスが××くんに……」

　無心でシャッターを押す桐生。

　これは……なんだ……？　と思わなくもなかったが、周りも楽しそうにしていて特に悪目立ちはしていなかった。考えるのはやめた。

「これも！　これも食べさせて！」

　今度は桐生の頼んだカレーが、スプーンにすくわれて渡わたされた。はいはい……と朱葉がポーズをとるが。

「っとと、ソース！　こぼれる！」

　カレーソースがフィギュアにこぼれそうになって、前のめりに差し出すと、ぱくっと食べられた。
















（食べた）

　これは、あーん、だが。

　普通に食べた。普通だな……と朱葉は思った。

「美味しいですか？」

「結構からい」

　ぐい、っと飲み物を飲んで。

「もう一杯ぱい頼もう」

　これはやっぱりデートではなく大食い競争ではないか？　と朱葉は思い始めていた。
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「…………………だめだ[image: ][image: ][image: ][image: ]！！！！！」

　倒たおれ込こんだ朱あげ葉はに桐きりゆ生うがご臨りん終じゆうの手を合わせる。

　結局最後に一杯頼んだランダムコースターでも推おしにあえなかったのだった。

「あとは交換？」

「無理無理！　レートが二番目に高いもんー！　一番人気も引けなかったし……うう……自じ引びきはだめだった……。でももうおかわりはむり……」

　お腹なかも財さい布ふもこれ以上は冷たくなってしまう。

　結局朱葉はドリンクファイトでは敗北を喫きつし、けれどそれ以外はコラボカフェを満まん喫きつすることができた。

　ちなみに桐生はカフェ限定のランダムキーホルダーを限定数ＭＡＸまで大人買いぶちかましていた。大人ってこれだからと思ったけれど推しキャラを売ってもらったので許した。

「すみませんちょっと、トイレ行ってもいいです……？」

「俺も……」

　お腹が冷たくなってしまったので、トイレに行って手をふきながら戻ってくると、桐生がある壁の前で佇たたずんでいた。

「どうしたんですか？　せん……」

　せい、じゃなかった、と思っていると。

「先生、これ」

　ちょいちょい、と桐生が壁をさした。くどいようだがこの場合先生は朱葉のことだった。

『メッセージパネル』と書かれたそこには、白い模造紙を貼はられており、客が好きなように絵や言葉を残せるものだった。

「これ？」

「描かいてくださいっ」

　お願いポーズで言われた。まあ、そうだと思ったよ、と朱葉は思う。めっちゃ恥はずかしい、と思わなくもなかったけれど、人ひと混ごみは主に交換ゾーンにかたまっていて、パネルの前は人通りもなかった。近くには小さな机に色とりどりのペン。

　下書きなしの一発描きは不安も大きかったけれど、それでも、アナログ絵え描かきという矜きよう恃じがある。

　あと、奢おごられはしなかったけど、コラボカフェの代金を多めに払ってもらった、という弱みもあった。

「描くキャラはこのキャラとこのキャラで」

「リクエストまでする!?　隣となり合あわせでいいの!?」

「恋こい人びとつなぎ！　恋人つなぎして！」

　あぁ!?　と言いながら、それでも朱葉は上半身の絵を描いていく。顔は問題なくバランスよく描けたのだけれど。

「うー……手……」

　わきわき、と自分の手を動かして、もどかしさに顔をしかめると。

「ちょっと！　貸して！」

　隣にいた、桐生の手をつかんでぐっと握にぎった。別に、本当に、他た意いはなかったのだ。ちょうどそこにいたから。ちょうどよかったから、握ってしまった。握って、まじまじとその形を見ながら、描く。

「どーだ！」

　描き上げて、ふん、と桐生を見上げれば。

「最高以外の言葉がない」

　桐生がそう言いながら、ぱしゃりと一枚、写真を撮る。できあがった絵を、片手で。

（うん？　片手？）

　もう、片方の手、は。

　なぜか、つながったままで。

「行こう」

　引っ張るように、歩き出す。

「え、ちょっ、あの」

　思わずつんのめりそうになって、慌あわてながら、朱葉が言う。

「先生！」

「先生はぱぴりお先生ですよ」

「まずくない!?」

「まずいねー」

　ははは、と半歩、先に行くので、どういう顔をしているか、よくわからないんだけれど。

（手）

　ちょっと、緊きん張ちようしてるな、とわかった。つないでいたから。心しん拍ぱく数すうまではわからないけど、ちょっと汗あせが出てて、でも冷たい。

　結局、黙だまって、従ってしまった。

　帰りの、駅まで、二人。

　あんまり会話もなくて。

　まるで、本当に、デートみたいだった。




　駅前の交差点の信号待ちで、するりと自然に、手が離れた。黙っている間に、考えていたことを朱葉は言った。

「ふだせんって、どうですか？」

「え？」

「あだな。先生、腐ふ男だん子しの先生だから。ふだせん」

「あー」

　なんでもいいですよ、と桐生が言った。

　なんでもいいって、と朱葉が呆あきれれば。

「なんでもいいです。つけてもらえたら嬉しいんで」

　それでいいよ、と桐生が笑う。なんだか調子が狂くるうな、と思いながら、重ねて朱葉が言った。

「それから、アカウント、教えてもらえませんか？」

「え？」

「ふだせんの、ＳＮＳアカウントです。ずっと思ってたんですけど。わたしだけ、アカウント監かん視しされてるのおかしくないですか？」

「いや、でも」

　困り顔で桐生が、何本も指を折る仕草をして。

「どれを？」

　こいつ一体いくつのアカウントもってやがるんだ？　と思いながら、「どれか！　メインのやつ！　わたしばっかり見られてるのが嫌いやなだけだから！」と言う。

「メインとは……」

「もーいい!!」

「じゃあ、メイン、にしてみるので。あの、譲じよう渡と用アカウントを」

　桐生が言ったのは、朱葉が最初に、応援上映のチケットを譲ゆずられるためにつながったアカウントだった。メインだとはまったく思えなかったけれど、まあ、それくらいがちょうどいいのかもしれない。朱葉は複数のアカウントを持つことが苦手だけれど。

　朱葉と、桐生は、そういう、取引相手、で。

　それが、お似合いなのかもしれなかった。

　ちょっとさみしいけれど、別に、これ以上の特別を求めているわけでは……今のところは、ない。

「それじゃ、今日はありがとうございました」

「こちらこそ。……これ」

　唐とう突とつに、渡されたのは、一枚の四角い紙だった。

「これ、は？　……え？」

「今日の、お礼です」

　それは、カフェで何度も見たコースターで。

　表を向けて見れば、出なかったはずの……朱葉の推しだった。

「ちょ、どうやって!?」

「ぱぴりお先生の戻りを待つ間に」

「え、だって！」

　朱葉はこのジャンルの交換レートを知っている。よほど運がよくなければ、このキャラクターが簡単に交換してもらえるのは。

　……桐生が出した、桐生の推しキャラぐらいだろう。

「俺のことなら心配はいらないすでにカフェ限定グッズの譲渡交こう渉しようの上で自分の推しキャラが手に入ることは確定だ」

　信用できないなら取引用のアカウントから確かく認にんしてもらえばいい。

「あ、はい」

　思わず冷めたように朱葉は返してしまう。

　結構台無しだった。

　それでも嬉しかったけども。

「でも、本当に、今日のお礼」

　心から、楽しかったです、と桐生が言ったので。

「……わたしも、楽しかったですよ」

　そう言って、別れた。普通に、偶然の、デートもどきは、それでおしまい。

　家に帰って、転がりながら、ＳＮＳを開いてみたら。

　桐生の、譲渡用のアカウントの、その名前が。

『ふだせん』

　になっていたので。

「……あの人、本当に好きだな」

　わたしのこと、と照てれ隠かくしみたいに、呆れ声で、呟いた。
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「先生、お願いがあるんですけど」

　いつもの放課後、生物準備室の机の前に、仁に王おう立だちになって朱あげ葉はが言った。

　ただならぬ迫はく力りよくがあったけれど、桐きりゆ生うはいつものタブレットから顔も上げなかった。

　構うことはせず、朱葉は言い放った。

「わたしのことは、もう諦あきらめて下さい」

　返答は、沈ちん黙もく。

　のち、すっと顔を背そむけて。

「…………なんのことかな？」

　と言った。

　バシン!!　と音を立てて、朱葉が両手をデスクにたたきつける。

「なんのことかな？　じゃ、ね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]よ！　先生の！　アカウントで！　毎日毎日！　某ぼうソシャゲの萌もえが拡散されてくるんですけど!?　狙ねらい撃うちしてくるの、どうにかなりませんかね!!」

　ふだせんアカウントこと、元々は取引用のアカウントであった桐生のアカウントが日常萌えアカウントに変わってから、毎日ここぞという時間にここぞというネタが拡散されていた。

　ＳＮＳの使い方は千せん差さ万ばん別べつ、個人の自由だ。

　けれど朱葉は気づいていた。間ま違ちがいない、あの拡散は……自分宛あてだと。

　しかし桐生はしらばっくれた。いけしゃあしゃあと。

「自意識過か剰じようなんじゃないか？　俺おれは素す敵てきだなと思ったネタを自分のために、そう自分のためにそしてひとりでも多くの人に見てもらいたくてそっと拡散ボタンを押おしているのであってそれ以上の他意なんてものは別に」

「ミュートするぞ」

「えぇ～やだ～さみしい～」

「子供みたいなこと言うんじゃないの!!　あのゲームは！　やらないって言ったでしょう!!」

「なぜなんだ??　絶対最高なのに？　流は行やりすぎているから乗れないなんて、そんな心の狭せまい子ではないだろう！　早さ乙おと女めくん、いや、ぱぴりお先生の心もこんなにも動いているのは俺にもわかっているんだぞ!?」

「だって！！！！！！」

　ババン、ともう一度デスクを叩たたいて。早乙女朱葉、渾こん身しんの一言。

「ガチャが、ドブなんでしょう！！！！！！！！」

　ガチャ。高レアリティのキャラクターを出すための、一種の博ばく打ちだ。

　そしてそれが、特に、ヤバイ。その課金性が特に、とみに高いのだと、朱葉はそのゲームはやったことがなかったが、噂うわさに聞きき及およんでいた。

　むちゃくちゃ面おも白しろい。

　でも、ドブい。

　そのことを……桐生は否定はしなかった。

「ダイジョウブ、ムカキン、クリア、カノウ」

　どこか焦しよう点てんのあわない目で言う。

「クリア、レアリティ、ムカンケイ、クリア、ダケナラ」

　ＳＦのロボットみたいになっている。

「だとしたらこんなにみんなが親指おったてて溶よう鉱こう炉ろ沈しずんでいってるわけないでしょ!?」

「それは違ちがう、違うぞ早乙女くん！　ＳＮＳに毒されすぎなんじゃないか!?　課金は家賃までなんて、必ずしもそんなことはないんだぞ!?」

「先生今月いくらつぎ込こんだ？」

「数えなければゼロだ」

　最低だった。

　呆あきれ果はてて背を向けて帰ろうとするが、今度はすがりつかれた。

「いやいやほんと、ちょっとでいいんだよ。ちょっとだけでいいんだよ。先っちょだけ。ＤＬして、やってみるだけでいいんだよ。１章、いや、３章までやってくれたらこの作品の面白さに気づくというか理解するはずだしやっぱりソシャゲは始めておくだけでもいいと思うんだよこうしているうちにも刻一刻と毎日のログインボーナスが」

「その手にはのらないって言ったでしょ！！！」

　振り払おうとしたら、くわえて何か封ふう筒とうのようなものを握にぎらされる。

「今ならこの、このコードをね、ストアのギフトコードのところにいれたら一回分くらい、ちょうど一回分くらいの十連ガチャの代金くらいにはなるから、今ほんといいからホワイトデー狙ねらい目だから絶対早乙女くんにも好きな絵師がいるはずだから」

「せ、ん、せ、い？？？？」

　ギリギリと怒いかりで握り返しながら朱葉が言う。

「どこの世界に生徒にソシャゲ布教したくて金渡わたす教師がいますか!?　これホント問題だから絶対うけとれませんよ!!」

「ちがう、これ、金、ちがう」

「なにが違うんですか!?」

「俺がコンビニで買ったギフトカードの10％還かん元げんポイント。ポイントだから金じゃない。金じゃないから問題はない」

　目がぐるぐるとしている。

「ありまくりだっつうの！！！！」

　っていうかいくら買ったんだ。還元キャンペーンだからっていくら買ったんだ!?

「今なら俺が手取り足取り教える。イベントで出たオフィシャルムックも貸す。そしてフレンド登録してくれたら！！！　俺が!!　早乙女くんのために!!　常に高レアぴったりなフレンズを！！！！！！」

「すごーい！　じゃね[image: ][image: ][image: ][image: ]よ！！！！！！」

　ぜえ、はあ、とその後に必死のやりとりを続けて。

「ほんと[image: ][image: ][image: ]に、無課金でも楽しいんでしょうね……。わたしホントに、不確定なガチャに課金している余よ裕ゆうはないんで」

「タノシイ。ゼッタイ。少なくとも、俺の拡散した画像がより面白くなること間違いない」

「まあ……それはね……」

「どのカップリングがいいかはあとでゆっくり相談しよう。関係作品については俺も結構知らないもの多いから一いつ緒しよに学んで行こう」

「はいはい」

　頭を押さえながら、くしゃくしゃになった封筒を見る。

「ホントに、ホントにポイントだけなんでしょうね……」

「…………」

「違うのかよ」

「え、いや」

　くるっと椅い子すを回すと、こちらに背を向け、ひらりと手をひらめかせて。




「ホワイトデーガチャだと思って」




　いぶかしみながら、開いてみれば。

「……………」

　付ふ箋せんに書かれた、ギフトコードだろう。数字とアルファベットの羅ら列れつと一緒に。

　ちょっとくしゃりとなったチケットが見えて。

「…………先生、ちょっと」

　照てれ隠かくしのように、難しい顔をして、朱葉は言った。

「普ふ通つうに誘さそえないんですか？」

　ホワイトデーガチャから出てきたのは、今が人気の、美術展の前売り券。

　レアかどうかはわからないけれど、朱葉には、あたりのチケットだった。
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「ああ[image: ][image: ]勝てない！　でもコンティニューはしたくない!!」

　深夜の机の前で、朱あげ葉はが叫さけぶ。目の前には小さな画面と、書きかけのペーパー原げん稿こうがあった。大型イベント数日前の夜。わりと、正念場だ。

　しかし朱葉はわりと原稿そっちのけでゲームをしていた。新刊が仕上がっていて本当によかった。

「育成が足りないのかな……そうだろうな……でもやることありすぎて……もう……キャラも豊富すぎて……飽ほう食しよくの時代……」

　さすがに流は行やりのジャンルなだけあって、はじめたと言うだけでいろんな人がフレンドになってくれたし、ポイントポイントを教えてくれる。それでもわからなければ、ふだせんこと桐きりゆ生うにメッセージを送れば、ほぼ即そく時じにレスポンスが返ってくる。聞いていないのにくることもある。

　ので、朱葉のはじめたばかりのソーシャルゲームライフは大変充じゆう実じつしていた。

　まあ？　最初の課金のガチャは？　どちらかといえばドブだったけれど？

　それでも好きなイラストレーターさんのカードが出たので、ちょっと、結構、嬉うれしくなってしまった。

　ちなみに、この課金でハイレアカードが出ても、その旨むねを絶対に声こわ高だかに言ってはならないと桐生から言われていた。

　なんで？　と聞けば、

「最近ハイレアカードが出た人に嫉しつ妬とでスパム報告してアカウントを停止させるのが流行っている」

　と言われた。

　なんだそれは。地じ獄ごくかな？

　一大ジャンルとはげにおそろしい……と思いながら、ちゃぷちゃぷと沼ぬまの浅いところにまだ足をつけていた朱葉だったけれど。

　突とつ然ぜんアカウントに、メッセージが送られてきた。

（うん？）

　桐生かと思ったけれど、見覚えのないアカウント名だった。相そう互ごにつながっていなければメッセージは個人に送れないはずだが。朱葉は気軽にフォローをしたり、し返したりしているので、すべてのフォロワーさんを把は握あくしているわけではない。それでも、ここ最近不ふ審しんなアカウントをフォローした覚えは、なかったはずなのだけれど。

∨ゲーム楽しいですか？

　それだけ。

（なんだ？）

　と思いながら、楽しいですよ、ぐらいの返事をするか、どうか、迷っていて。

∨攻こう略りやく教えてあげましょうか。

　そんなメッセージが、間かん髪はついれずにきた。

（あー）

　これは流行りの……なんか……あれだな。まあいろんな表現があるけれど、一言で言えば詐さ欺ぎスパムだな、と朱葉は思ったので、とっととブロックしてしまおう、と思う。どうしてフォロワーなのかはわからないけれど、ゲームタイトルで抽ちゆう出しゆつして送ってきているに違いない。

∨鈴すず川かわ高校の早さ乙おと女め朱葉さんですよね。

（えっ）

　思わず脊せき髄ずい反射でブロックを決めた。

「こっわ！！！！！！！！！！！」

　口をついて出た。手のひらも、冷たい汗あせをかいている。

「なにこれ、こわい！！！！！！！！！！！！！」

　やっべー！！！　と思ったけれど、どうしようもない。ブロックをしてしまったから。それでも一応相手のアカウントをもう一度見に行く。フォローもフォロワーも、朱葉ひとりだけ。

　そのことに、よけい肩かたを震ふるわせたけれど。

　それ以上、できることがあるわけでもなかった。
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　結局うすら寒い思いをしたものの、朱葉はゲームを進めつつ、イベントの準備をした。別にゲームをやめはしなかったけれど、ゲームのことについて、表だって言うことは控ひかえた。おかしなメッセージについても、触ふれることは得策ではないのだろうなという、ぼんやりとした予感があった。

　イベント当日、天候にも恵めぐまれ暑いくらいの日取りになった。また、今日は一いつ般ぱんの混雑もなかなかだ、と聞いている。

　朱葉は新刊を並べて開場を迎むかえた。女性向けが多い大型イベントだが、オンリーほど人は集まらないだろうと思っていたので、売り子も頼たのむことはなく、一人での参加だった。

　ちなみに、桐生は今日は別の現場らしい。通つう販はんの腕うでが鳴るぜと言っていた。

　朱葉の新刊はもちろん、ペーパー含ふくめて予約済みだ。

　最初のお客は特に常連ばかりで、目をきらきらさせて朱葉の本を買っていってくれた。本当に、嬉しい。つくってよかった、出してよかったと思う瞬しゆん間かんだ。

「ぱぴりおさん、あのゲームはじめたんですか？」

　そんな風に聞いてくるお客も、何人もいた。さすが流行りジャンルだな、と朱葉は感心したし、ちょうど良く、フレンドコードを交こう換かんしたり、わからないことを聞いたりもした。列ができるほど混雑しなかったこともあり、ゲームの進行も順調だった。

　午後になり、人の流れが落ち着いたところで、買い物に出かける。手慣れたもので、貴重品も持ったし、スマホも持った。商品の上には布をかけて、『一時間ほどで戻もどります』のメモ。

　流行りジャンルは売り切れも目立ったが、珍めずらしい着ぐるみコスなども見られて眼がん福ぷくだった。そして、スペースに戻ると。

　手帳の切きれ端はしのような紙が、メモの隣となりに置いてあった。

（？）

　なんの気なしに、手に取り、見た。見たことのない、乱暴めの、ボールペンの走り書きで。

『ゲーム楽しいですか？』

　思わず、そばにあったペンを落とす。さあっと、血の気が引くのがわかった。

「すみません！」

　慌あわてながら、隣のスペースの人に。さほどには仲良くないが、顔見知りのジャンル友達だった。

「ここ、なんか、変な人来ませんでした!?」

「え……？」

　売り子とスペースの主人なのだろう。顔を見合わせる。なにごとか確かく認にんするような視線の合わせ方だった。

「──……わからないけど、なんか、スーツの男の人が来てましたよ」

　多分、その人が置いていったメモだと、思いますけど。

（男……？）

　スーツ？　どういうことだ？

　朱葉はいぶかしく思いながら、とりあえずスペースで、椅子には座すわらず携帯を取り出す。開いたのはＳＮＳのメッセージ画面。

　ふだせんの、アカウントに。

∨今日、イベント来てないですよね？

　連れん絡らく先は、これしか知らなかった。返事は、早い。

∨行ってないよ

∨どうかした？

　矢や継つぎ早ばやだった。朱葉は眉み間けんに皺しわをよせ、打うち込こむ。

∨いやーなんか、変な、人がいるみたいで……。関係ないなら、いいです。

∨どんな？

∨いや、わかんないんですけど。男の人で。声かけてきたんですけど……。

∨客？

∨それも、わかんなくて……。

　言っても仕方ないことを、歯切れが悪く言ったのは、やはり、不安が残っていたからだと思う。

　間髪いれずに、メッセージが来た。

∨撤てつ収しゆう何時？

　返事をする間もなく。

∨迎えに行く

　は？　と思わず、声には出さずに朱葉は言っていた。

∨いや、まずいでしょ

　と返すも、聞いている様子はない。

∨拾いやすいところ指示するから。搬はん出しゆつの準備して。

　いやいや、いやいや。心の中でつっこんだけれど、無下に断れなかったのは……やっぱり、だいぶ、怖こわかったからだ。

　混乱もしていた。状じよう況きようを、しっかり誰だれかに話して、整理しておきたかった。そして安心したかった。

　話す相手が、桐生だったなら、助かる、といえば、助かる。

　加えてまた、メッセージが来た。

∨あとここの既き刊かんまだ残ってたら買っておいて欲ほしい。

　さりげなくパシるんじゃねえよ、と心の中で朱葉が思った。
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　イベント頒はん布ぷをいつもより少し早く終わらせ、アフターの誘いも断って、朱あげ葉はは会場を出た。買い物も控えめにしたので、持もち込こんだ新刊も、買い物とあわせても宅配便で搬はん出しゆつするほどの量にはならなかった。ただ、帰かえり際ぎわ会場を横切り桐きりゆ生うのお使いだけはすませたあたり、何をしているんだ？　と自分で思わなくもなかったが。

　買い物に行ったら流石さすがといおうか、朱葉も好きそうな本で、ぐう、となった。桐生とはこんなところも趣しゆ味みが合う。

（読ませてもらおう……）

　指定の既き刊かんを買い、足早にそのホールを出ようとした。時間もちょうど、桐生が着くと言っていた時間だった。

　ぱっと、目の前に人ひと影かげがきて、朱葉は反射でよけた。イベントを歩く若者の嗜たしなみのごとく素す早ばやい動きだった。そのまま、人影に顔を上げることもせずに立ち去ろうとして。

「あの」

　その身体からだが、朱葉の前に立ちはだかるように、慌てて動いた。

「すみません、あの」

　そればかりか、明確に声をかけられた。男の人の声だった。ざわりとした不安とともに顔を上げる。

　スーツだ、と思った。きっちりとしたスーツなのに、顔はどこか疲つかれたような褪あせた表情だった。変だな、と思った。

　目つきがあんまりよくなく、年ねん齢れいは、若くはないだろう、とだけ思った。ただの印象だ。でも、そんなことより、朱葉の心にひっかかったのは。

（荷物が、少なすぎる）

　このイベント会場、両手を手ぶらで歩いているのは本当に参加者だろうか。スタッフらしき、しるしもかけてはいない。

　じり、と朱葉が、踵かかとに力をいれる。

　男性はどこか焦あせったような顔で、眉み間けんに皺しわを寄せながら、早口で言った。

「ちょっと、お話を、……見えない、ところで」

　スーツの。男性。心当たりなんてひとつもない。けれど。

「嫌いやです」

　朱葉はきっぱりと言った。拳こぶしに力をいれて、強く睨にらんで。
















「誰ですか」

　そう尋たずねたら、男性は露ろ骨こつに困った顔をした。薄うすいため息。それから周りを気にする様子を見せて。

「あちらで、ちょっと」

　肩に手を触れようとした。強い力ではなかったけれど、突然触れられて、大きい手が、……それなりに、怖かった。

「嫌です!!」

　振ふり払はらって、来た道を戻ろうとする。ホールの地図は完全に頭に入っている。今からなら、宅配の搬はん入にゆう口から外に出られるはずだった。

　きびすを返した朱葉の背に、慌てた声がかかる。

「待って下さい!!　あの、……先生……」

　先生、と、言った気がする。何かの聞き間違いだったかもしれない。けど。

（先生）

　朱葉の神経が、過か敏びんに反応した。

　思わず大声で叫ぶ。

「警察を呼びますから！！！！」

　そして、周りのぎょっとした様子を振ふり切きり、人にぶつからないように走りだす。暑いわけでもないのに、じわりと汗がにじんで、だというのに指先は冷たかった。心臓の音がうるさい。でも、足を止めることも、振ふり返かえることもできなくて、朱葉は待ち合わせの場所に急いだ。

　今、たとえば、会う、ことが、得策だとは思わなかったけれど。

　ひとりでいるのは、ちょっと、耐たえられそうになかった。
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　指定された会場脇わきの広場に出ると、朱葉は息を整えることもせずに辺りを見回した。目の前がちかちかとしていた。それが動どう揺ようであることも、朱葉にはわからなかった。

　ぱ、と音が鳴った。

　あやふやなステップでも踏ふむように、朱葉が辺りをぐるりと見み渡わたす。焦点さえも定さだかではなかったけれど、その傍かたわらに車が停とまって、助手席があいた。

　奥おくから手を伸のばしているのは、──見慣れた、桐生の、きっちりした教師姿だった。オンの姿だ、ということは、何か仕事も入っていたのかもしれない。

　けれど、安心を、した。

「早さ乙おと女めくん」

　呼ばれた。朱葉が転がりこむように車中に入る。乗ったことのない、助手席に。

「はぁ、は……」

「落ち着いて」

　朱葉の前で桐生が手を数度、開いたり閉じたりしてみせる。その仕草で、ゆっくり、焦点があっていくのがわかった。ものの輪りん郭かくがはっきり見えてくる。

「いや、平気……」

「平気じゃなくてもいいけど、大丈夫」

　まだ少し青ざめた顔で、言った朱葉の言葉を桐生が遮さえぎるように言う。そうか、平気じゃなくていいんだ、と思った。

　平気じゃなくていい。

　でも、大丈夫。

　その二つはちゃんと、同時に成り立つことなのだと思った。だいぶ、肩の力が抜ぬけた。

「もう、なんなんだよ……」

　うわごとのように朱葉が言う。

「わけわかんない……」

「うん」

　ぽんぽん、と肩を叩かれて。

「よく頑がん張ばったな」

　そう言って、助手席のシートに座る朱葉に、覆おおい被かぶさった。

（えっ）

　驚おどろきに朱葉が強く目をつむる。抱だきすくめられる、と思った。それは、ちょっと。

「先生、だめ……っ」

「だめじゃない」

　ジーッと音がして。軽い、圧あつ迫ぱく。目を開いてみれば。

「シートベルト、道路交通法」

　真顔で言われた。

　あ、そう、ですよね、と朱葉は答えた。

　抱きすくめられるかと思った。言わなかったけれど。

　桐生は自分もシートベルトをつけると、車を発進させる。それまで桐生はどこか落ち着いた顔をしていたけれど、しばらく車を走らせて少し目つきを変えた。

「早乙女くん、頭下げて。振ふり向むかないように」

　静かな声だったけれど、その言葉に朱葉が眉まゆをよせて聞き返せば。

「後ろ。タクシー」

　ついてきてる、と言われ、ぞわりと背筋があわだった。

「せ、先生」

　サイドミラーさえ見られないでいると、桐生は信号で軽くオーディオを触さわって。

「一度やってみたかったんだよな」

　鳴りだしたのは、有名な探たん偵ていアニメの映画のＢＧＭだった。

　高らかな音楽とともにアクセルを踏ふみ込こんで、桐生が楽しげに呟つぶやく。

「しっかりつかまってるんだ！」

　その言葉に、シートベルトにしがみつくようにして。

　これがもしかしてトリプルフェイスというやつ？　と朱葉は悪い予感がした。
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「先生！　これ！　通っていい道なの!?」

「大丈夫大丈夫俺の対イベント用のショートカットだから通れることは実じつ証しよう済ずみ」

「それ実証してるだけだよね!?」

　高速道路からおりると、私有地にも見える道路を桐きりゆ生うは爆ばく走そうしていた。

「後ろ、ついてきてるの？」

「んー今のところはないと思うけど」

　さて、どうしたものかね、と運転の手は緩ゆるめずに桐生は言う。

「スペースに変なメモを残したり、いきなり話しかけてきた変な男がいたわけだ。見覚えは？　客として来たこともない？」

「あとにも先にも男性客は先生だけです!!　見覚えは……ないんだけど……」

「心当たりは、ある？」

「ある、っていうか」

　朱あげ葉ははすでに、今日あったことを桐生に話していた。けれど、まだ話していないことがあった。最初に言おうとはしたのだけれど、ためらいが、どうしても、強くて。

　何にこんなに抵てい抗こうがあるのかもわからなかった。おそれ、なのだろうか。

　でも、黙だまっていることもできなくて、覚かく悟ごを決めて口を開く。

「ＳＮＳで、メッセージ送ってきたひとだと思う」

　数日前に。

「わけわからないけど、同じメッセージだったし。誰だかわかんなかった。ブロックした。……ただ、相手、わたしのこと、知ってると思う」

　顔をそらして。陽ひの陰かげりだした外を見ながら、朱葉は言う。

「わたしのこと、っていうか、……本名とか、学校とか」

「は？」

　ここまで強くものを言うということをしてこなかった桐生が、思わず、という風に言葉を返した。

「……言われたんです。本名と、高校名」

「その、男に？」

「ていうか、最初に、ＳＮＳで。外から見えないメッセージだったけど。誰だか知らないけど、相手はわたしのこと知ってて、わかってて、もしかしたら」

　息がしにくい。絞しぼり出だすように言った。

「もしかしたら、先生のことも」

　そうか、と思った。

　先生のこと、が。

　ばれるかもしれないって、ばれているのかもしれないって思ったのだ。それが、怖かったんだと、言ってはじめて、朱葉は気づいた。

　と、急にブレーキがかかった。

「あいたっ」

　思わずつんのめると、ぱっとかばうように腕がのばされて。

「いやいやいやいやいや」

　桐生が近くの駐ちゆう車しや場に車を入れながら言う。

「逃にげてる場合じゃないだろ」

　真顔だった。「へ？」と朱葉が呟つぶやく。

　車を一いつ旦たん停めた桐生が、手を出して。

「携帯ロック外して貸して。他を見られたくなかったらそのメッセージ画面だけでいいから。すぐ探す。今探す」

「探すって……」

「今時ＳＮＳが安全だなんてフィクションにしたっておめでたすぎるし、思っちゃいないだろう？　女子高生のアカウントから隠かくしてる本名割り出して学校も特定するなんて完全にストーカーだし間違いなく犯罪。直接法律に抵てい触しよくしていなくたって、その予備軍として対応してあたりまえ」

「え、でも」

　朱葉が真顔で言う。ＳＮＳで、ストーキングとか。

「先生もできますよね？」

「俺はメッセージで送ったりしないから無む罪ざい」

　いやいやいや？　と思ったが、言われるまま、スマホを渡す。

　桐生は画面を見て今度は自分の端たん末まつを高速で動かしながら言う。

「メッセージ来たってことは相互でつながってたってことだよな。いつも発言もない、他にフォローしている相手もいないっていうアカウント、フォローした覚えあるか？」

「ない……と思う。一応、直接の面めん識しきがなければ、挨あい拶さつしてからつながってるし……」

「あ、発見。フォローしたのちょっと前みたいだな。ちょうど、このアカウントと、このアカウントをフォローした間。覚えは？」

　桐生が提示したアカウントを見ながら、朱葉が言う。

「どこかの……イベントかな……。わかんないけど……」

「じゃあとりあえず、一度とったアカウントをストーキング用に切きり替かえてるっぽいな」

　作業を続ける桐生に、朱葉が片手をあげる。

「先生、ちょっと待って」

「何か思い出したか？」

　いや、と朱葉が冷たい顔で言う。

「今のどうやって調べた？　わたしのフォローリストだよね？　ブロックしちゃったから、前後のフォロワーさんとかわからないはずだよね？」

「緊きん急きゆう事態だからそれは今は置いておこう」

「そうですね……、って言うと思ったか！！！！　ねえ！　ちょっと!!　怖いんですけど!!　先生わたしのフォロー把は握あくしてない!?　よく相手しか見てないはずの返信にもお気に入りがつくなって思ってたけど!!　おかしいよね!?　わたしのフォローしたひとフォローしてるんじゃない!?」

「大丈夫だ!!　リストにいれてるだけ!!」

「大丈夫じゃねえよ！！！！」

　お前も十分有ゆう罪ざいだよ！！！！　と朱葉が心から叫ぶ。

　桐生にはすみやかに黙もく殺さつをされた。

「俺が代理でメッセージ送ってもいいんだけど、さっきのタクシー調べた方が早いな。タクシー会社とナンバー覚えてるから、聞いてみる」

「聞いてみるって……」

　慌てる朱葉に、桐生はためらいもなく言った。

「直接会う」

　朱葉は驚き身体を持ち上げようとして、シートベルトにはばまれた。

「だ、だめだよ!!　危ないよ!!」

「危ないよ。危なかったし、今も危ないんですよ、早さ乙おと女めくん」

　低い声で語られる言葉は、静かだった。

「だから、その不安を俺が潰つぶして、何がまずいの？」

「だって……」

　もしもばれてしまったら。桐生と自分のことが。

　眉まゆ尻じりを下げて情けない顔をしている朱葉に、桐生は深々とため息をつく。

「あのね。早乙女くん。確認しよう」

　桐生が、運転席から朱葉の方を向いて、まっすぐ目を見て言った。

「あなたにとって、俺はなんですか？」

　朱葉にとって。

　桐生は。

　なにか、と聞かれたら。

　呆ぼう然ぜんとしたように、朱葉が答える。

「めんどくさいファン……」

　桐生がこけてクラクションが鳴った。「ちょっと！　先生！」「悪い！　違う！　違わないが！」とやりとりをして。

「先生でしょう」

　呆あきれたように、両手でハンドルに突つっ伏ぷすみたいにして、桐生が答える。

「俺は、先生で、早乙女くんは俺の生徒でしょう。生徒が不審者に追いかけられて、インターネット上でも特定されてつきまとわれたら、それを相談されたら、心配して、手を打つ。おかしいことありますか？」

「……ないかな？」

　まだ、半信半疑で朱葉が言う。

「ないです」

　そう、きっぱり言われたら。そう、かもしれない。ゆっくりと朱葉がシートに沈んでいく。そうか、相談して、対処してもらうのは、何も変じゃないのか……。拍ひよう子し抜ぬけしたような気分だった。もちろん、個人的に車で迎えにきたりとか、そういうことは、おかしいかもしれないけれど。

　何か、が、あるより、よっぽどいいもんな、と朱葉も納なつ得とくすることができた。

　桐生はタクシー会社に電話をいれながら、呼び出し音の間にぼやく。

「っていうかそういうことがあったらほんと先に俺に言ってくださいよ。マジでこれでぱぴりお先生のペーパーが一枚でも落ちたとしたら俺は犯人をちょっと車ではねてからバックで入念に息の根を止めなきゃ気が済まないんだから」

（やっぱりめんどくさいファンでは？）と思ったけれど、電話がつながったようで、口をつぐむ。桐生は自分の立場をすぐに述べ、御おん社しやのタクシーで生徒が悪あく質しつなつきまといを受けたようなので詳しよう細さいを知りたい、守しゆ秘ひ義ぎ務むがあるのならこのまま警察に行く、と落ち着いた、けれど強きよう固こな姿勢で言った。

　しばらくの間があって、桐生が少し、外の景色を見てパーキングの名前を言うと、電話が切れる。

　固かた唾ずをのんで見守っていた朱葉が、何か言うより先に。

「今から来るそうだ」

　と桐生が言う。へぇ、と返しそうになって、「へぇ……ええ!?」と変な声が上がる。

「まだ当人達たちが乗っているし、説明と謝罪をしたいって言ってるから、言いい逃のがれはしないとは思うけど。早乙女くんは、念のため車から降りないように」

　淡たん々たんと言われて、朱葉は眉を寄せながら、一応、念のため、怖いので、言った。

「……轢ひかないでね……？」

　その答えとして、「どうしよっかな」と桐生が呟いた。細められた目はあんまり、冗じよう談だんでは済まされなさそうだった。
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「──そういえばどうして今日は休みの日なのにそっちの格かつ好こうなの？」

　相手を待つという間も、せわしなく端たん末まつをいじっている桐きりゆ生うを見ながら、朱あげ葉はが言った。休みの日なのだから、オタク的なイベントをこなしているはずだというのに、今日の桐生は白衣こそ着ていないものの、きっちり社会人コスプレをキメていた。朱葉の問いに端末から顔を上げずに桐生は答える。

「今日は夜は送別会。教員の異い動どうも発表になったし、今年は早期退職の先生もいるから」

「あ、そうか」

　そういえばそんな時期だった。朱葉もつい先日終業式を終えたばかりで、次に学校に行くときは三年生だ。なんだか全然実感がわかなかった。

「先生異動にならなくてよかったよね」

　あまり深くは考えずに、言葉がこぼれた。

　沈黙が居い心ごこ地ち悪わるかっただけかもしれない。狭い車内で、助手席だから。

「それはまぁ、そうなんだが……」

　珍めずらしく、歯切れの悪い返事。

「？」

　朱葉が隣を見ると、桐生はハンドルに肘ひじをつくようにして朱葉を眺ながめて目を細めていた。

「……？」

　なにか？　と聞こうとしたが、車が近づいてくる気配がして、桐生がぱっと、車を操そう作さした。

「来たぞ」

　桐生が車から降りて、朱葉の座る助手席の前に立った。

　近づいてきた車の、後部座席から慌あわただしく人が降りてきた。

（あの人、だ）

　朱葉は助手席に座ったままその様子を眺ながめる。確かに、イベントで声をかけてきた人だった。あのときも目つきの悪い、疲れた顔をしていると思ったけれど、改めて現れた男性は、それこそ本当にげっそりと疲つかれ果はてた顔をしていた。

「……このたびは、まことに申し訳ありませんでした」

　助手席に座った朱葉の顔を見て、桐生の前に立ち、深々と頭を下げた。おざなりな頭の下げ方ではなかったことを、朱葉も意外に思った。

「お名前をお聞きしても？」

「九く堂どう……九堂亘わたると申します」

　その音の響ひびきを聞いて、一いつ瞬しゆん朱葉も桐生も同じひらがな四文字を頭に思おもい浮うかべた。

（（せやかて））

　もちろん今はそのことは関係がない。一いつ切さいだ。

　桐生は落ち着いた視線で九堂の姿を上から下まで見て、言う。

「名めい刺しはいただけますか」

「…………」

「では免めん許きよ証しよう。それとも警察署までお送りしましょうか？　そちらでお話を聞く形でも俺は構いませんよ」

　追及の手をゆるめないので、九堂は諦あきらめたように胸むな元もとから革かわの名刺ケースを取り出した。

「こちらを」

　渡し方が手て慣なれていたので、よく名刺を渡す仕事なのだろうか、と思う。受け取った桐生は、首をかしげながらその名刺を見て、それから振り返って朱葉に渡した。

　そこには確かに相手の名前とともに、

（代議士……秘ひ書しよ？）

　代議士の名前は静しずか島しま昴すばる、とある。やはり見覚えのない文字だった。

　朱葉は桐生を見上げ、首を振ふる。知らないし、心当たりもない。

「なぜ、代議士秘書の方が、うちの学校の生徒につきまといのようなことを？」

　単刀直入に桐生が聞けば、「そのつもりはありませんでした」と苦々しさを声ににじませて九堂が言う。

　桐生は眉を動かすこともせず、意図的に突つき放はなすような声で言う。

「じゃあ、どういうつもりだったかお聞かせ願えませんか。偶ぐう然ぜん声をかけた、というわけではないのでしょう。ＳＮＳで本名や高校名を送ったのは何な故ぜ？　それだけでなく、イベントでも脅きよう迫はくめいた文章を置いていき、あまつさえ話をしてくれと詰つめ寄よった」

　神しん妙みように桐生の言葉を聞いていた九堂だったが、ある点を境さかいに、その表情が一変した。

「──は？」

　と、バン!!　と勢い良く車のドアが開いた。

　朱葉ではない。九堂の後ろの、タクシー、その後部座席から、飛び出してきたのは長い黒くろ髪かみの少女だった。小こ柄がらな少女は、そのまま九堂に飛びかかった。

「ちょっと待って!!　詰め寄ったってどういうことなの!?　あたしの知らないところで、九堂、なにさらしてるのよ!!」

　少女の勢いをかぶせて打ち消すように、九堂が叫ぶ。

「こっちの台詞せりふじゃアホンダラ!!　なにが『恥はずかしいから先生に手紙を置いてきて！』だよ、おかしいと思ったんだよろくでもないことしくさって、やっぱり全部貴様のせいじゃねえか！！！！」

「痛い痛い痛い!!　頭つかまないで！！！！　横おう暴ぼうよ！　乱暴をうけたわ！　パパに言いつけてやる！」

「やれるもんならやってみな！　二度とてめぇをあのイベントとかいう頭おかしい場所に連れてってやらねぇぞ!!」

　もみくちゃになって騒さわぎ出す二人に、桐生はぽかんとしているし、朱葉が慌てて車を降りて言った。

「ちょっと、ちょっと待って！」

　桐生がぱっと肩をつかんで止めるが、朱葉が続けて言う。

「しずかちゃんだよね……？　さくしま静しずかちゃん……」

　朱葉の言葉に、ぱあっと少女の顔が光った。

「覚えててもらえて、光こう栄えいです！　ぱぴりお先生!!」

　その言葉に、桐生がぼそっと。「……さくしま静って確か、フォロワーにいたよな」と呟つぶやいたので。

「わたしはだから、先生も十分怖いんですけど」

　思わずひとりごとみたいに、朱葉が呟いた。
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　改めて話を聞いてみれば、イベント会場で朱あげ葉はのスペースに手紙を置き、声をかけたのは九く堂どうの仕業で。

　ＳＮＳにメッセージを送ってきたのと、手紙自身を書いたのは、九堂ではなく、車から降りてきた少女の方だった。

　少女のさくしま静しずかという名前は、朱葉や桐きりゆ生うがＳＮＳでみかけていたハンドルネームであり、本名は静しずか島しま咲さくというのだと、粛しゆく々しゆくと語った。

　九堂の出した名めい刺しの、代議士の苗みよう字じと同じだった。

「娘むすめさんの付つき添そいも秘ひ書しよ業務のうちで？」

　嫌いや味みというよりも、素そ朴ぼくな疑問として桐生が聞けば。

「ええ、お嬢じよう様さまが、ひとりだとタクシーにも乗れないとおっしゃるので」

　そういう九堂の顔は、言葉とは裏腹に心底うんざりとしている。お嬢様と秘書。言葉だけ聞けば、萌えシチュエーションだなと朱葉も思うのに、その実情は萌えシチュエーションほど簡単ではないらしい。

「……で、そのさくしま静さんは」

　今度は腕を組んで、桐生が咲に尋たずねる。

「どうしてぱぴりお先生に脅きよう迫はくめいたメッセージを送ったのかな？」

　優やさしい口調だったが、声にはどこか、迫力がある。その迫力に、咲は気づいているのかいないのか、必死の顔で言う。

「脅迫なんかじゃありません!!」

　罪ざい悪あく感かんがあるのだろう。朱葉からは、目をそらして。

「ただ……ただ、……ゲームを、やめて、欲しくて……」

　はぁ？　と九堂が呆あきれたような声を上げた。だけれど呆れかえったのは彼かれだけで、桐生と朱葉だけは一瞬顔を見合わせ、無言で目め配くばせをした。

　なんだかそんな気がしたのだ。

　咲は、朱葉のフォロワーの中でも、ずいぶん熱心なファンだったから。

　小さな身体を震ふるわせながら、目に涙なみだを浮うかべて。咲が言う。

「……好きだった作家さんが、みんな、ゲームとか、別のアニメとかで、描かかなくなっていっちゃうの、見てると怖くて。ぱぴりお先生が一番好きだったから、すごい流は行やってるゲーム、やらないってずっと言ってたのに、はじめて、楽しそうで、だから……」

　ぽつぽつと、まとまりのない言葉で、咲が言う。不安で不安で眠ねむれなくて、思わず自分のアカウントを一度まっさらにして脅おどすようなメッセージを送ってしまったこと。男性が手紙を置いていったとわかれば、怖がってやめてくれるんじゃないかと思ったこと。

　朱葉はなんともいえない気持ちで聞いていた。あえて言語化するなら「あちゃー……」といったところか。一番どん引きしていたのは九堂で。

「阿あ呆ほうか……いや阿呆だ阿呆だとは思ってたけど……ここまで筋すじ金がね入りだとは……」

　と頭を抱えていた。

　それから、すべてを諦あきらめたようにため息をついて。

「すみません。土ど下げ座ざでもさせていただけるでしょうか」

　そんなことを言うので。

「それじゃ、なんにも解決しませんよ」

　桐生が小柄な咲に目線をあわせるため、軽くかがむ。

「いいかな、静島くん」

　ぽん、と両りよう肩かたに手をおくと、びくっと咲の身体が震えたが、桐生は優しく笑って、理解のある教師の顔で──。

「甘あまえんな」

　いたのは一瞬だった。

　朱葉が止める間もなく、桐生がまくし立てる。

「ジャンル変へん更こうがなんだ！！！！　好きな作家の心変わりも愛せなくてファンを名乗るな！　クリエイターにはクリエイションが供く物もつだ！　血肉だ！　なければ生きてはいけないものだろ！　好きなら追いかけろ！　自分の好きになった感性を信じろ！　それでも元いたジャンルが一番好きなら!!　いつその先生が戻ってきてもいいように、ジャンルの温度をあたたかくたもってろ!!　最後のひとりになっても！　いつでも！　素敵ですねってその一言を伝えるために！！！！」

　元テニスプレイヤーもかくやという熱い演えん説ぜつだった。完全に目を白黒させながら、九堂が言う。

「……あれは……なんだ……？」

「ちょっとした病気です。すみません」

　朱葉が思わず死んだ目をして返してしまう。その間も、桐生の意識高い信者説せつ法ぽうは続いていき、最終的に、咲はまるでつきものが落ちたかのように、桐生を見上げながら言ったものだ。

「あたし……目が……さめました……!!」

　いや、さめてねぇよ、と朱葉は思ったし、多分隣の九堂も思っていたことだろう。冷めているのは二人のほうで、桐生と咲は二人だけで勝手に盛り上がっている。
















「先生！　いえ、師し匠しようと呼ばせて下さい！」

「いいや、師匠はまだはやい……俺もまた……道を過あやまつこともある愚おろかな求きゆう道どう者しやなのだから……」

　とかなんとか調子のいいことを言っていた桐生だが、「けどな」と低い声で言うと、もう一度肩をつかんで。

「次、やったら。二度と人の作品が好きとか言えなくしてやるからな」

　かなりドスのきいた声で言った。その顔は朱葉には見えなかったが。

「はい……せんせい……」

　さあ……っと青ざめた咲が人形のように頷うなずいた。

「でも、タクシーで追いかけてきたのはどうしてなんですか？」

　桐生達のことは意識から外すようにして、朱葉が九堂に聞くと、

「いや……なんか……俺達も近くで待たせてあったタクシーに乗ろうと思ったんですが、あなたが車に乗ったのを見て、お嬢じようがおっかけろって……」

　お嬢とは咲のことらしかった。

「男ができた、ゲームを教えたに違いないとか、たわごと抜かしてましたけど。まさか、そんな脅迫をされているとは……。本当に申し訳ない」

「いや……」

　あんまりたわごとでもないんだけどな、と思ったけれど、言わなかった。

「そういえば、高校名は？」

　いつの間にか人間性を取とり戻もどした桐生が尋ねれば、九堂が手を上げる。

「あ、それは、俺です。住所と名前は前に教えてもらったとかで……」

　調べさせていただきました、重ねてすみません、と。なんで高校を調べる必要があったのかと聞きたかったが、桐生が眉根を寄せて。

「名前と住所は教えてたのか？」

　と聞くので。

「あー……それは……」

　朱葉がちょっと困った顔をして、記き憶おくをたぐりながら言う。

「それは……確か、あれだよね。去年の……夏だっけ？　スケブ……」

　こくこく、と咲が頷いた。

「あたし、夏のイベントの最中に体調を崩くずしてしまって、どうしてもお願いしたスケブを取りに行けなくて、謝あやまりのメールを送ったら、ぱぴりお先生から、自宅まで送っていただけて……」

　じと目で桐生が朱葉を見る。

「早さ乙おと女めくん……」

「いや!?　それは!?　普通じゃん!?」

　これがＮＧならお前はわたしがあげたコピー本返せよな!!　と思ったけれど、言わなかった。これ以上責せめられたら絶対言うけど。

「送っただけ？　なんか特別なペーパーつけたりしてないか？　キャラは何人？　からみ絵？　カラー？」

「それ以上聞いたら前にあげたコピー本返せよ」

　すぐ言った。黙だまった。

「あの、ぱぴりお先生」

　小さく震えながら、咲が言う。

「本当に、ごめんなさい。自分のことしか、考えてなかったです。すぐ、そればっかりで、あたし、本当にだめで。本当に、本当に……」

　うつむいていて、顔は見えないが、こぼれる声はどんどんぬれていく。隣の九堂は深々とため息をついていた。

「でも、お願いです、嫌きらいには……」

　桐生の顔には、「都合がいい」「反省してない」と書いてあったけれど、朱葉もため息をついて。

「人を脅したりは、本当駄だ目めだよ。……でも、いつも、心のこもった感想、ありがとう」

　そう、言ったら、咲がぱっと顔をあげたので。その、半泣きの顔に、朱葉は言った。

「アカウント、ブロックしちゃったけど、もう一回つくりなおしたら、またつながってね」

　朱葉の言葉を聞いて、いよいよ、咲はわんわんと泣き出した。

「だーっ、もう……」

　隣にいた九堂が、本当に、心底うんざりした顔で、ポケットからハンカチを取り出し。

「泣くくらいならやんなよ……まじでさお嬢よ……」

　そう乱暴に言いながらも、手元はどこか優しく、涙をぬぐってやると。

　もう一度、朱葉に向かって深々と、頭を下げる。

「本当に、申し訳ありませんでした。反省はしているとは思いますが、それでもあっちゃならんことなのは、確かだと思います。警察に行かれるのでしたら、静島先生に連絡して、俺も、同行いたします」

　それを聞いた咲が、また泣きながら、「くどう、くどう」と言ってしがみつく。そんな姿を見ていたら、これ以上、責める気になんてなれなくて。

　結局、もうしないという、咲の言葉を信じることにした。

「そもそもオタク趣味なんてやめちまえばいいのに」

　という九堂のぼやきには、朱葉と桐生から、強めのお説せつ教きようをしたのは余談として。

「でも、本当に、なんで高校を調べることになったんですか……？」

　聞きき逃のがしていたことを、最後に朱葉が尋ねると。

「……………………」

　九堂が死ぬほど気まずげに、咲を見て。

　咲もまた、かなり気まずげに、けれどどこか、喜びをおさえきれないような顔で、言った。

「……来月から、よろしくお願いします、早乙女先せん輩ぱい」

　静島咲。現在中学三年生の彼かの女じよが……月をまたげば、高校一年生。

　その高校が、朱葉と同じ鈴すず川かわ高校であると、ようやく理解して、朱葉と桐生が、そろって驚きよう愕がくの声をあげたのだった。
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　嵐あらしのような二人が去って、車に乗のり込こむと、改めて深い深いため息がもれた。

「疲れた……」

　こぼれた言葉は、どちらのものだったか。

　時刻はもう五時をまわっていた。先生、夜の予定は、と聞こうとして、先に尋ねられる。

「早乙女くん、これから予定は？」

「アフターも断ったんで、あとは帰るだけですけど」

　しばらく、沈ちん黙もく。

　エンジンのかかる、音がして。

「どこか行こうか」と、桐生が言った。
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　どこかへ行こうか、と言われて、「はあ、アニメショップですか？　それとも同人誌ショップ？　コラボカフェですか、聖地巡じゆん礼れいですか？」と朱あげ葉はが真顔で聞き返したら、桐きりゆ生うは真顔でハンドルをきりながら、

「いや、ゆっくり話せるとこ」

　邪じや魔まが入らないところがいいな、と静かに加えた。朱葉は目を丸くして、思わず言葉をなくしてしまった。緊きん張ちようの糸がきれたと思っていたのに、なんだかまた、緊張をしてしまう。

　止められたカーステレオからはなんの音楽も流れてこなくて。

（…………気まずい）

　気まずいというか、心の置き所が見つからなかった。どんな顔をしていいのかもわからない。

　夕暮れは徐じよ々じよに夜になりつつある。隣の、顔面だけは綺き麗れいな顔を横目で見て、それからスマホに目を落とし、行き場もなく時計を見て。はっとして朱葉が聞く。

「え、先生仕事は？」

「親でも倒たおれたことにしよう」

　いや、だめでしょって朱葉がつっこむが、「連絡はしてある、遅おくれて合流するよ」と返された。そう言われてしまったら、それ以上朱葉は、何も言えなくて。

「少し戻って、海かい浜ひん公園にでも行こう」

　桐生の静かな声を、半ばうつむき加減に、朱葉は聞いていた。

「直接、話せる時に。言っておきたいことがあるんだ」

　浅い夜がはじまり、二人の車が湾わん岸がん道路を走っていく。
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　で、これみよがしな夜や景けいスポット。

　まだはやい時間でひとけもなく、暗い車内でぼんやりと照らされている、つきあわせた二人の顔。

　シートベルトは締しめずに、身をよせて。

「ああああ!!　先生ちょっと!!　負けたんだけど！！！」

「だから!!　そのスキルは今使っちゃだめだって言っただろ！　付加効果のターン数を見み極きわめろ！　そんなぬるいプレイでこれからの限定イベントがこなせると思うなよ!?」

　鬼おにのようなスマホゲーム指し南なんがはじまっていた。教育目標は初心者プレイヤーである朱葉を限定イベントを攻略できるまでもっていくことだった。年度末でなかなか学校でも時間がとれないし、ＳＮＳのメッセージではらちがあかないと踏ふんだらしい。ガチ教師のガチ指導で半泣きになりながら時間が過ぎる。

「スタミナつきた[image: ][image: ][image: ]手が痛い!!」

「おつかれさま。あとで復習しておくように」

　集中指導を終えて、朱葉がシートに沈む。

　タブレットから顔を上げずに、桐生が言う。

「あのね、早さ乙おと女めくん」

「うん？」

　改まった口調に、朱葉が顔をあげると。

「…………俺も別に、ジャンル替がえを迫せまってるわけでは、ないから」

　どこか意気消しよう沈ちんしたような、神しん妙みような顔で言われたので。

「……しらんわ」

　呆あきれ果てて、すごい顔をして朱葉が言う。

　ずっと、ひっかかっていたことでもあったので。爆ばく発はつした。

「も[image: ][image: ]知らないよ！　これでも!!　はじめてガッツリ描き始めたカップリングなの!!　こちとらいろんな童どう貞てい捧ささげてるの!!　まだ全然描ききってないし原作も盛り上がりまくりだし、推おしは常に最高だしちょっとやそっとじゃ鞍くら替がえする気はありません!!」

　思いあまってしまった咲さくもそうだし、教えておいてちょっと責任を感じているであろう桐生だって、馬ば鹿かにしすぎじゃない!?　と思うのだ。

「よかった……よかった……」

　両手で顔を覆おおってさめざめと桐生が言う。ガチで泣いている気がするが、どうでもいい。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい夜景を見ながら、朱葉は頰ほおを膨ふくらませていたが。

「まあ……今回は、ちょっと反省しました」

　ため息をついて、朱葉が言うので、桐生が振り返るのが、暗い車内でもわかった。

「あんまり、自覚なかったんですけど。こんなこと言うの、おこがましいって本当に思うんですけど」

　顔を見合わせ、朱葉も思おもい詰つめた顔で言った。

「……わたし、痛い信者集める系なんですかね……？」

　あれ、とか、これ、とか。

「いや」

　とっさに桐生が否定の言葉を口にし。

「いや、そんな……そん……な……ことも……なく……はない……かな……」

「先生こっち向いて!!　わたしの目を見てはっきり答えて!!」

　自分のことを思い返しながら、だんだん目をそらしていく桐生に、朱葉が言う。

「いや、でも、守りますよ」

　気をとりなおして、振り返った桐生が言う。

「俺が、守るから」

　まっすぐに、朱葉を見て。

「信じて」

　そう、言うので。一応、「……はい……」とは勢いで答えてみたものの。

（痛い信者トップに言われてもな……）

　と、思っていたのは、黙だまっておいた。今回は、まあ、来てくれたし。やっぱり、先生がいなければ、怖かったであろうことも確かだから。

　よくよく思い返してみて、いろいろプラスマイナスはあるけれど、とりあえず、まあ、信じてやるかと朱葉は思う。

　好きな、ものには。

　全力で噓うそをつかない人なのだ。それは……知っている。色々、迷めい惑わくだけど。

「静しずかちゃん……咲ちゃんか。どうします？」

「次にやったら吊つるす」

「そういうことじゃないですよ!?　先生の本ほん性しようばれてるけどいいんですかって聞いたんです!!」

　教師だと言ったうえで、桐生はオタクトークを全開でしてしまった。もっとも、その内容の方が衝しよう撃げき的すぎて、状況をわかっているようではなかったけれど。

　桐生は眉み間けんに皺しわをよせて。

「うーん……まぁ……言いふらされるかなぁ……」

　半ば諦あきらめ気ぎ味みに呟つぶやく。

　だめじゃないですか、と朱葉が言って。

「わたしの方から、黙っておいてくれるよう、言っておきますよ」

　多分、わたしの言うことなら聞いてくれると思うから、と朱葉が言えば、桐生は少し心配げに振り返って。

「そのかわりにリクエストをきくとかは……」

「お前じゃねえんだよ」

　寝ねぼけたような台詞に、絶対零れい度どの冷たさで返事をする。

「じゃあ、そういうことで」

　そろそろ、帰りますか、と言い出したのは朱葉の方だった。「ん」と桐生は、気負った風もなく、キーを回した。

　おあつらえむきな夜景だったけれど、これも、生徒が受けた問題のケア、その相談の、一いつ環かんでしかない。

　そういえば、先生とは、夜景ばっかりを見ている気がする、と朱葉は思う。イルミネーションとか。ライトアップとか。

　綺き麗れいだな、と朱葉は思った。この綺麗な光景が、忘れがたくて、ずっと覚えているような気がした。

　二人とも言葉少なに、カーステレオも沈黙したままで、帰き路ろについた。

「先生、今日はありがとうございました」

　最も寄よりの駅から少し離はなれた場所で、車を降りて朱葉が言った。

「先生に、相談をしてよかったです」

　先生は神妙な顔で頷いて、気をつけて、帰るようにと、先生らしい言葉をかけてくれた。それから。

「早乙女くん」

　歩き出そうとした朱葉を呼び止める。振り返る、朱葉に。

「いや……」

　何かを言おうとして、それを遮さえぎるように。

「また、四月に」

　はい、また四月に、と別れた。

　それが、高校二年生の朱葉が、桐生に会った、最後になった。
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　外では桜が満開らしい。

　高校三年生になった早さ乙おと女め朱あげ葉はは、出かける前に、まだ軽い鞄かばんに、「そういえば忘れてたな」と薄うすい本を一冊詰つめた。不測の事態があっても困らないように、中身の見えない袋ふくろにいれて。

　先月末のイベントで、桐きりゆ生うから頼たのまれた同人誌だった。帰かえり際ぎわに色々あったものだから、すっかり渡わたすのを忘れてしまった。

　朱葉はともかく、桐生の方も忘れていたのだから、彼かれもよほど慌あわただしい気持ちだったのか、動転していたのか。

　いつも通りに家を出て、学校に向かう。電車の中はいつもより、心なしか混こんでいる。スーツの人間も多いから、社会のはじまりも予感させた。

　相変わらずゲームのストーリー消化をして電車から降り、学校に向かう。下げ駄た箱ばこから見えるホールには、人だかりができている。

「あげはー!!」

　その人だかりから、手をぴょんとあげて振ふってきたのは、友人である河こう野の夏なつ美みで、朱葉に飛びつくと喜びを抑おさえきれないように言った。

「おんなじクラスだよ！　３‐３！」

「マジで？　やったね」

　朱葉も笑え顔がおで言ったけれど、それほど意外ではなかった。可能性的に、高いのだ。朱葉も夏美も、文系大学を希望に出していたから。

　朱葉の学校は、公立高校でも中なか程ほどで、進学校といえるほどではない。もちろん難関大学を目指す生徒もいるけれど、朱葉は自宅から通える範はん囲いでいけるところがあればそれでいいかな、と思っているし、親も強くは言わない方だった。

「それでねそれでねっ」

　夏美はひどく浮うかれた気持ちを隠かくさずに、身体からだを揺ゆらしている。

「？　どうかしたの？」

「もーめっちゃサプライズ！　自分の目で確かめてよ!!」

　掲けい示じ板ばんの前まで引きずってこられると、朱葉が名めい簿ぼをぼんやりと眺ながめた。自分の名前はちゃんとあるし、あいうえお順でそのいくつか上に、夏美の名前もある。「もーそこじゃなくて！　もっと！　上、上！」と促うながされるままに、視線を上げていけば。

「…………は？」

　朱葉の目が、点になった。
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　名簿順に座すわる、騒さわがしい教室。クラス替がえとはいえ、文系クラスで半分は顔見知りで、それほど新しん鮮せんみはない。それでも、浮き立たつ心があるのだけれど、朱葉はまだ、混乱から立ち直れていなかった。

　チャイムが鳴り、ほどなく、教室の扉とびらが開く。

「あー、あってるよな」

　教室の番号を確かく認にんしながら入ってきたその姿に、ひゅー！　と誰だれからともなく上がる声があった。

「静かに」

　教きよう壇だんに立つ、その姿を、朱葉は半眼で見み詰つめる。心なしかいつもより整った髪かみ型がた。きっちりとしたスーツ。そして、相変わらず涼すずしげな顔つきで。

「今年一年、このクラスの担任となった、生物担当の、桐生和かず人とです」

　どうぞ、よろしく、という言葉に。

（聞いてないんですけど!?）

　と朱葉は、冷たい形ぎよう相そう。

　桐生が一いつ瞬しゆん朱葉の方を見て、気まずさを隠すように目をそらす。

「昨年まで副担任として２組をもっていましたが、世界史の小お沢ざわ先生が早期退職となり、担任を受け持つことになりました」

　心なしか、挨あい拶さつも言い訳がましい。

「これから始業式になるわけだけど、式典のあとのホームルームでは、クラス委員を決めるから……」

「先生それよりクラス会やろ～！」

「親しん睦ぼく深めよーよ！」

　調子のいい生徒の言葉に、「クラス委員がさっさと決まって時間が余ったらな」と返している。

　なんだかんだと、人気なのだ。若くて顔もよくて、授業も上う手まくて生徒のあしらいも上手いから。女子だけではなくて。本来ならば一年生から担任にもつものだろうが、いきなり受験生である三年生のクラスをもたされたのも、期待をされてのことなのかもしれない。

　しかし、ここにきて担任。しかも……朱葉の担任になるなんて。

　別に、嫌いやだと思ったわけではない。桐生が手心をくわえてこうなったとも思っていないけれど。

（言ってくれたらいいのに）

　わかってたくせに。と思った。ほんの数日前も会って、二人で話して。絶対あのときにだってわかってたはずなのに。

　交かわした言葉を、思い出す。

（守るから）

　こんなに近くに来て、どうすんだよ、ほんとに。
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「……で」

　始業式になる前の、短い時間だった。

「会えないし」

　担任に盛り上がっている夏美を置いて生物準備室に来たのに、鍵かぎがかかっていた。

「職員室かな……」

　担任ももったわけだから、職員室にいることが多くなるのだろう。忙しさも、比ではなく。

（もうあんまり、会えないのかな）

　担任で毎日教室では会えるのだろうけど。

　そういうことじゃないのだ。

　先生と、生徒だけど。それだけじゃない、はずだったのに。二人の、放課後を、大事にしたいって。言ってくれたと思っていたのに。朱葉も、思っていたはずなのに。

（なんだかなー……）

　ポケットの中でスマホをさわる。

　メッセージなら送れるだろう。でも、そういうことじゃないのだ。

　そういうことじゃない。じゃあ、どういうことかは、わからないけれど。

　どこか肩かたを落として、戻もどっていく姿を。

　離はなれた職員室の窓から、桐生が眺めていた。
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『え、それで言わなかったわけ？　どういうこと？　マジで？』

　馬ば鹿かか？　と歯に衣きぬ着せぬ様子で言ったのは秋あき尾おだ。スタジオ合わせの休日コスプレ帰りの車。ワンボックスカーの後部座席では、キングが毛布をかぶって熟じゆく睡すいしている。新学期から、朱あげ葉はの担任になったという話を、ぽつぽつとした助手席の桐きりゆ生うに対して、矢や継つぎ早ばやに秋尾は言った。

『守しゆ秘ひ義ぎ務むがどうのこうのってそんなの言い訳だろ。俺おれが朱葉ちゃんなら速そつ攻こうわかるね。お前は言わなかったんじゃなくてビビって言えなかっただけだろって』

　別に、びびってるわけじゃ。

　ないし、とタブレットから顔を上げずに桐生が言う。

『ビビってんだろ。都合が悪いと思ってるんだろうよ。それでもお前が名簿見て最初に見て驚おどろいただけの衝しよう撃げきを、朱葉ちゃんだって受けるはずだろ。それなら先に言ってやるのがせめてもの優やさしさってやつだろ。優しさじゃなくても、それが信しん頼らい関係なんじゃないのかよ。ただの教師と生徒だけじゃないって言うなら、それくらいしてやるべきなんじゃなかったのか？』

　秋尾はこういう時に、正論をためらわない。貴重な相手だとは思うけれど……耳が痛いのも、事実だった。

『だいたいお前は朱葉ちゃんの優しさに甘あまえすぎなんだよな。立場がどうこう以前に十も年下の女の子に守られてるのは、圧あつ倒とう的てきにお前の方じゃないの』

　じゃあ、お前なら、どうするっていうんだ。

　八つ当たり気味に桐生が聞いた。運転席で、桐生を横目ににやりと笑って秋尾は言う。

『俺ならとっとと捕つかまえて離さないね。職場を変えるんでも仕事を変えるんでもいい。立場なんか捨てて速攻迎むかえに行く』

　シートに身体を埋うずめて、ぱちぱち、と力なく桐生は手を叩たたいた。

　ご立派。男前。

『馬鹿にしてんのか？』

　ちょっと本気で腹を立てた声で秋尾が言うけれど。

　そんなことない。けっこう萌もえた、と桐生が言ったので。

　秋尾はいよいよ嫌な顔をして、『俺はお前は嫌だけど』と言った。

　俺だって嫌だよ。

　そう桐生は答えたけれど。男前で、お節せつ介かいな、馴な染じみの友達の意見を、おとなしくありがたく聞いてもいたのだ。

『まぁ、悩なやむだけ進歩だよな』

　最後に秋尾はしみじみと言った。

『正直ちょっと意外だよ。ちょっとでも、面めん倒どうなことになったら、もういいかって思っちまうのが、お前の恋れん愛あいだと思ってたから』

　もういいかとは、思わないんだな。

　その言葉に、思わないよ、と桐生は答えた。

　思わないよ。もういいかなんて、思ったことはない。
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　始業式は、あくびが出るほど退たい屈くつだった。

「ねむいよぉ……」

　パイプ椅い子すの隣となりに座った夏なつ美みが、かったるそうに朱葉の肩に頭をのせてくる。「叱しかられるよ」と肩でつつくが、どこ吹く風だ。

　式典は主に手て狭ぜまな講堂で行われるが、まだ入学式は迎えていないため、三分の二しか生徒がいない講堂は、どこか薄うすら寒さむかった。

　頭にまったく残らない校長先生と生徒指導の話を聞き終わり、新任の教師の挨拶があった。

「今年は若いせんせーは女だけかぁ」

　残念そうに、夏美が呟つぶやく。イケメンハンターとしては物足りないらしかった。

「桐生先生で我が慢まんしておくっきゃないね」

「まだそんなこと言ってんの」

　小声で朱葉が呆あきれる。もともと、桐生は夏美の「推おしメン」だったわけだけれど、移り気な彼かの女じよのことだった。心にいっぱい想い人を飼かっているため、あまり真しん剣けんには受け止めていない。

「やっぱりあの顔面は捨てがたいもーん。でもなぁ……先生、彼女できたんじゃないかって噂うわさもあるんだよねぇ」

「マジで？」

　思わず聞き返してしまう。

「マジで。バレンタインも前より完全ガードだったし、三年生の先せん輩ぱいにも、好きな人がいるってふられたひとがいるらしいって」

（それな）

　と、朱葉が思わず心の中で言う。

　それは、それだが。

　違ちがう……のを、知ってはいたが、言えるわけもなく、黙だまっていた。

「案外相手は生徒だったりして……」

「そんなわけないじゃん」

　思わず声をあげてしまって、周りが驚いたようにこちらを見たけれど、上手く拍はく手しゆの音にかき消された。

「そんな、リスキーなこと」

　朱葉が、そう、囁ささやいて。自分で言ったことが、ちょっとだけ……刺ささった。

（──そんな、リスキーなこと）

　するわけないよ。わかってるよ。ふと、さまよわせた視線が、講堂の隅すみに立っていた桐生と、あった。

（あ）

　と思ったけれど、すっと、流れるように視線をそらされた。

（こっち見てたじゃん）

　多分、朱葉が声を上げちゃったからだろうけど。

（あーあ）

　ここで朱葉の好きなＢＬなら、二人は講堂を飛び出していくのに。

　けど、朱葉と桐生はＢでもＬでもないので、そんなことはないのだ。

　おざなりな校歌斉せい唱しようが終わって、始業式が終わる。教室ごとに講堂を出て、クラスに戻るのを、一番後ろから桐生がついてきている気配がしていた。

「せんせー、休み時間は～」「そんなもんないからとっとと帰りなさい」「俺便所～」「一分で済ませなさいそれ以上は大と見なす」

　三階まで上がる階段をだらだらとのぼりながら、朱葉は隣の夏美の背中を押おす。

「ちょっと先行ってて」

「なに～？　どしたの？」

「ちょっと、用事」

　足を止めることはなく、それでも、クラスメイトにひとりまたひとりと抜ぬかされていって、最さい後こう尾びに。

　文系最後のクラスだから、二階以降、後ろをついてくるクラスもなくて。

（話せるかな）

　一番後ろで。ちょっと、考えたのだ。何を言うってわけではなかったけど、あとで、本、持って行きます、ぐらい。言えたらいいな、と思ったぐらいで。

　話せなくても、まあいいかなって。

　思ってた。

　一歩。

　また、一歩。

　一番後ろから、ゆっくりのぼってくる、桐生の気配がして。

「そういえば先生、これからさ～」

　前行く男子生徒が、桐生に話しかけるため振ふり返かえった、その時だった。

「──あれ？」

　そこには、誰もいなかった。

　ひとつ下のフロアは、ひとけのない特別教室ばかりで、静まりかえっている。

　さっきまで、いたと思ったのに。

　それだけ思って、また、階段を上がっていった。




「──行った？」

「行った、と、思う」




　階段のすぐそば。普ふ段だんは委員会の会議室として使われる、長机の置かれた部屋で。

　朱葉は桐生としゃがみこんでいた。

　突とつ然ぜんのことだった。最後尾、声をかけようとした瞬しゆん間かん、腕うでを引かれて。そのまま声を上げる間もなく、廊ろう下かから逃にげるように、近くの会議室の中に。

　ざわめきが遠ざかるのを聞いて、二人、長い長い息を吐はく。

「び、びっくりした……」

　何が起こったのかわからなかった。でも、息を詰めた。

　多分、これは、秘密のことだ、と思ったから。

「え、何？」

　それでもまだ動転していて、座すわり込こんだまま膝ひざを抱かかえて声を殺して傍かたわらの桐生に尋たずねる。

「どした？　どした？」

「悪かった」

　しゃがみこんで、うなだれたままで、桐生が言う。その顔は、見えない。

「何が？」

「いや、黙ってて」

「なんで謝あやまるの？」

　いや、担任になること、そりゃ言えよって思ったけど。

　言わないでいたって、どうせわかることだった。なってしまったものは、仕方ないし。

「もしかして、先生がクラス替えに手を加えて……」

「それは、してない!!」

　強く否定された。担任になるのが嫌だったと言われるみたいで、なんかそれはそれで複雑だった。

「してないけど……」

　うなだれたままで、桐生が、言う。

　朱葉はなんとなく、言葉もそうだけど、自分の手首が気になった。

　まだ、桐生が摑つかんだまま。握にぎったままで。

「担任なんて面倒で。早さ乙おと女めくんの人生からブロックされたら、すごく、困る……」

　そんなことを、情けない声で、言うので。

「わたしそこまで脳直ブロッカーすぐブロツクする人じゃないよ!!」

　思わず声をあげて言ってしまった。言ってから、慌てて自分の口を塞ふさいだけど。

「知ってる」

　ちょっとだけ顔を上げて、桐生は笑う。どこか、情けない、困ったような顔で。

「早乙女くんは優しいから」

　と言った。

　朱葉はなんともいえない顔をして、上を向いて、下を向いて、桐生に向き直って、言った。

「優しいし、結構、強いよ」

　自分で言うのも、なんだけど。

「知ってる」

　桐生はまた、少し笑って低い声で言った。

「先生は結構情けないね」

「知ってるだろ」

「知ってる」

　情けなくて。きもくて。面倒くさい。先生されてることも面倒なのに、担任なんて、もっと、面倒。

　だけど。それはもう、知ってることだし。

　……だから、嫌だとは、言ってない。

　あえて、嫌だなと、直して欲ほしいと思うところといったら。

「戻ります、教室」

　ゆっくり立ち上がりながら、朱葉が言う。摑んでいた腕が、するりとほどけて。でも、離れきらなくて。

　指先を、少し、握りながら。

「──先生、すぐ、信じてとか言うくせに」

　しゃがみこんだままの、桐生を、のぞきこみながら、朱葉が言う。

「案外、わたしのこと信じないよね」

　どこか、不敵な笑えみを、最後に。手をほどくと。

「ちゃんと、サボらず来てよ、先生」

　それだけ言い残して、朱葉は会議室を出て行く。残された桐生が、どんな顔をしていたのかは、朱葉にはわからない。けれど朱葉は、

（しっかたないなぁ……）

　わりと、結構、覚かく悟ごを決めた、顔をしていた。




　そ知らぬ顔で朱葉が騒がしい教室に戻った、そのしばらく後に、やっぱりそ知らぬ顔で、桐生が現れた。

　軽口をいくつか叩いて、クラス委員を決める段取り。

　まずは、クラス委員長からだった。朱葉の通う高校では、日直という制度がないので、クラス委員長は長がついておきながら、超ちようのつく雑用委員で知られている。毎日の日誌の提出から、諸もろ々もろ教師とのパイプ役。主に雑用ばかりの仕事だ。だから、なりたい人は滅めつ多たにいない。

「誰かいないのか？　先生クジ引きや投票で決めるの嫌きらいなんだよな。だいたいなった奴やつが職務放ほう棄きをしたりするだろ。ここはひとつ、立候補でビシッと決めて欲しいんだが」

　生徒は笑いながら、「時給くれ」「内ない申しんあげてくれるなら」「いっそ点数ちょうだい」と軽口を言い合う。桐生はそれらをあしらいながら、けれど、簡単には決まらないのだろうなと、諦あきらめが表情に出ていた。

　その時だった。

「ハイ」

　教室の、後ろの方で。

　手を上げたのは。

「やりましょうか」

　早乙女朱葉、その人で。

「わたし、やってもいいですよ」

　虚きよを衝つかれたような、桐生の顔に。朱葉がにやりと、笑う。

　雑用でも、リスキーでも、なんでもござれ。

　今し方、摑まれた腕を、軽く自分で握って朱葉は思う。

　ブロックなんて、してやらない。

　あなたがわたしを信じてくれないのなら。

　わたしの方から、いくらでも。踏ふみ込こんでいく、用意があるのだ。
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　放課後の、生物準備室。

「会いたかった」

「先生」

「ずっと待ってたんだ」

「はい先生」

「もう会えないかと……！」

「わかったから先生」

　手を出して、朱あげ葉はが言う。

「抱だきしめてないでお金ちょうだい」

　はっと気づいた桐きりゆ生うが振り返ってうやうやしく茶ちや封ぶう筒とうを差し出しながら言う。

「はい、こちら五百円です」

「はーい確かに頂きましたぁ」

　委員会決めをした放課後、職員室まで日誌をもらいにきた朱葉が、「準備室までついてきて」と言われ、ようやくいつもの慣れた部屋に二人きりになることができた。

　とりあえずすることといったら、イベントでお使いをした薄い本を渡すこと。

「ほんとマジ神。イベントはじまってから更こう新しんされたＳＮＳで既き刊かん持もち込こみ有りの一文に気づいた俺も神。この既刊すでに通つう販はん完売だったんだよ新刊も神だったので早さ乙おと女めくんも読む？」

「読むけど。忘れてたわけじゃなかったんですね……」

「忘れてはなかったけど、ま、あんなこともあったから、早乙女くんが買えてなくても仕方がないかとは思ってた。ッカ[image: ][image: ]このモノローグ最高。今月の標語として張り出そう」

「やめて？　まあ、大変なイベントでしたけどね。それはそれ、これはこれです」

「ですよね」

　いつものように軽口の応おう酬しゆうをしながら、桐生は相変わらずファイルに挟はさんだ薄い本を熟読しているし、朱葉は疲つかれたように丸椅子に座って。

「結局男子の委員長決まらなかったですね」

　とため息まじりに言った。

　雑用の多いクラス委員長は、クラスメイトから提出物を徴ちよう収しゆうするようなことも多いので、男女一名ずついるのがベストではあったのだが、立候補したのは朱葉ひとりだけで。

「まー、そうだな。男子のほうが一度膠こう着ちやく状態になると、手は上がらないもんだ」

　俺からそのうち誰かの肩をたたきにいくよ、と言いつつ、桐生はちらりとファイルの向こうから目線をあげる。

「俺としては、早乙女くんになんでもしてもらうのが、一番ありがたいわけだけど」

　言われた朱葉は「甘えんな」と顔に書いて、

「クラス委員の仕事忙しくてかきかけの漫まん画が仕上げる暇ひまなくなるかもね～」

　と言ってやった。「すぐなんとかします」と真顔で桐生が言う。最初からそう言っておけばいいんだよ馬ば鹿か、と朱葉は思った。

「他には？」

「え？」

　ふと、桐生が尋ねてきたのに、朱葉が聞き返す。桐生はファイルを閉じて、朱葉をまっすぐに見て言った。

「他には？　早乙女くんに、俺が、できることはありますか？」

　面と向かって、言われて、驚いた。目を丸くすることしかできなかった。

「なんですか、いきなり」

「いや……なんだか、いつも、してもらってばかりだから」

　気まずそうに目をそらした、桐生は、朱葉がこうして桐生と話す時間をつくるために、クラス委員に立候補したことを、それなりに、喜ばしく思うと同時に気にしてもいるんだろうと思った。

「点数もやれないし出席日数をいじることもしてやれないけど、原げん稿こうの仕上げでも、通販の代行でも、チケット取りでも、クジのラストワン賞でも、俺も、早乙女くんのためにできることがあったら」

　やらせてよ、と桐生が言う。そう言われたら、結構色々あるもんだな、と思いながら。

（わたしの、欲しい、もの）

　いや、別に、と思った。

　別に、大して、──そうだな。

　考かんがえ込こんだのは一瞬だったと思う。ノックがして、扉の開く音。朱葉が隠れようかと身構えて、桐生に止められた。

（ああ、そっか）

　クラス委員長が、担任の先生と話をする。多分、別に、隠れるようなことじゃないんだろう。

「桐生先生、生徒指導の先生方が──」

「すぐ行きます」

　ドアからの声に、そう応えて。

「行こう」

　少しだけすまなそうに笑って、桐生が言う。準備室を出て、鍵をしめて。それから何事もなかったかのように職員室に戻っていく、背中を見ながら。

（もう少し、ゆっくり二人で話せたらいいのに）

　と、ちょっとだけ、思ったけれど。

（ま、そのうち慣れるか）

　と朱葉は、それなりに楽観的だった。会えなくなる、わけでなし。近くにはいるのだ。心配はなにもいらない。そもそも、ゆっくり話したところで、内容といったら漫画のことかアニメのことかゲームのことだ。結構あるな。

　そんなことを思いながら下げ駄た箱ばこまで行くと、ロッカー近くに、立っている人ひと影かげがあった。

（あれ）

　クラスメイトだな、と思った。相手も朱葉に気づいたようだった。一年生はまだ入学しておらず、始業式とホームルームだけの時間割のため、ひとけのない昇しよう降こう口ぐちで。

（確か、ええと……）

　都つ築づきという苗みよう字じだっただろうか。なんか、下は女の子みたいな名前の。同じクラスになるのは初めてだったけれど、学校行事ではよく見かけた。とかく派手な男子だった。中ちゆう途と半はん端ぱに長い髪かみは明らかに地毛には見えない明るい色だし、校則違い反はんのピアスも堂々とあけている。

　モテるんだろうな、というよりも、遊んでそう、という印象で。

「…………」

　無言で会え釈しやくをして帰ろうとしたら、首を振られた。

「？」

　なんだ？　と思いながらもスルーしてロッカーに行こうとして。

「待ってってば」

　ぐい、と腕を摑まれて、びっくりする。

「なっ……」

　なんですか、という言葉が、大きな手で塞ふさがれて。

「し～ぃ」

　耳元に囁かれた。不自然に、甘いにおいのする男子だった。

「…………めんなさい……」

「どうしても？」

「ごめんなさい、わたし、好きな人が……」

「いてもいいから！」

　抵てい抗こうしようかと思ったけれど、耳に届いた声があった。ひとけのない玄関先で交わされている、秘密事めいた会話。

　それから、走り去るような足音がして。

「こりゃーだめだな……」

　肩を落とした都築が、そんなことをぼやいた。ぺちぺちと、朱葉が都築の手を叩く。

「あ、ごめんごめん」

　軽い調子で手を離すと、近きん距きよ離りからのぞき込むようにして、言う。

「委員長、だよね？」

「……早乙女です」

「うん。朱葉さん」

　知ってるじゃないか。そしてなれなれしい。

「引き留めてごめんね。なんかダチが告白したいって言っててさ」

「はぁ」

「駄だ目めだったみたいだけどね。あれ、待ってろって言ったのに帰ってやがる。っちぇー、あとで電話かけてやろ」

　聞いていないことをぺらぺらと喋しやべるのが、かわりものだなと思いながらロッカーへ。

「待って待って」

　長い手足でふわふわとした動きで、ポケットに手をいれたまま都築がついてくる。

「一いつ緒しよに帰らない？」

「なんでですか？」

　とても素す直なおな気持ちで朱葉が聞き返す。

「だって、クラスメイトじゃん」

「はぁ」

「ご飯まだでしょ？　どこか食べてこーよ。あ、俺、都築水み生おね。みずがいきるって書いてみお。みおちゃんって呼んでくれていいから」

「お金ないんで……」

「奢おごるよ。マックでよければ」

「なんでですか？」

　もう一度聞いたら、都築はきょとんとした顔で言った。

「ひとりでご飯食べるの、さみしいじゃん」

　宇宙人みたいな人だな、と素直に朱葉は思った。

　ご飯は嫌だけど、駅までなら一緒に帰ってもいい、と朱葉は言った。いいというか、別に断る理由が見つからなかったから。同じ道だし。

　都築水生はよく喋る男子だった。

「俺ら同じクラスになるのはじめてだよね。話すのもはじめてだから、今日名前覚えたよ。朱葉さん。立候補、かっこよかったね。ああいうの好きなの？」

「ああいうのって？」

「委員長！　みたいの。委員長って呼んだ方がいい？」

「呼ばなくていい……。別に、好きってわけでもないよ」

「じゃあなんで？」

「……なんでって」

　朱葉が言いよどむと、「もしかして」と腰こしをかがめて都築が言う。

「きりゅせん目当て？」

　びっくりして足を止める。

「……なんで？」

　そういう風に、見えるのかなと、顔に出さないように気をつけながら思った。

「だって、きりゅせんイケメンだから、女子ってそういうのあるじゃん」

「そういうのってなに？」

「イケメンの先生とお近づきになりたい」

「みんなそうじゃないでしょ」

「そうじゃないけどー」

　ニコニコしながら都築が言う。

「俺、朱葉さんがたまに生物準備室から出てくるの、見たことあるよ」

　今度は足を止めなかった。本当は止めたかったけど、身体は心と切きり離はなして、動いてくれた。

「名前も知らなかったのに？　人ひと違ちがいじゃない？」

　平静を装よそおって尋ねる。

「立候補した時思い出したの。あー、って」

「だとしても、普ふ通つうに用事があって行っただけだよ。桐生先生には一年の時から生物もたれてるし」

　少し饒じよう舌ぜつになってしまったけれど、言っているうちに冷静さを取とり戻もどした。

「確かに桐生先生、顔は整ってるけれど、顔だけで好きになったりしないでしょ？」

「へー」

　まだニコニコしながら都築が言う。

「じゃあ、どういうとこで好きになるの？」

　朱葉はいよいよエイリアンを見る気持ちで、都築を見る。

「なんでそんなこと聞くの？」

「そういうの聞くの好きなの」

「趣しゆ味み？」

「うん。趣味」

　悪びれずに都築が頷うなずく。

「惚ほれたとはれたの話題がスッキ」

　悪びれない言い方に、ちょっと笑ってしまう。

「女子みたいだね」

「よく言われる。女子扱あつかいしてくれていいよ」

「女子扱いってどういうの？」

「一緒にご飯たべる」

「都築くん、一緒に食べる子いっぱいいるんじゃない？」

「いっぱいいるよ」

　でも新しい子は楽しいじゃん、と言った。

　悪びれないなぁと朱葉は思う。

「俺ね、きりゅせんに告白して断られた女子、何人か知ってる。話聞く？」

「その代わり、わたしのこと話せって？」

「ばれた」

「話すようなことないよ。あと、別に聞きたいわけでもない」

「えー」

　駅が近づいてきたけれど、都築は話すのをやめない。

「じゃあ、きりゅせんのこと教えてよ。俺、もたれるの初めてなんだよね」

「本人に聞いたら？」

「つれないなぁ」

「ごめんね。じゃあね、また明日」

　駅の入り口で、朱葉が言う。都築はきっと、周りのファストフード店に入るだろうと思ったから。

　都築は深追いはしなかった。ただ、笑顔で手を振って。

「また明日ね、仲良くしようね、朱葉ちゃん」

　なつっこい笑顔を向けられたけれど、電車にのった瞬間、疲つかれ果はてたように、朱葉が座席に座り込む。

（「俺、朱葉さんがたまに生物準備室から出てくるの、見たことあるよ」）

　いや、後ろめたいことなど何もないはずだと思いながら。

「まずい、かな……」

　ゲームを開くのも忘れて、ひとり、小さく呟いた。
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　一晩考えたけれど、都つ築づきのことについて、結局桐きりゆ生うには連れん絡らくをしなかった。忙しいせいだろう、ＳＮＳにあがってくる様子もなかったし、朱あげ葉はにしても、なんと言えばいいのかわからなかった。

（怪あやしまれてる、かもしれないから）

　あんまり会わない方がいいと思う。

　そういう結論しか、結局出ないし、それが一番だと思う。別に、だからといって関係が切れてしまうとは思ってはいない。先生と、生徒であることは変わらないし。朱葉が腐ふ女じよ子しであることも、桐生が腐ふ男だん子しであることも変わらないだろう。

　このまま、何も変わらないでいる、ためにも、距きよ離りを置くべきなんだろう。

　わかっているけど、言い出せない。

（不自由だな）

　先生じゃなきゃよかった。生徒じゃなきゃよかった。

　でもどれも、思っても仕方がないことだし、時間は過ぎるしオタクは忙しいし、また学校に行かなければならない。

　学校についてみれば友達がいて、慣れないクラス委員の仕事もあったりする。目が合わないように同じクラスの都築水み生おを窺うかがえば、朝が苦手なのだろう、机に突つっ伏ぷすようにだらしなく寝ねていて、だというのに周りからは人が絶えることがない。同じように派手な感じの女子達たちが、派手なボンボンのついたゴム紐ひもで都築の髪を結んでいた。

「ほら、お前ら座れよ～」

　桐生が現れても起きる様子がなかったのに、「来週のホームルームで委員会決めの続きをするから」と桐生が言った、その時だった。

「ハアイ。せんせー」

　ふわっとした調子で、都築が手を上げて身体を持ち上げた。

　それからほがらかに笑って。

「俺、委員長、やってもいーよ」

　気の抜けた声で、そんなことを言った。面食らったのは朱葉だけではなく、他のクラスメイトも、桐生も同じで。「ミオ、マジで？」「なんで？」「冗じよう談だんでしょー」「委員長ってキャラかよ～」と野や次じが飛ぶ。

「ほんと、ほんと。せんせ、だめ？」
















　可か愛わいい調子で桐生に聞けば、桐生は「別に駄目じゃないが……」と軽い困こん惑わくをにじませながら言ったので。

「ハイ決まり。みお委員長ってみんな呼んで～」

　そう勝手にまとめてしまう。

　最後に、背もたれにひっくり返るようにして後ろの席の朱葉を見て。

「よろしくね。朱葉ちゃん」

　器用にウィンクをするから、朱葉はそれこそ、戸と惑まどうばかりで何も言えなかった。
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「ねーあげは、都築なんかとどうしちゃったの？」

　休み時間になって、真っ先に聞いてきたのはクラスメイトの夏なつ美みだった。

「どうもしてないよ……」

　ぐったりした調子で朱葉が言う。

「わけわかんない。昨日からちょっと絡からまれてるっぽいんだけど……。夏美は同じクラスになったことあったっけ……」

「ないけど。噂うわさはきくよ」

「どんな？」

　問われた夏美が真顔で答える。

「手をつなぐだけで孕はらむチャラさ」

　朱葉の顔がひきつる。

「それは……すごいな？」

「とにかくすごいらしいよ～女遊び」

「そのわりに、友達、多そうだよね」

　今も、他のクラスから呼び出されて購こう買ばいに行ってしまっていた。男も女も、友達が多そうだった。

「なんかね～恋愛相談室らしいの。ジンクスがあるんだよね。都築に相談すると、告白が上手くいくって」

　夏美の言葉を聞きながら、昨日の都築の言葉を思い出す。

（「惚ほれたとはれたの話題がスッキ」）

　多分、噓うそではないんだろう。悪びれてもいないし、悪い人でもないんだろう。けれど、恋愛の話が好きで、友達が多かったら、きっと話題はそれなのだろう。

「やだなぁ……」

　知らないところで、自分の噂をされているとしたら、それは嫌だなと、朱葉は思った。
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　放課後、日誌をつけていたら、ガタンと音がして、前の席に都築が座った。

「それ、委員長業務でしょ」

　両りよう肘ひじをついて、朱葉に笑いかける。

　朱葉はできるだけフラットな声で、言う。

「やってくれる？」

「んー」

「じゃあ、奇き数すう日は都築くんね。偶ぐう数すう日はわたしで」

「えー」

「なんなの？」

　嫌なの？　とちょっと冷たく聞いたら、ことん、と首をかしげて。

「教えて？　こういうの、書くの下手」

　甘えた調子で、言う。

「……教えたら、やってよ」

　けれど教える間も、いろんな友人が都築に声をかけていく。一緒に帰ろうよ、と言ってくるのは、同級生だけでなく後こう輩はいもいた。

「俺委員長さんだから～」

　そのひとりひとりにそんな調子で断って、朱葉の話を聞くけれど、聞くだけで、本当に覚える気があるのかどうかは謎なぞだった。

「……なんで？」

「ん？」

　耐たえきれず、朱葉が聞いてしまう。

「なんで、委員長、しようと思ったの」

　都築はふわりと笑いながら言う。

「朱葉ちゃんが面おも白しろそうで」

　はぁ、と朱葉はため息をつく。

　ひとり、またひとりと、教室から生徒が減っていく。

「……あのさ」

　密度が低くなった教室で、朱葉が押おし殺ころした声で言う。

「変な噂、流さないでね」

　都築はその言葉に、初めて驚おどろいたような顔をした。目を、丸くして。

「流さないよ。頼まれない限り、そういうのいやじゃん。噂で好きな人の耳に入るとか」

「いや、だから……」

　別に、好きじゃないんだけど、と言うのは、言えば言うほどやぶ蛇へびのような気がして、言葉を濁にごす。

「だから、俺は、本人くらいにしか持ちかけないよ」

　顔を近づけ、目をあわせるようにして都築が言う。

「安心して」

　全然安心できない、と朱葉は思う。心がざわざわする。都築を疑っているわけではないけれど、言葉をそのまま、信じることもできない。

　逃げるように、朱葉が立ち上がる。

「出してくるから」

「一緒にいくよ」

　ぺたぺたと、つぶれた上うわ履ばきでついてくる気配。

　朱葉が黙って職員室に行く間も、都築は一人で朱葉に語りかける。

「俺ねー、特技があんの」

　朱葉は答えない。

「一緒に過ごしてたら、誰が誰のこと好きか、なんとなーくわかるんだよね」

　ぺたんぺたんと足音が鳴る。

「だから、朱葉ちゃんも、そうかなーって思ったんだけど。違うっていうから。一緒にいて、確かめさせてもらおうかなって」

「なんで？」

　いい加減、苛いら立だちが、口をついて出た。朱葉の問いかけに、都築が吹ふき出だす。

「そればっかだね」

　人通りの少ない、階段のそばで。距離を詰めて。

「なんで、なんでって。俺のこと、そんな興味ある？」

　そんな馬ば鹿かげた聞き方をされた。身体をよじって避さけようとした瞬間、手が、触ふれる。思わず振ふり払はらうと、都築が首をかしげて言った。

「手つないじゃだめなの？」

「普通つながないよ！」

「俺つなぐの好きなんだよ～」

　話が通じない。そのまま振り払って逃げようとしたけれど「ねぇねぇ」とついてくる。

「なんでいやがるの？」

　頭に血がのぼったまま、朱葉が言い捨てる。

「手をつなぐと孕むって聞いた」

「あはは」

　明るく都築が笑う。そのまま壁かべ際ぎわに追おい詰つめて。

「試してみる？」

　と手を伸のばしてきた。その時だった。




「女子くどくのは委員長の仕事じゃないはずだけど」




　都築の背後、現れたのは、いつものように白衣を着た桐生で。そのまま都築の手をつかんで、後ろ手にひねり上げる。

「った。いたいいたいきりゅせん!!」

「そんなに聞かせたい話があるなら生徒指導室で面談しようか？」

「冗談だよー離して！　離して!!」

　手を離されると逃げるように距離をとりながら、

「あれ？」

　都築が、目を細める。

「あ、そう」

　桐生の方を見て、何かを、勝手に定めたようにして。

「なんだ。おもしろ。またね、二人とも」

　そんなことを言って、ぱっと走って行ってしまった。「おい!!」と桐生が呼ぶけれど、「先生」とその背中に朱葉が呼びかける。

　ひとけのない、廊下で。

　桐生の深いため息の音がして。「向こうから、見えて」朱葉の方を見ずに、桐生が言う。

「──カッとなった」

　言った、あとに。うなだれて。

「……ちょっと、反省してる……」

「いや」

　朱葉も、頰ほおをかきながら、小さな声で言う。

「ちょっと、怖こわかった、ので」

　感じていた、気持ちが素直に出てきた。それから、今の、気持ちも。

「嬉うれしかった、です」

　その声は、聞こえたかどうかわからなかったけれど。二人、何かをなだめるように、おさえこむように、楽にするように、ため息をついて。

「なんなんだ、あいつは……」

　前まえ髪がみをかきあげながら、桐生が言って。少し考えたあとに、朱葉に尋ねた。

「これから、準備室、行くけど」

「あー、今日は……やめときます」

　なんとなく、そう答えたら。桐生もそれ以上は追及せず、ただため息をついて、言った。

「あんな馬鹿なことしてるなら、委員長まかすのも、考えものだな……」

　その頃ころには朱葉の心もだいぶ落ち着いていたので、声を潜ひそめて桐生に言う。

「チャラくてすごいらしいですよ。都築くんて」

「すごいって？」

「なんでも、手をつなぐと孕むとか」

「へぇ。……ええ？」

　そんな話をして、「とりあえず、先生、これ」と日誌を渡して、じっと桐生の手を見てしまう。そんな朱葉を見下ろして。

「今、何、考えてる？」

　そう聞くから。

「先生が都築くんの子孕んだらどんなかなってちょっと思ってる……」

「やめて？」

　俺にも選せん択たく権があるのよ、と桐生が情けなく言った。
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　覚悟はしていたけれど、初担任となった新学期、受け持ちが三年生ということもあって、桐きりゆ生うは毎日に追われていた。

　入学式を終えて通常の時間割になってくれば、もう少し落ち着くだろうとは思ったが、それまでは帰宅が夜中となることもしばしばだった。

　それでも、放課後一度は生物準備室に顔を出す。単純に必要なものがまだ置いてあるせいもあるし、息いき抜ぬきという側面も大きい。オタクはどうしても、ひとりの時間が大切なのだ。もしくは、気の合う仲間達との時間が。

「……なにしてるのかな」

　準備室の前まできて、座り込んでスマートフォンをいじっている姿に、半ば呆あきれながら桐生が言う。

「待まち伏ぶせ♪」

　へらっと笑って答えた都つ築づきの膝ひざの上には、クラス日誌が置かれている。

　しばらくその笑顔を眺ながめたあと、小さくため息をついて、準備室の鍵をあけながら言葉を交わす。

「職員室に来ればいいじゃないか」

「俺職員室苦手～。生徒指導の小お田だセン、めっちゃうるさくない？」

「苦手とか言う前に、頭と耳、なんとかしなさい」

　あと、スマホも。一応校内使用禁止だから。

　せめて、隠れるとかしてほしいものだった。

「きりゅせんがずっとここにいりゃいいだけじゃん。委員長も来やすいと思うよ？」

「早さ乙おと女めくんは職員室でも来るよ」

「俺も委員長です～朱あげ葉はちゃんだけじゃないです～」

　煽あおるなぁ、と心の中だけで思った。顔には出なかった。動どう揺ようするほど気持ちを張はり詰つめているわけでも、後ろ暗いことがあるわけでもない。

「……日誌、置いて帰りなさいね」

「ちぇ」

　つまんねーの、と口をとがらす、いつしか都築は丸まる椅い子すに座っていた。そこは、いつも朱葉が座っていた席だ。

　夕日が差さし込こんでいる。生徒の手前、タブレットも見られなくて、手て持もち無ぶ沙さ汰たに書類を眺めた。

　都築が椅子をがたがたとゆらしながら机に近づいてくると、頰ほお杖づえをついて言う。

「ねぇねぇ先生、朱葉ちゃんとどういうおつきあいしてんの」

　どうせそんな話をしてくるだろうと思っていた。だから、眉まゆも動かさずに桐生が言う。

「どういう、って？」

「具体的には、どこまでいったの？」

　どうせそんな話だろうとは思ったけれど、飛ひ躍やくの仕方が想定外だった。ぽかんと口をあけて、それからため息混じりに言う。

「別に、君が妄もう想そうをするのは自由だけど、早乙女くんに迷めい惑わくをかけないように」

「あ、もしかして噂うわさを流すとか思われてる!?　ないかんね!?　俺これでも、デリカシーあるって有名なんだから！」

「そっちの有名は聞いたことがないな」

「じゃあどの噂かな～悪い噂ばっかり信じちゃだめだよ。噂するやつみんな俺のことが好きなんだから」

「じゃあ、俺の噂をする都築くんは俺のことも好き、と」

「それでもいいよ」

　覗のぞきこむように都築が言う。

「……やめよう」

　その目線を隠すように桐生が言うと、「もー先生なんだよー！」とブーイングが入った。こっちこそなんだよと言いたい、と桐生は思う。

「ひとには言わないからさ！　ね、生徒と先生の禁断の恋こい！　いーじゃん！　俺素す敵てきだと思うよ～！」

「百回言っても聞かなさそうだから、一回だけしか言わない。……誤ご解かいだよ」

　ゆっくりと、やわらかい口調で、桐生は言う。

「都築くんの思ってるような関係では、ありません。決してね」

　本当は、思っていないような関係ではあるんだけれど。それを別に、説明してやったっていいはずだった。もういい、という気持ちは、桐生にはあった。オタバレ、するならしてしまえば、楽なことだってあるのだ。上手くやれるという自信はあった。

　でも、一緒になって、悪目立ちするようなことには、なって欲しくなかった。朱葉のことだ。

　いじめられていたことがある、と朱葉は軽い調子で言ったことがある。あんな風に言えるのだから、彼女なりに整理をつけて、乗のり越こえているんだろう。けれど、だからといって、波風を立てたいわけじゃない。

　大事にしたい。

　できうる限り、あらゆる意味で。

　それが恋だと……この、恋愛脳であるところの都築は言うのかもしれないけれど、たとえそうだとしても、都築に教えてやるような義ぎ理りはないと、思う。

　都築も大切な生徒のひとりだ。一年間上手くつきあっていきたいと思う。

　……けども、朱葉を怖がらせた、恨うらみを忘れたわけでもない。

　都築は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔をしていた。

「えー、でも、だって……」

　おかしいじゃん……と、そんな、女子みたいなことをぶつくさと言って。都築は立ち上がる。

「俺、いつでも相談のるよ。全然、うまいことしてやるからさ！」

　なおも言いつのるけれど。桐生はそんな彼を追おい払はらいながら言う。

「じゃあ是ぜ非ひ、委員長業務をうまいことしてくれ」

　それから、ふっと笑って。

「俺も早乙女くんも、そんなことにかまけるほど暇ひまじゃないよ」

　その言葉に、都築は釈しやく然ぜんとしない様子で頰をかく。

「っかしいなぁ。朱葉ちゃんも、むしろなんか楽しそうにしてるしさ……」

　俺の勘かん違ちがいだったのかなぁ、とぶつくさ言いながら、都築が出て行ったので。

「…………」

　桐生はタブレットを開いて、ちょっと考える。

　開いたのはＳＮＳのメッセージページで。朱葉は多分、桐生からの連絡を待っていることだろう。しばらく考えたあとに、送信内容を決める。とりあえず、これまでの会話の内容は、置いておいて。

∨準備室の前で待ち伏せされた。ドアの前でしゃがみこんでた。

　とだけ送る。

　もう帰宅しているであろう朱葉から、速攻でメッセージが返る。

∨っか─────萌えるわ。

　その一言だけ。数日前に迫せまられて怯おびえていた女子のものとは思えない。朱葉は色々考えた結果、「都築×桐生はありかもしれない」という結論に達したらしい。「ほら、どっちも顔はいいわけだし、チャラ男おに真ま面じ目め教師。いけるんじゃない??」という感じで。桐生は大学時代にも漫まん研けんサークルの女子達にさんざん素材にされたことがあるので、げんなりしながら「早乙女くん、秋あき尾おにだってそんなこと言わなかったのに……」と言ったら、「そりゃやっぱり、秋尾さんによくしていただいてるし罪ざい悪あく感かんありますもん～」と言っていた。

　都築には罪悪感がないらしい。

　だからいいと。よくない。よくないぞ、と桐生は思う。

「まずい…………」

　机に突っ伏しながら、桐生が呟く。

「ぱぴりお先生のジャンルがかわってしまう前になんとかせねば……」

　なんとかってなんだ。わからないけれど。

　ああ、暇で楽しい放課後だった、昨年度に帰りたい、と、なんだか予想外な方向から、桐生は思ったのだった。
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「あ、いたいた！　先生！　桐きりゆ生う先生！」

「お。おはよう、早さ乙おと女めくん」

「おはようございます、先生」

　早朝、職員室に向かう階段の途と中ちゆうで、桐生が足を止める。

　朱あげ葉はが鞄かばんからプリントを取り出しながら、桐生に近寄った。

「これ、委員会なんとか全部埋まりました。昨日放課後会議で渡せなくて」

「ん。ありがとう」

　職員室には入らず、そのまま階段で話を続ける。

「別に、ホームルームのあとでもよかったのに」

「でも、ほら今日って、入学式じゃないですか」

「ああ……」

　おはようございます、と声をかけながら、幾いく人にんも生徒が傍かたわらを通っていく。

　桐生はぼんやりとプリントを眺ながめながら、言葉少なに言った。

「どう、もうひとりの委員長」

「うーん、よくサボってますけど、頼んだことはやってくれます」

「早乙女くんのこと気に入ってるみたいだしね」

「やだな～せんせいのこともきにいってますよ～」

　完全なる棒読みで朱葉が言う。横目でちょっと恨うらみがましく見た。

　朱葉は腕を組んで、うんうんと頷きながら言う。

「個人的には日誌がいいかんじです。都つ築づきくんの日誌に対する桐生先生のコメントが。交こう換かん日につ記きみたいで」

　人目もあるが故ゆえに、桐生が強くつっこめないと思って、朱葉が好き勝手に言っている。横目のままで、桐生が言う。

「早乙女くんの日誌はつれないよね」

「そうですか？」

「もっとご褒ほう美びくれてもいいよ」

「誰に？」

「新学期を頑がん張ばってる先生に」

「…………」

　強くつっこめないのは朱葉も同じことだった。ちょっと上うわ目め遣づかいで睨にらむ。

「……わかりました、じゃあ、先生×生徒の……」

「だが断る」

　即そく答とうで言われた。重ねて言うが人目もある場所だ。朱葉は顔だけに雄ゆう弁べんに書いた。

（「でもわたしのプレゼン能力をもってすればチャラ男お×堅かた物ぶつ教師の良さを桐生先生にもわかってもらえると思うんですよね」）

　桐生も、顔にはださないが雄弁に顔で返答する。

（「ただでさえナマモノは沼ぬま深いのに生徒にだけは妄もう想そうであっても手が出せませんし手を出されても困るので勘かん弁べんしてくださいぱぴりお先生の本気でこられたら落ちちゃう」）

　どれだけ伝わったかわからないが、なんとなく、心は通じた。

　無言の二人の耳に、チャイムの音が響ひびいて。

「予よ鈴れいですよ、早乙女くん」

　遅ち刻こくにならないように、と桐生が歩き出そうとする。

「先生」

　ぱたぱたと、急いで駆かけ上あがっていく生徒の靴くつ音おとを聞きながら、朱葉が言った。

「今日も放課後忙しいですか」

　桐生はちらりと朱葉の方を見て。

「…………多分」

　それだけを答えて、背を向けて去って行く。それだけ、まあ、それだけだったけど。

　ごめんね、と背中に書いてあった気がしたから。

　朱葉はため息をついて、教室に入っていった。




　入学式はつつがなく終わった。新入生入場を眺めていた朱葉は、その中に、緊きん張ちようした面おも持もちの、静しずか島しま咲さくの姿を見つけて彼女のクラスを知った。

　昼休みになり、早めに食事を済ませて一年生の教室へ。

　教室の隅すみっこで、小さくなって座っている、髪の長い少女の姿に。

「さーくちゃーん」

　と朱葉が声をかけた。

　びく！　と小動物めいた動きで咲が顔をあげ、ぱあっと顔を輝かがやかせて、朱葉のところに走ってくると。

「せんせい！」

「違う」

　即答で正ただす。

「ぱ、ぱぴ……」

「それもだめ」

「おねーさま!!」

「却きやつ下か！！！！！！！！！」

　そういう問答のあと、おそるおそる、顔をあげて。

「……さおとめ……せんぱい……？」

　そう、言うから。にっこり朱葉は笑うと。

「朱葉先輩でいいよ」

　入学おめでとう、と言ったら、花が咲さいたみたいに咲は笑った。




　昼休みだけ開放されている屋上に向かうと、春の日差しを浴びながら咲が朱葉に言う。

「朱葉先輩の担任の先生が師し匠しようだったんですね！」

「咲ちゃん、先生を師匠も、だめ」

　朱葉が苦く笑しようして言うと、おっとっと、と咲は口の前で指でばってんをつくった。うさぎのキャラクターを彷ほう彿ふつさせた。

「先生は、先生、ですね。咲、覚えました」

「そのことなんだけど」

　言葉を選びながら、朱葉が言う。

「桐生先生が、ああいう……ええっと……ああいう感じなの、学校で、あんまり人に、言わないで欲しいんだ」

「ああいう、って？」

　きょとん、とした顔で咲。

「ああいう……まあ、オタク？」

「オタクで、ぱぴりお先生の大ファンだってことですか？」

　ずばっと言われて、朱葉が肩を落とす。

「まあ……そういうこと」

「言いません!!　師匠は、そりゃ、ぱぴりお先生に近しいいわば同どう担たんで！　咲的には嫉しつ妬との嵐あらしですけども！　でも、尊敬すべき師匠ですから!!」

「はは……なら、いいわ……」

　あまり心配はしていなかったけれど、どうやら口は固そうだった。とびきり思おもい込こみも強そうだけれど、その思い込みが、今はいい方向に進むと信じたい。

　さて桐生にはいつどんな風に伝えようかなと朱葉が思っていると。

「あの……それでですね、先輩……」

「ん？　どうしたの？」

「今日、放課後伺うかがわせていただこうと思うんですが……」

　おずおずと、咲が言う。少し照れくさく、でも、何か期待に満ちた目で。

　朱葉にこう、告げた。

「漫まん研けんの、部室はどちらでしょうか……？」
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　なにをどう言おうか迷ったけれど、どうとりつくろうこともできなくて、現実そのまま、を朱あげ葉はが告げた。

「な、ないよ？」

　え？　と咲さくの大きい瞳ひとみが朱葉を見上げる。

「だから……漫研ね、うちの学校に、ないから……」

「えっ」

　心の底からわからない、という顔をして、咲が言う。

「じゃあ……咲はどうやって毎日先輩とお会いすればいいんですか？」

「……毎日……会わなくてもいいんじゃない……？」

　思わず神しん妙みように告げてしまった。

「えっ！」

「えっ」

　顔を見合わせ、しばしの沈ちん黙もくののち。ばっと立ち上がって叫さけぶ。

「先輩は、やっぱり咲のことがお嫌いなんですね！！！！！！」

「だから待って！！！！！」

　その！　思い込みの強すぎるところをなんとかしろ！！！！　と朱葉が心底思いながら肩をつかんで揺ゆさぶる。

「いつ遊びにきてもいいから！　わたしも用があったら一年生の教室行くから!!」

「でも……でも……」

「ＳＮＳもあるし！　連絡先も交こう換かんしよ！　遊びにだって行けるし……ほら、予よ鈴れいもなったから、帰ろう、ね？」

　そんな風になだめて、朱葉は屋上から降りていく。

　けれど、その間中咲はうつむいたまま、黙りこくっていた。
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　とりあえず咲のことについては、「大だい丈じよう夫ぶそうです、多分」と桐きりゆ生うにメッセージを送っておいたが、それからは新学期の色々にかまけて、数日。

（……どうしたんだろうな）

　一年生の教室を訪おとずれた朱葉が、考え込むように廊下を歩いていた。

『静しずか島しまさんなら、お休みしてますよ。ずっとです』

　尋ねた一年生はそんな風に答えた。ＳＮＳにも現れないし、オンラインで連絡しても返信がない。ただ休んでいるだけならともかく、いい加減心配になってきた。

「先生、ちょっといいですか」

　職員室まで行って、桐生に相談する。個人的なことだけれど、学校生徒の出席のことだ。先生に相談することは、全然不思議ではない、という判断だった。

「うーん……」

　桐生も難しい顔をして、「ちょっとここで待ってなさい」と言って、一年生の方のデスクに。

　担任なのだろう、女性教師は難しい顔でなにごとか話す。それから学校の電話を取ると、どこかにかける仕草をして。

　ぼんやりその様子を眺ながめていたら、桐生に手招きをされた。呼ばれるまま、机と棚たなの合間を縫ぬってそちらに行く。

「あなたが、早さ乙おと女めさん？」

　電話を切った女性教師が朱葉を見て言う。

「静島さんと仲がいいの？」

「ええっと……はい。もともと、入学前から知っていて……」

　そう、とため息をつく。

「うちの静島さん、どうやらちょっと……難しい子みたいなのよ。中学校も出席日数危なかったみたいで……。入学試験の方は問題なかったんだけど、ちょっと、また学校に出てこられなくなってるようで……。今おうちの方に連絡して、早乙女さんが心配しているって伝えたら、よければ見み舞まいに来てくれないかって言われちゃったの」

「わたしに、ですか？　咲ちゃんが？」

「いいえ、おうちの方よ。連絡くれるのはいつも男性なんだけれど……お父さんかしら」

　女性教師の言葉に朱葉が桐生と顔を見合わせる。

　心当たりは、ないでもなかった。

「おうちに行ったことはある？　ずいぶん遠いんだけど……」

「いえ、家には……」

「送りましょうか」

　そう、言ったのは桐生だった。

「桐生先生が？　申し訳ないわ」

「でも、俺は車ですし……。電車で行くよりも行き帰りが楽でしょう。先生もご一緒に送っていってもいいのですが、多分、静島くんは、担任には会いたくないのでは？」

「そう……そうかもしれないわね。今はあんまり強く刺し激げきしない方がいいのかも」

　諦あきらめがちに女性教師はため息をつく。新学期早々の登校拒きよ否ひ騒さわぎは、彼女にもずいぶんこたえているらしかった。

「様子を聞いて、私が行った方がいいのなら伺います。ともかく、頼めますか？　早乙女さん、桐生先生」

　はい、わかりました、と朱葉は、神しん妙みように頷いた。




　これから予定は？　と桐生に聞かれて、いえ、特には、と朱葉が答える。「じゃあ、鞄かばんを持ってきなさい。車で待ってるから」と言われ、朱葉はなんだか据すわりの悪い気持ちで、鞄を取りに教室に帰った。

　都つ築づきが能天気にクラスメイトとカードゲームをしている。

「都築くん、今日の日誌都築くんだよね。明日の朝出すから。わたしの机に置いておいて」

「え～朱葉ちゃん急いでどこにいくの～」

「ちょっと、野や暮ぼ用」

「なになに、デート？」

　う、と朱葉が言葉に詰まる。全然違うし、これっぽっちもそうではないけど。

　わくわくとした目で見つめられて、ちょっとだけ笑って言った。

「聞いたら都築くん妬やくから教えない」

　え～なんだよそれ～という声を背中に、朱葉が階段を駆かけ下りていく。




　車に乗のり込こもうとして、後部座席か助手席か、ちょっと迷って立ち止まる。助手席のドアが中から軽く開けられたので、そっちにすべりこんだ。

「なんだか結局面倒なことになりましたね」

「まあ、ね。けど登校拒否の対応は立派な業務のうちですから」

　車を発進させながら、まだ教師の口調がぬけきらない様子で、桐生は言う。朱葉も神妙にしていたけれど、「来る時、都築くんにデートかって聞かれましたよ」と言ったら、横目で桐生がちらりと朱葉を見た。

「デートではないでしょう」

「デートではないですけど」

　小首をかしげて朱葉が言う。

「先生の車に乗るの、都築くんが聞いたら妬くかもって思いました」

「早乙女くん！　指導！　そういうの！　教育的指導！」

「え～なんでですか～妄もう想そうは自由ですよ～」

「妄想は自由だけど早乙女くんは妄想を出力する魔ま法ほうを持ってるからだめ！　俺はその魔法に弱いので絶対だめ！」

「聞きたかったんですけど何がだめです？　ナマモノがだめ？　相手がだめ？　それとも受けにされるのがだめ？　俺はママにならない？」

　学校の敷しき地ち内を抜けた朱葉はここぞとばかりに尋ねる。

「あえていうなら相手がだめ。俺の倫りん理り観では、生徒で妄想はＮＧです。あとママにもならない」

「受けはいいんだ？」

「そりゃ俺も最高のスパダリを見たら抱かれたいと思うわけで。早乙女くんだってあるでしょう。メスになりたい時が」

「先生はお忘れかもしれませんがわたし、生まれた時からメスです」

　そんな話をつらつらとして。

「大丈夫かね、静島くんは」

　桐生の言葉に、「うーん……」と朱葉がうなる。

　咲の家までは車でも数十分はかかるらしい。ずいぶん遠くから通っているのだ。

「……心当たりがあるとしたら、やっぱりあれかな……」

　朱葉が、咲の漫まん研けんに入りたかった話をすると。

「あいつほんっと強ごう欲よくだな」

　と桐生は、同じ朱葉推しの感想を言ってから。

「ないものは仕方ないだろう、ないものは。俺もメスじゃないし」

　と呆あきれたように言う。

「そうなんですけどね……」

　奥おく歯ばにものがはさまったように、朱葉が歯切れの悪い返事をする。

「……こんなに時間とらせておいて、なんだけど」

　桐生が、前を向きながら、やわらかな口調で言う。

「たとえば彼女の登校が無理そうでも、早乙女くんが責任を感じなくてもいいから。俺達は、教師だから、全部仕事のうちだけど。早乙女くんの、仕事ではないよ」

　優しく、いたわりのある言葉だった。

「うーん……」

　と朱葉はけれど、やはり煮にえ切きらない返事。

　先生は、仕事だから。

　それは、そうだけど。

　責任はないけれど。でも。

　やっぱり、気にはなっちゃうよなと、朱葉は車中で思った。
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「ナビではこの辺りだと出てるんだけど……」

　車でもずいぶん時間をかけて走って、ナビを見ながら桐きりゆ生うが呟つぶやく。

「でもずっと、塀へいですよ……？　民家なくないですか？」

　朱葉が不思議そうに言うと、角を曲がったところで人影が見えた。

「あ！　九く堂どうさん！」

　ずっと待っていたのだろうか。門らしき場所の前に、黒いスーツの見知った影かげがあり、朱あげ葉はが車内から手を振る。

　咲さくの父親の秘ひ書しよだという九堂は今日もどこか疲れた顔で、深々と頭を下げると、手慣れた様子で桐生の車を門の中に誘ゆう導どうする。

「このまま入るのか？」

「ね、ねぇ先生、これ……」

　この、長々と続いた塀、もしかして、全部咲ちゃんの家なのでは……？

　呆ぼう然ぜんと朱葉が言えば、桐生も啞あ然ぜんとしているようで、返事はなかった。

「こちらに停とめておいていただければ。キーをお預かりしても？」

　入ってすぐに車を停め、ウィンドウの外から九堂が言う。

「はぁ……」

　車から降りると、九堂が再度頭を下げた。

「……先日に続き、ご迷惑おかけし、まことに申し訳ございません」

「いえ、こちらこそ、急に……」

　朱葉も隣でぺこりと頭を下げた。

　どうぞ中に、と招かれたのは、身もすくんでしまうような大おお仰ぎような日本家屋で、庭には澄すんだ池もあるし、丸い橋までかかっている。渡わたり廊ろう下かを歩きながら、思わず朱葉が呟つぶやいてしまう。

「えっ何ここまさか……本丸？」

「写真撮とったらそのまま背景に使えそうだな」

　耳に入った九堂だけがきょとんとして、

「本丸とは？」

　と聞くが、

「いえ、こっちの話です」

　説明もめんどくさいので、真顔で朱葉は流した。九堂も深追いをする気はないようで、長い廊下を歩きながらため息混じりに現状を説明した。

「先生……静しずか島しま先生は、平日は宿舎の方に帰られています。奥おく様さまもおつきあいが御ご座ざいますので、夜にならなければ戻ることはありません。家のことは手伝いの者が数人通っておりますが、お嬢じようがお休みの日は、俺がお目め付つけとして置かれることになっています」

「えっと……お目付っていうのは……」

　何か見張らねばならないことがあるのだろうかと、おそるおそる朱葉が尋たずねる。たとえば、ひとりにしておくと危ないとか……。

　けれど九堂にはそんな深刻さはなく。

「まあ、ていのいいパシリでしょうね」

　うんざりとしながら言った。

「先生も奥おくさまも、一人ひとり娘むすめのお嬢に強く出られません。学校だって、無理に行くことはないとかおっしゃる。これ以上馬ば鹿かなことを言ったら叱しかって、融ゆう通づうがきくことならきいてやる、そういう雑用ですよ」

　俺はまあ、高い給料がもらえるなら、なんだっていいんですけどね、とどこか露ろ悪あく的な笑い方をした。

　本当にそう思っているなら、そんなことは言わないだろうなと、朱葉も桐生も、口には出さないまでも思う。

「──本当なら、首ねっこひっ捕まえてでも、学校へぶちこむべきだって、俺は、思うんですが」

　結局俺も、甘いんでしょう、と苦い言葉をもらす。

　そこでぴたりと廊下の真ん中で止まったので、朱葉も桐生も一緒になって足をとめた。

「あのー……早さ乙おと女めさん」

「はい」

「聞きたくないんですが。ここまで呼びつけておいて聞きたくないってのが業ごう腹はらだとも思うんですが。……お嬢はまた、どうしてあんなにすねてるのか、わかりますかね？」

　朱葉は桐生と目をあわせ、言葉を選びながら口を開く。

「そんなに……ええと……すねてるんですか？」

「はぁ……。入学式から帰ってきて、さぞかし楽しかったのだろうと思えば、明日からまた行かないと言い出しまして。なんでも、やっていく自信がない、どうすればいいかわからない、自分の思い込みが恥はずかしい、きっとまた迷惑だと思われた、と……この先の、部屋にこもってしまわれまして」

　朱葉は軽い頭痛を覚えて頭をおさえる。

「あー、言ってもいいですけど……」

　心当たりは、ある。あるから来たのだ。けれど。

「九堂さん、怒おこると思いますよ」

「そんな。ここまで来て頂いて、先生方に怒るような馬鹿じゃあないですよ」

　そうじゃないんだけどな～と思ったが、部屋に行く前に話しておいた方がいいだろう、と朱葉も判断した。

「咲ちゃん、がっかりしちゃったんです。それを楽しみにうちの学校にきたのに。……漫まん研けんが、なかったから」

「は？」

「部活です。漫画研究部。そこでわたしと活動ができるって楽しみにしてたみたいなんですけど。……うち、そもそも漫研ない学校で」

　朱葉の言葉に、九堂のつり上がった目が見開かれる。

「……そんな……」

　呆然と言い、それから。

「ああああああああのクソガキああああああああ」

　目に見えて憤ふん怒ぬが顔に表れたので、思わず桐生が走りださんばかりの九堂を押さえる。

「九堂さん!!　九堂さん！！！！　怒らないって言ったでしょ!!」

「言ったが!!　よほど心折れることがあったかと思って労いたわってやりゃああのクソアマはいつもそうだ！　何がこの世の終わりだ！　やっていく自信がないだ！　たかが！　たかが!!」

「たかがですけど！！！！」

　朱葉がぴしゃりと言う。

「咲ちゃんには、大事なことだったんです」

　そう言われて、九堂は、以前に朱葉と桐生に叱られた時のような、なんともいえない、ばつのわるい顔をした。けれど、やっぱりおさまりきらなかったようで。

「いや……でも、馬鹿は、馬鹿でしょう」

　そう、言葉をもらしたので。

「──ええ」

　黙っていた桐生が同意して、頷いた。朱葉が驚き桐生を見上げる。

　桐生は目を細めて。

「九堂さんをはじめ、ご家族にそれほど心配させて、気づいてないなら、やっぱり馬鹿だと、俺も、思いますよ」

　腕をほどきながら、静かな声で言う。

「でも、気づいていたら、本人は、馬鹿なだけにつらいかもしれないですよね」

　その言葉には、九堂は何も……何も言うことができなかった。

　その後桐生と朱葉が連れられたのは、奥の和室の続きの部屋で、ふすまの前に両りよう膝ひざをつき、九堂が言う。

「お嬢、お嬢、桐生先生と、早乙女さんがいらっしゃいました」

　ガタガタ、と中から音。けれど、戸は開くことはなく。

「帰ってもらって……」

　泣きそうな、小さな声だけが返る。

「あわせる顔が、ありません……」

「お嬢！」

　九堂が声を荒あらげるのを、朱葉と桐生は肩を叩いてやめさせる。

「でも」

「いいです。声は聞こえるんですね。九堂さん……ちょっと、席、外していただけますか？」

　そう言ったのは朱葉だった。

「そんな、でも、こんな失礼な態度で……」

　抵抗しようとする九堂に、桐生も言う。

「もちろん、可能ならば顔をあわせて会話をしたいと思っています。コミュニケーションの基本ですから。自じ分ぶん達たちに考えがあるので、どうかここは」

　退席を、と言われ、九堂には拒否ができる理由があるでもなく、そっと立ち上がって部屋をあとにした。

「……さて」

「天あまの岩いわ戸とかな」

　ふすまを前に、朱葉と桐生が改めて言う。

「出てくる、と思います？」

「まあ……」

　早乙女くんと同じ考えですよ、と桐生が言う。

　それから、ろくに打ち合わせることもなく唐とう突とつに朱葉に尋ねる。

「北風にする？　太陽にする？」

　朱葉も言葉の真意を確かめることもせずに、

「そんなの、北風にしたらまた泣いちゃうでしょ」

　と言う。

「ですよね」

　じゃ、いっちょやりますか、と桐生と朱葉が畳たたみに座した。
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「ずっと……ずっと、先生とゆっくり話したいって思ってたんです」

「奇き遇ぐうだな。俺も早さ乙おと女めくんと話したいと心底思ってたよ」

　畳たたみの上に並んで正座して、それこそ高こう座ざで寄よ席せでもはじめるように、まっすぐ前、かたく閉じたふすまを見て二人は言う。

「…………最近の雑誌の展開やばくね？」

「わかる」

　ぐっと桐きりゆ生うが拳こぶしを固める。

「すごいよね？」

「すごい。めちゃすごい。俺も最近疲れて爆ばく睡すいしてしまうのに日付かわって本誌をダウンロードして読んだ瞬間全然眠ねむれなくなった」

「え、先生でも最近もずっとゲームのログイン時間が」

「ゲームのログイン時間のことはいいじゃないか!!　イベントが悪いんだよ!!」
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「まあそれはどうでもいいんですけど、本誌ですよ」

「そう本誌」

「まさかああくるとはちょっと思ってなかったですよね。だって彼って、基本的に誰にでも優しいって感じがあったじゃないですか、無ぶ愛あい想そうで孤こ立りつ気味の子にだって、普通に優しい。それこそ優等生的に。そう思いますよね？」

「そう、そう思ってた。確かにちょっとまなざしに意味深なところがあるような気もしていたけれどさすがに俺の腐くさりきったフィルターだと思ってしまった。憎にくい。この百ひやく戦せん錬れん磨まの腐フィルターが時に純じゆん粋すいなる妄もう想そうの種を駆く逐ちくしてしまう」

「それな。それでこの展開ですよ。立った。立ったね。フラグが立った。どうしようもないくらい立った。結けつ婚こんした」

「わかる。結婚した」

「つきましてはわがナンバーワン推おしカプなんですが」

「はい」

「二人の結婚式を受けてのわがカップリングの動向について深く考察したい」

　当て馬編と、サンドイッチ編と、それから同時多発ＢＬについて語ろう、と朱あげ葉はが提案した、まさにその時だった。

　カタカタと、ふすまが震ふるえ。

　うっすらと、開いた隙すき間まから、涙なみだのにじんだ声で。

「あ…………あたしも………それ……したい…………」

　という声がした。
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　朱葉は桐生と顔を見合わせ、

「じゃあもうちょっと話してから本題に入ろう」

　と手招きした。

　結局、しびれを切らした九く堂どうが茶ちや菓が子しの盆ぼんを持ってきて、続きの間を開いて。

「……何してるんですか、あんたら」

　と言うまで、三人はディープで真剣な論議を深めていたのだった。
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「えーと気を取り直しまして」

　嗄かれそうに喋しやべった喉のどを咳せき払ばらいして、桐生が背筋を正す仕草をした。

　自室から出てきた咲さくは朱葉のそばで小さくなって座っている。九堂は呆あきれ果はてていたが、咲の元気そうな様子には、少なからず安あん堵どの横顔を見せた。

「久しぶり、静しずか島しまくん」

「……お久し、ぶりです、師し匠しよう」

「違う」

「そうでした。先生」

（さっきまでめっちゃ師匠って呼んでたじゃん）

　と朱葉が心の中でつっこんだけれど、話がややこしくなるだけなので言わなかった。

「……学校、こないの？」

　これまで楽しく話していた、その延長線上で、ちょっと苦く笑いながら、朱葉が言えば。

「……すみません」

　咲はうつむいて、声を震わせる。

「でも、咲が行っても、ご迷惑かけるだけだと思います。咲は、周りの見えないところがあるし、これまでも、全然、友達とかできなかったし」

　徐じよ々じよに、声が強くなっていく。

「学校、行ってみたけど、やっぱり無理だと思います。おんなじオタクの人しか、友達になれないと思います。そういう人がいる、場所がなかったら。学校なんて行っても意味ないと思います」

「友達づくりに学校行くわけじゃねーだろうよ！」

　思わず声を荒げたのは、九堂だった。ためていた思いを爆ばく発はつさせたのだろう。伝えたい心配を、上手く伝えられないのは、彼の不器用さでもあるのだろう。

「でも！」

　咲もくってかかるように言った。咲にとって九堂は、そういう風に、言える相手なのだろう。

「勉強だったら、家でもできるもん!!」

　咲の言葉に、桐生が苛いら立だちと諦てい観かんのにじむため息をもらした。桐生はそれまで、朱葉の言葉を静かに聞いていたが。

「そうだね」

　そっと、穏おだやかな声で、そう、頷いた。

「学校は楽しいところだとは限らないし、行かなきゃいけないってこともないだろう」

　その言葉に、咲は顔を上げる。

「俺だって、毎日ＳＮＳと深夜アニメを見てイベントと現場の往復だけで生きていきたいと思うことばっかりだ。そこまで願わなくても、スタンディングライブが四時間を超こえる場合は傷しよう病びよう休きゆう暇かをとりたい」

「…………」

「…………」

　九堂がちょっと助けを求めるように朱葉を見た。

『すまんな』と朱葉は目だけで言った。

「──でも、行きたいところだけ行けばいいってのが、人生じゃないから」

　静島くん、と桐生が言う。

「君達が学ぶべきことは、つまらない人生を、楽しく生きていく生き方だよ」

　朱葉もゆっくりと、桐生の顔を見た。穏やかな、どこか優しげなその顔は、教室で見る横顔のようでもあるし、オフの時の顔のようでもある。

「どんなつらいことがあっても。どんなしんどいことがあっても。そうやすやすと死んでやることなんてできないだろ。好きなものがある限り。そういう幸福のヒントを……俺達は、君も、もう見つけているはずだよ」

　はい、と小さな声で咲が答えた。小さな声だった。けれどそれは、納なつ得とくしていないからでも、響いてないからでもないようだった。

「──で、やっぱり神と同じ服を着て同じ空気を吸えることはめちゃくちゃ貴き重ちようだから一秒でも早く学校に来た方がいいと思うよ」

「はい師匠!!」

　今度の返事はでかかった。

　隣で聞いている朱葉（神）は結構気まずかった。いいけど。

　九堂はどこか狐きつねにつままれたような顔をしていたが、もう、理解できないという表情は、浮かべなかった。

「……あのね、咲ちゃん」

　最後に朱葉が、咲に声をかける。

「確かに、学年も違うし、なかなかお話はできないかもしれない。でも、いつでも相談にのるし、そんなに……怖がることは、ないと思うよ」

　朱葉は目を伏ふせて、少し、思い出す。昔のことだった。

「わたしもね、中学の頃からこんな風にオタクになっちゃってね、でもその頃って、オタクってキモいって風ふう潮ちようの方が強かったし、馬ば鹿かにされたこともあった。いじめじゃないけど、笑われたりね」

　桐生も、咲も、朱葉の顔を見た。

「そのとき心が折れてたら、絵も、漫まん画がも、やめてたと思う」

　桐生は顔色をかえなかったけれど、咲は、一瞬で、泣きそうな顔をした。

「やめなかったのは、やっぱり好きだったからだよ。好きで、大事にしようと思ったから。好きなものと、好きな気持ちをね。だから、好きなものを、ネガティブな理由にしたくなかった。嫌われる理由にも、勉強ができない理由にもね」

　まあ、上手くいかないことは、たくさんあるけれど。

　今も、そうだ。好きな気持ちを、大事にしたい。

　好きなものも。好きなひとも。

　難しいけれど。正しいやり方が、わかるわけではないけれど。

「好きになったからには、この好きな気持ちで、いっぱい幸せになりたいじゃん」

　だから、がんばってみようよ、と朱葉は言った。やり方はいろいろある。誰にも言わない方がいいこともあるし、言ってしまったっていいこともある。

　自分達には、くよくよしている暇は、多分ないのだ。

　咲は、ぽろぽろと涙を流しながら、それでも、必死になって、頷いた。朱葉は、励はげますみたいに咲に笑いかけると、言う。

「学校きたら、毎週、雑誌の話、一緒にしようね」

「え、俺もまざりたいんですけど」

　すかさず桐生が言うので、無言で顔を見合わせた。もうちょっと黙だまってよっか？　という気持ちで。

　さっきはちょっと、うかつにも。尊敬してしまったのに。

　腐ふ男だん子し先生は、いつでもやっぱり、腐男子先生なのだった。

　そして、自宅訪問の最後は、「また学校で」と約束をして。

　桐生と朱葉は、咲の家をあとにしたのだった。
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　去り際、車のキーを渡す九く堂どうは、朱あげ葉はと桐きりゆ生うに謝しや罪ざいと感謝を述のべ、それから、足を止めて少しだけ長い話をした。

「お二人の言葉で目が覚さめた気がします。静しずか島しま先生も、奥様も、俺も、結局なんにもわかっちゃいなかったんでしょう。学校に行けと口にはしますが、俺自身、学校にいい思い出なんかひとつもありませんでした。今はこうして静島先生に拾っていただきましたが、それまでは、それこそ、人間のクズにもならないような生活をしていました。だから、学校になんて無理に行く必要はない、勉学さえ家庭教師で済んでいれば、それでいいじゃないかと言われたら、そうかもしれないと思ってきたんです。そんな中で、去年、お嬢じようが、はじめて学校に行きたいと言いました。行きたい高校があると言いました。本当に、本当に、この件に関しては申し訳なく思っていますが……」

　朱葉の通っている学校を、必死になって調べたのだという。

　この人と一緒の学校に行きたい、と咲が言ったので。

「それも、もしかしたら正しくなかったのかもしれません。甘かったのかもしれません。それでも……。お二方と同じ学校に行けることを、今日、一番ありがたいと思いました」

　先生と、奥様に代わってと、改めて九堂は深々と頭を下げた。

　朱葉は桐生と顔を見合わせ、これといって気の利きいたことは言えなかった。




「結局」

　帰りの車内で外を見ながら朱葉が言う。

「萌もえは身体と心にいいって話でしたっけ」

「異論はないけど雑なまとめだな。楽しいオタ活のためにリアルも頑がん張ばりましょうって話じゃないか？」

　雑だと言った桐生も負けずに雑なまとめだった。朱葉はちょっと笑うと、シートに身体を沈しずめて冗じよう談だんめかして言う。

「でも、意外でした。先生、なんかすごいちゃんと、先生みたいなこと言うんだもん」

　桐生は運転席でふっと笑うと、前を向いたままの横顔で言った。

「惚ほれ直した？」

　ん？　と朱葉は固まり、それからしばらく考え込むように沈ちん黙もくして。

「今現在、わたし先生に惚れてるって設定でしたっけ？」

　直球で聞いた。返事は早かった。

「噓うそです。調子にのりました。その設定はないです。多分登場人物紹しよう介かいにも書いてないしこれからも書かれる予定はないでしょう」

　まるで見てきたようなことを桐生は言う。それから、変な話題の振り方を誤ご魔ま化かすように桐生は言った。

「でも、俺は、ちょっと心配だったよ」

　前を向いたままで。普通の声で。

「早さ乙おと女めくんが、あんまりできたことを言うから」

　意外なことを言われて、朱葉はさっき惚れ直した？　と問われた時より、心の置き方に迷った。なんなら、「惚れ直しました？」と聞き返そうかと思って。

「子供は、別にそんなに、できたこと言わなくてもいいんだよ」

　そう、言われて。

　頰ほおをかく。

「いや、わたしも、別にそんなできた人間じゃないんですよ」

　考えながら、ぽつぽつと言う。

「でもね、できた人間でいたいって思っちゃったんですよ」

　咲さくの顔を思い出しながら。

「なんだろ。咲ちゃんも、わたしのこと、すごく好きだから。それこそ、すごく、好きでいてくれるのがわかって、せっかくだもん。そういうの、大事にしたいって、思っちゃう」

　保身のような、自己愛のようなものだろうと、朱葉は自分で分ぶん析せきしていた。

「だから、こう言うべきだろうっていうことを、言えたら一番いいかなってことを、言ってるだけで……。言えてるだけのことを、できてるかっていうと、別の話ですよね」

　朱葉の言葉を、黙って聞いていた桐生は、赤信号で車を停めながら、ハンドルに身体を預けるようにして、言う。

「やっぱり、負担？」

　なにが？　と首をかしげると。

「あがめ奉たてまつられるの」

　と言われたので。

「奉られたこたーないですけど……」

　多分。今のところ。

　…………自分の知っている範囲では。

　好きに、なってもらえるの。神様みたいに言ってもらえるの。

　負担か、と言われたら。

「絵え描かきの承しよう認にん欲求なめないでくださいよ。めちゃくちゃ褒ほめられたいし尊敬されたいし萌えられたいしあわよくば落ちて欲しいし生産もしていきたいしひとにも生産されたいですよ」

　朱葉が一息に言う。半分は照てれ隠かくしだったけど、本音といえば、すべてが本音だ。

「だから、神様のままでいたいと思うけど……これから仲良くなったら。咲ちゃんも、もっと普通にいろんな話できるんじゃないかと思うんですよね」

「それでも、ぱぴりお先生は神様ですよ」

　桐生がぽつりと呟く。

「俺には、ずっとね」

　朱葉はなんと返していいかわからなくて、小さく口をとがらせたけれど。

　別に、そんなに、悪い気分ではなかった。

　気を取り直すように、明るい声で桐生が言う。

「さて、学校のモンダイに、遅おそくまでつきあわせてしまったわけだけど、何かお望みでもありますか？」

　突然問われて朱葉が面めん食くらう。

　普段はこんなことを言わないんだけど、今日は学校の用件で、朱葉は先生につきあった、という立場であるらしい。だから多分、何かをおごるとか、そういうことを想定していたのかもしれないけれど。

「じゃあ、先生。せっかくだから、ちょっと、わがまま言ってもいい？」

　上目づかいに朱葉が、いたずらっぽく笑った。




「ここ[image: ][image: ]!!　めっちゃ来たかったのー!!　出来たばっかりだって聞いたからー!!」

　桐生に車を走らせて連れてきてもらったのは、郊こう外がいの大型画材ショップだった。

「見て！！！！！　この!!　特とく殊しゆ紙の棚たな!!　やばい!!」

「おっ断裁もしてくれるんだって。いいのでは？」

「めっちゃいいでしょ。たぎる[image: ][image: ][image: ]」

「でも早乙女くんの部数でコピー本は鬼おにでは？　いろんな意味で」

「先生が言うほどは出てませんよ。突とつ発ぱつ本イベント売り切りなら……」

「やめて行けないファンが泣くやつ」

「先生にはあげるってば」

「そういう問題ではないのです。もらうけど」

　わいのわいのと店てん舗ぽの中を楽しく見ながら、買い物を済ませる。

　と、とある棚の前で朱葉が苦く悶もんする。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　お、なんだなんだ、と近くを見ていた桐生が近寄ってくる。棚に張り付き朱葉が言う。
















「トレース台新しいのめっちゃ欲しい……」

「持ってないの？」

「持ってる……でも古いの……重くて……熱くなる……」

　おさがりで近所のおねーさんからもらったものだった。

「買えばいいのでは？」

　大人はすぐそういうことを言う。

「欲しい……けど、絶対いるってもんでもないんですよね……。たまーに書き直しの作業の時に使うぐらいだし、カラーはもうアナログ塗ぬりしてないし……今困ってるわけじゃないし……」

　あとやっぱり、安くないので気軽には買えない、と朱葉が言う。

　桐生からすれば高くはないかもしれないけれど。

　同人誌が十冊以上買えちゃうなあ、と思うと、朱葉にしてみればやっぱり、安くはないのだ。

　ふむ、と桐生が頷いて。

「──合法的に、これ、ただで手にいれるような提案、聞く？」

　そんなことを、朱葉に持ちかけた。
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　放課後の学校、日誌を書く朱あげ葉はに、相変わらずうっとうしく都つ築づきがからんでくる。

「ねー朱葉ちゃん～クラス会しよーよ～」

「何度も言うけどわたしそういうのよくわかんないから。企き画かくしてくれたら相談はのるし」

「ちぇ。わかったよー」

　放課後の、騒さわがしい教室でふと顔をあげて、朱葉が聞く。

「都築くん、部活なんだっけ？　新入生歓かん迎げいしに行かなくていいの？　どこにも所属してないの？」

「俺ねぇバスケ部。人数あわせの幽ゆう霊れい部員～」

　だから新しん歓かんはコンパだけ行くのだよん、とチャラいポーズをきめて言う。

「あっそ。じゃあいいわ」

　朱葉があっさり言うと、

「なになに？　俺に何かお願いでもあった？　あれ、朱葉ちゃんって何部だっけ」

「部活は入ってないよ」

「じゃあなに？　デートのお誘さそい？」

「お誘いでもないし」

　立ち上がって鞄かばんをつかみながら、朱葉が声をかける。

「あのさぁ、都築くん的にはさ」

　振り返った都築に、言う。

「オタクって、どう思う？」

　都築はへらっと楽しそうに笑って。

「俺も恋愛オタクだよお」

　となめた返事。でもまぁ、そんなもんだよな、と朱葉は思いながら、教室を出た。




　何か会議が入っているようで、職員室は閑かん散さんとしていた。桐きりゆ生うの机に日誌を置くと、「早さ乙おと女めくんへ」と書かれた封ふう筒とうがあったので、ひきとって職員室をあとにする。

　校舎外れの空き教室の鍵かぎをあけ、入っていく。

「そのうち張り紙でもしないとな……」

　机と椅い子すが雑ざつ然ぜんと置かれている。中心部に並べられた机には、最新式のトレース台の箱。

「ほんとに、備品予算で買ったんだ」

　いいのかねぇ、と思いながら、掃そう除じをしていたら、ノックの音。

「どうぞー」

　小さくドアが開いて、おそるおそる、顔を出したのは、静しずか島しま咲さく、その人で。

　朱葉がふっと笑って言う。

「…………ようこそ。漫画研究同好会へ」

　飛とび込こんできた咲が、朱葉にとびついてくる。

　結局まったく甘いよな、とお互たがい言いながら、朱葉は漫画研究同好会の申しん請せい書を出したのだ。とりあえず同好会に必要なのは三人で、夏なつ美みには名前だけ入ってもらっている。

　つくりたいんだけど、名前を貸してくれない？　と聞いたら、夏美は「オッケーよ～。放課後はあんまり残れないけど」と軽い返事だったけれど、顧こ問もんの名前を聞いて、さすがに驚おどろいていた。

『なんで？？？？？？？？』

　という言葉に、

『頼んだら、別にいいって。なんでも、大学時代は漫まん研けんだったみたいなんだよね』

　えーめっちゃ意外ー!!　と夏美は叫んでいた。

　──ばれるの、いいの？　と聞いたら。

　早乙女くんがいいなら、いいよ、と桐生は言った。

　まあ、そういうわけで、顧問は朱葉の、担任、桐生和かず人とその人だった。

　まだ同好会なので、新歓のイベントに間に合わなかったし動くつもりはない。これから、秋にある文化祭ででも考えればいいだろう。

　咲に連絡をしたら、文字通り泣いて喜んだ。他の部員は、咲が選んできた方がいいのかもな、と思っている。

　二人で騒そう々ぞうしく萌もえの話をしてたら、ガーガーと鞄の中で振しん動どう音。

「咲ちゃん、スマホ鳴ってない？」

　朱葉に言われて、ぱっと携帯に飛びついた咲が、

「大変!!」

　と立ち上がる。

「もう、こんな時間……！　わーん、九く堂どうが駅まで迎えにくるんです！　すごく怒ってる……!!」

「え、こんな時間って……」

　まだ放課後一時間くらいしかたってないよ？　と言う朱葉に。

「うち、門限だけめっちゃ厳しいんです!!」

　と咲があわただしく部屋を出て行く。「先輩、明日また！」と言葉を残して。

「はいはい、明日またね～」

　騒そう々ぞうしい咲が帰ると、しん、と教室が静まりかえる。

「絵でも描かくかぁ」

　スケッチブックを取り出し、ひとりで黙もく々もくと描いていると。

「やってるかー」

　ドアが開いて、現れたのは桐生だった。会議を終えたのだろう。窓の外はもう暗くなってしまっている。

「あれ、静島くんは？」

「来たんだけど、三十分くらいですぐ帰っちゃいましたよ。門限厳しいんですって。おうち、遠いですしね」

「へー……」

　疲れた様子で椅子に座る桐生に、朱葉が笑って。

「ご褒美、見ます？」

　スケッチブックを、ひらひらとさせる。

　本当にガチで泣かれたのには引いたけれども。

　色々あったけど、結局。

　二人の秘密の放課後は、これからまだしばらくは、二人のままらしい。
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「じゃあまず本日の[image: ][image: ][image: ][image: ]幹事にして！　主役!!　俺おれが!!　踊おどります！！！」

　ゴールデンウィークの後半、カラオケボックスのパーティルームで開かれた、「クラス会」はクラス委員長である都つ築づき水み生おのそんな一声ではじまった。

「踊おどれる子は踊ってくれよな！　飛び入りも歓かん迎げい！　朱あげ葉は委員長もどお[image: ][image: ]!?」

　一曲目に都築が入れたのは、紅白でも歌われた流は行やりの曲で、盛り上がることが約束されたダンスナンバーだった。

「や、わたしはいいです」

　と朱葉がクールに断る。

　やかましい前奏の中で聞こえたかわからないけれど、通じはしたらしい。

「じゃあ先生は!?」

「主役に任せた」

　同じくクールに応じたのは桐きりゆ生うだった。休日だというのに、いつもの仕事の服装からネクタイと白衣を省はぶいただけだった。

（まあ、休日まで社会人コス力入れてやってられないよね）

　まさか来るとは思わなかった。休みの日のクラス会なんて、時間外労働もいいところだろう。都築水生の超ちよう絶ぜつ怒ど濤とうの攻せめがあったに違ちがいない、と朱葉は勝手に想像している。ちょっと妄もう想そうもした。大だい丈じよう夫ぶまだ出力はしていない。

　ノリノリで歌って踊る都築を見ながら、桐生がしみじみと呟つぶやく。

「うちのクラス委員長は偉えらいな……」

「お祭りだけは得意な感じですね。や、でも、ホントに素す直なおに偉いと思います」

　朱葉も素直に頷うなずいた。

　幹事をやってくれるならクラス会をしてもいい、と朱葉が言ったのだけれど、本当にクラスの半数以上を集め、カラオケボックスの予約から会費の徴ちよう収しゆう、加えて盛り上げ役までここまでこなすとは思わなかったのだ。

　人間力を感じた。リア充じゆうはすごい。一昔前なら夏にはバーベキューをし、冬にはスノボをするタイプだろう。

　夏も冬もとりあえず薄うすい本狩がりに行く朱葉と桐生には、あまりにまぶしく見えた。

「せーんせ！　何歌うー？」

　フリードリンクをくんできた女子が、桐生を取り囲むようにキャアキャアとやってきたので、朱葉はそそくさと退散する。

　夏なつ美みはどうしても抜けられないイベントがあるそうで、終わってから駆かけつけると言っていた。

　踊り終わった都築が、本日のシステムを紹しよう介かいしている。

「はいこれリクエストボックスね～。名前と曲名と番号書いていれてチョーダイ。くじにして引いたやつから入力していきまーす！　マイクひとりじめはダメよ。一本は真ん中においとくから、歌いたいやつは好きに歌うこと！」

　そういうところ、ほんとマメだな、と朱葉が思いながら、近寄って言う。

「都築くん、それ、やるよ」

　わざわざ用意したのだろう、くじのボックスをとって。

「本日の主役、盛り上げ役がんばって」

　自分にはこういうことの方があっているだろう、と朱葉は思った。けれど。

「ありがとー！」

　都築は満面の笑えみでお礼を言いながら、そっと朱葉に耳打ちをする。

「最初のうちは盛り下がりそうな曲は、さりげなくとばして次のいれちゃっていいから。判別つかない時は箱に戻もどしておいて。あとで俺が見るし」

　いきなりそんなことを耳打ちされてびっくりしてしまった。朱葉は気づかなかったけれど、部屋の端はしでは、桐生も少し、面食らったような顔をした。

「わ、わかった……」

　答えながら、ボックスを見下ろす。四つ折りにされたメモ用紙が、すでにいくつか入っていた。

（結構責任重大だな……）

　そして都築は本当に幹事として優ゆう秀しゆうだ。朱葉は結構、かなり、見直してしまった。

「じゃんじゃん歌っていこー！　予約入ったら該がい当とう者しやは気をつけてくれな！　流れた時いなかったら俺が歌っちゃうよん」

　盛り上げ役は都築に任せて、朱葉は粛しゆく々しゆくとリクエストアンケートを集めていく。

　──委員長、こっちー！

　──早さ乙おと女めさん、ペンまだある？

　ＢＧＭは常に大きめなので、周囲に気を配っていなければ声をかけられたかどうかわからない。周囲を見回していると、女子が集まっている一角があった。常に前に出ている都築のそばも女子は集まっていたが、ソファに座すわった桐生もいい勝負だった。両側から複数人の女子がのぞき込こんで、きゃいきゃいと楽しそうだ。

　忘れがちだけれど、桐生和かず人とは確かに人気の教師だった。その甘あまいマスクと若さから、特に女生徒に。

　普ふ段だんは噂うわさやからかいまじりに「いいよね」なんて褒ほめるくらいだけれど、自分の担任という近さにきて、その上カラオケボックスだなんてプライベートな、遊びの空間にいるのが新しん鮮せんでたまらないのだろう。友達に、なれたみたいに。なれるんじゃないかと思ってしまうくらいに。

　──ねー先生歌ってよー。

　──じゃあなんか歌って欲ほしいのないの？　リクエストしてよ。

　──昔の曲だってわかるってぇ。

　桐生の返事は聞こえない。けれど、話は盛り上がっているようだった。どっと女子達たちが笑う気配。

　──めっちゃアイドルソングじゃん！　先生好きなの？

　どん、と朱葉がボックスを桐生の目前に置き、言う。

「もらおっか？」

　よろしく、といれられたメモ用紙、ちらりと見えた、曲名は、確かにちょっと前の流行りの女子アイドルソングだった。

　特に、これといって、何の、アニメ関連ソングでもない。

（引いてやんねーから）

　と、心の中で思って。

（って……）

　作業をしながら、桐生の方を見ないようにして、朱葉は思う。

（なんだかなぁ）

　ため息をつき、立ち上がる。

「……都築くん、わたし、飲み物、いれてくるわ」

　都築の肩かたをつかんで、そう言って部屋を出たら、すっと中の喧けん噪そうが遠くなった気がして、楽になるような、さみしくなるような、不思議な気持ちになった。

　できる限り、廊ろう下かをゆっくり歩きながら、朱葉が思う。

（多分、わたしの方が先生と楽しい話ができるし、新曲のことも話せるし、古い曲の話だって、たくさんできる）

　アップテンポのデュエットだって自信があるし、台詞せりふの掛かけ合あいもできれば、合いの手だって完全にいれられるだろう。

　だから、なんだよ、とも思う。

（先生と、生徒だよ）

　なんでこんなこと思ってるんだろう。

　桐生が人気だったのは、出会う前からそうで、出会う前も、出会ってからも、その人気ぶりを目まの当あたりにしたって別に、呆あきれることはあっても、こんなもやもやした気持ちになったことはなかった。

　……こんな。

（先生と、生徒、で）

　普ふ通つうって、なんだっけな、と頭の片かた隅すみで思う。

　いろんな部屋から漏もれ聞こえてくる音楽が、頭の中でぐちゃぐちゃに混ざる。喉のどが渇かわいていたけれど、何を飲みたいのかもわからなかった。

　コップを持ったまま、ドリンクバーの前で立たち尽つくしていたら、突とつ然ぜん、後ろから、抱だきつかれた、と思った。

「きつい？」

　いや、抱きしめられて、はいなかった。背後から、腕うでをまわされて、挟はさみ込こむ形で、相手の腕は、ドリンクバーの台につかれている。

　それで、横からのぞき込むように言ってきたのは、部屋に置いてきたはずの都築で。いつものように、ふやけたような笑え顔がおだった。

「……なんで？」

　思わず、マジレスしてしまう。真顔で。腕をどかしてちょっとだけ距きよ離りをたもちながら。都築は朱葉の抵てい抗こうをすんなり受け入れて、でもあんまり離はなれることはなく言う。うるさいカラオケボックスの廊下でも、声が届くように、顔を近づけて。

「きついって顔してたから」

　ふう、と朱葉はため息をついて言う。

「都築くん、部屋はいいの？」

「リクエストＭＡＸまでいれてきたもーん」

　そういう仕事だけは、やっぱりはやい。それでいて、朱葉がやんわりよけた会話も、ふんわり戻もどすのだ。

「朱葉ちゃんが、泣いてるかと思ってさ」

　いい加減なことを言うなあ、と朱葉は呆れた。

「泣いてないよ」

「そう。勘かん違ちがいだった」

　漏れ聞こえるカラオケボックスの音にあわせて鼻歌をうたいながら。

「二人でどこかいく？」

　と軽い調子で都築は言った。思わず笑ってしまう。困った顔をして。

「まずいでしょう？　本日の主役」

　適当なドリンクをいれて、戻ろうとした。その手元を都築はじっと見つめて。

「俺は、いいよ」

　今度こそ、抱きしめようとするかのように、腕を、回して。

「寂さびしがらせたりしないよ、朱葉ちゃんを」

「────っ」

　誰だれが、と言おうとした。その時だった。

　ガツン、と二人の顔の間に、腕が伸のびてきて。空のコップをドリンクサーバーに乱暴に突つき出だす、手と。

「はい、ちょっとごめんね」

　低い声で、間に入って、落ちてくる、声。

「ははっ」

　見上げる都築が、顔の左右を非ひ対たい称しように、ちょっとゆがめるみたいにして笑って、言った。

「先生たまに、怖こわい顔するよね。気づいてる？」

　そこにいたのは、部屋にいたはずの、桐生和人、その人だった。










　カラオケボックスの騒そう々ぞうしいドリンクバーで、桐生が都築を見下ろしている。なんとなく不ふ穏おんな空気だった。
















「先生、戻らないといけないんじゃない？　先生がいれた曲、リクエストにいれといたよ」

「別に俺が歌うわけじゃないから」

「それよりこっちが大事って？」

「ドリンクとりにきただけだけど」

「なんだ、俺のこと追いかけてきてくれたわけじゃないんだ？　期待してたのに」

　都築は挑ちよう発はつが上手だ。すっと朱葉が顔をそらす。

「…………」

「早乙女くん」

　とげのある声で桐生が名前を呼んだのは、なぜか朱葉の方だった。

「いや!!　笑ってないですけど!?」

　語るに落ちる。都築だけが「？」と不思議そうな顔をしていた。桐生はちょっとため息をついて、

「都築くんこそ、男子が呼んでたぞ」

　そう言うと、「ハァイ」と都築はすんなり返事をした。

　ただし、朱葉の腕をとると、後ろから両りよう肩かたをつかむ形で言う。

「なんかさ、朱葉ちゃん、空気こもっててきつくなったみたいだよ。先生に任せるし、落ち着いたらまた戻ってきてネ～」

　返事も待たずに手を離すと、ふわりと軽かろやかに去って行く。捨すて台詞ぜりふは笑って。

「それまで俺はスーパーテクでみんなを釘くぎ付づけにしとくから、ごゆっくり～！」

　その楽しそうな背中に、なんだったんだろう、と朱葉は思う。いまいち、つかみ所がなくて、よくわかんない人だな、と。

　桐生の方は、何をどう思ったのか、よくわからない。見上げたけれど、そこには半ば目を伏ふせた端たん正せいな横顔だけがあって。

「……持ってて」

　渡わたされたのは、ドリンクの入ったコップだった。言われるままに手にとったけれど、どうするのかと思えば桐生もまた朱葉に背を向けて歩いていってしまう。

「え、ちょっ……」

　これ、どうするの？　と両手にコップを持って立ち尽くしていると、ほどなくして戻ってきた。

　特にかわったところはないけれど、手に、伝票を持っている。

（伝票？）

　なんのだ？　と思っていたら、手を引かれて、奥おくの小さなボックスに入った。

「へ??」

　先生、何、と言ったら、コップはテーブルに置かれ、ソファに座らされる。一いつ緒しよになって桐生も座ったけれど、ソファではなく、朱葉の目前にしゃがむ形で。

「とりあえず一時間借りてきたけど、寝ねた方が疲つかれがとれるようなら延長してもいいから」

「ええっ、えーと……」

　この、部屋を、借りてきたのだと思って、うろたえた。こういうことに、こういう感じで、お金を使われるのは、慣れて、いない。

「大丈夫です、きつくないし、あれは……」

　都築の、適当な発言で、なんの根こん拠きよもなくて、と言おうとして、立ち上がろうとしたけれど。

「まぁまぁ」

　立ち上がろうとした手が、引ひき戻もどされて。

「ちょっと、気分が悪くなった」

　一言一言ゆっくりと、確かめるみたいに言う。

「そういう、ことに、ならないか」

　そう、言われたら。

「…………はい」

　なんとなく、おとなしく、ソファに戻って、頷いてしまった。その様子に、桐生は少し安心をしたように息をついて、隣となりに座ると。

「あのお調子者の口車に乗せられてるみたいで、どうも納なつ得とくはいかないけどね……」

　とひとりごとのように呟いた。

　それは、どういうことですか、と朱葉が聞こうとしたけれど。

「疲れてるなら、膝ひざでも貸す？」

「いや!!　いいです！！！！」

　聞かれて、全力で否定してしまった。なんだかびっくりした。今日はずいぶん、びっくりして。

　振ふり回まわされてばかりのような気がした。

　例えば、手を引かれた、そのあとの、手。

　ソファの上で、重なっている、力の入れ方、動かし方がわからなくて、すごく、戸と惑まどう。

　クラスの部屋からだろう。楽しげな声が漏れ聞こえていた。外からは小窓を覗のぞいても、二人が並んで座っている姿は見えないだろう。何の話をすればいいのかな、と思っていたら、口を開いたのは桐生の方だった。

「──俺は、ちょっと、疲れてる」

　朱葉が、うつむいていた顔を上げる。桐生は朱葉の方は見ず、ちょっと下を向いて笑って。

「大人数カラオケとか。昔はよくやってた気がするんだけど。やっぱ元気だな、高校生」

「先生もう、アラサーですもんね」

　朱葉が思わず言ったら、横目で睨にらんで笑った。

「言うね。早乙女くんも疲れてるでしょ。昨日までのイベントおつかれさまです」

「いや～わたし出たの一昨日おとといだけですし、昨日は休みましたよ」

「俺は今日の午前も創作系のイベント並んでから来ました」

「疲れてる原因はそれだよ！　っていうか創作系も行ってんの!?」

「創作系はセーフかなと思って……」

　セウトだよ！　と朱葉が自分でもよくわかっていないことを言った。

「いや、それよりも……」

「それよりも？」

「ソシャゲのゴールデンウィークイベントが思ったよりヘビーで」

「それ!!　な!!」

　思わず重ねていない方の手で指さして言ってしまう。

「ほんとそれ。あれほんと終わる？」「いや無理はしないほうがいいでも地道にやれば捨てるよりも美お味いしい」という専門的な話を早口で終わらせると、朱葉が一息ついて、うつむいてから、言った。

「疲れてるなら来なくてもよかったのでは？」

　オタクだって、忙いそがしいし。

　そんなに、クラスの子に、ちやほやされたかった？

　なんて。そこまでは、聞かなかったけれど。

　うつむいていたら、耳元の髪かみを、耳にかけられた。

「早乙女くん、違うでしょう」

　そっと、囁ささやく。騒々しい空間でも、届くように、近づいて。

「疲れてるなら──なんて聞くんだっけ？」
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　本当に、大丈夫？　と朱葉は何度も聞いた。ドアの小窓からは死角になってる、と桐生は言った。

　ところどころほつれた、硬いソファに寝ね転ころがって、桐生が朱葉の膝に頭をのせた。デニムキュロットをはいてきたことを、ちょっと後こう悔かいした。

（絶対、寝にくいし）

「こんなんで、疲れとれないでしょう！」

「全然」

　照てれ隠かくしに乱暴に言った、桐生は目を細めて、淡あわく笑った。

（全然、って）

　いちいち、どんな顔をしていいのかわからない、と思った。でも、桐生は膝の上から、無ぶ遠えん慮りよに朱葉のことを見上げるようなことは、あまりしなかった。

　本当に、気持ちよさそうに目を閉じるから。

「…………」

　朱葉はため息をついて、桐生の、整えられた前まえ髪がみを軽く手ぐしですいた。毛け繕づくろいみたいだと朱葉は思う。

（大人の、男のひとなのに）

　先生なのに。

　大きな猫ねこみたいだと思った。

「…………好きなんですか？」

　ん？　と膝の上で、桐生が聞き返す。

「ああいう、女子アイドルの曲」

　別に聞かなくてもいいし聞く必要もなかったし、多分聞きたいのはそういうことじゃないような気もしたのだけれど、なんとなく、流れで。

　あー、と桐生も、すぐ何の話かはわかったようで。

「あのアイドルグループって」

　くい、と今はない眼鏡めがねをあげる仕草をして。

「歌う曲のコンセプトが多くは『男性ファン目線でアイドルに向けて歌う』であるゆえに、基本的に一いち人にん称しようが『僕ぼく』で二に人にん称しようが『君』なわけですよ」

「はぁ」

　いきなり人称の話から入って。

「それを踏ふまえてＢＬだと思って聞くとめっちゃ萌もえる」

　結論がそれだった。

（馬ば鹿かか？）

　とは思ったけれど。一周まわって考えたら。

「…………あ、やばい、めっちゃ萌える気がする」

　でっしょー、と桐生が言った。二人っきりのカラオケルームだけれど、まったくムードもへったくれもない。

「俺はもうしばらくしたら先に帰るけど」

　え？　と朱葉が聞き返す。

「早乙女くんも、あんまり無理はしないように」

　そんな風に言われたら、（本当に、なにしにきたんだ？）と思わず思ってしまう。いや、クラスの子達と、カラオケがしたかったからとは、最初から思ってはいなかったけれど。

　それから、ちょっとだけ考えて。

「……あの」

　ぐっと朱葉は、拳こぶしに力を込こめて。ちょっとだけ、覚かく悟ごを決めて……言った。

「妬やきましたか？　さっき」

　前髪をなでる手を、桐生がゆっくりとつかむと、自分の口元に持って行く。

　吐と息いきがかかる。

　熱が伝わる。唇くちびるの、動きも。それから。

「……妬いたよ」

　低い声でそう言うと、ぐっと腕をつかんで引いた。思わずバランスを崩くずして、ソファに倒たおれる。

「！」

　その、引っ張る力で、桐生が起き上がって。倒れた朱葉に覆おおい被かぶさるようにして。

「誰のために来たと思ってるの？」

　そう、囁いた。

　今日。この日。カラオケボックス。私服で、休日で。先生と、生徒、なのに。朱葉が真っ赤になって倒れたまま、答えられないでいると。

「じゃあ、早乙女くんは、もう少し休んでから戻りなさいね」

　ぽん、と肩を叩たたいて、次の瞬しゆん間かんには、立ち上がって、部屋を出て行ってしまった。朱葉は呆ぼう然ぜんとソファに倒れたままで、少しすすけた天てん井じようを見上げ、思う。

（先生と、生徒なのに）

　顔が、熱くて。身体からだが、熱くて。

　……まだ、しばらく、みんなの元には、戻れそうもなかった。
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　突然ですが、奇き跡せきって信じますか？

「運命はつくれる（主にネットストーキングで）」というのは、作中本文のありがたいお言葉ですが、じゃあ、奇跡はっていうと……。

「読おれ者たちがつくる」って、桐きりゆ生う先生なら言うかもしれませんね。

　そうかもしれないって、今、思っています。

『腐ふ男だん子し先生！！！！！２』のお届けです。２！　２ですよ！　続ぞつ刊かんです。大変大変、時間がかかってしまいました。決して順調ではなくって……どちらかっていうと、ウルトラＣみたいな感じで、出ました。出していただけました。そのうえ手に取っていただけたのなら、こんな嬉うれしいことはありません。

　刊行は遅くなってしまいましたが、時間は止まりません。「リアルタイムラブコメディ」とうたっていた、「小説家になろう」での連れん載さいは、この春、朱あげ葉はさんの卒業とともに、晴はれ晴ばれと、完結をさせていただきました。ＷＥＢ版の、先生と朱葉さんがどうなったのか、よければ読みに来て下さいませ。現在は不定期に、番外編を更新しています。

　この２巻をまとめるにあたって、どのくらい物語に手を入れるか迷いました。前巻では、ストーリーラインにほとんど手は加えなかったのですが、今回は、ささやかですが、物語の着地点に変更を加えました。

「ＷＥＢと、書しよ籍せきと、漫まん画がと、全部違うのが、読者は一番嬉しいと思います」

　打ち合わせ中、そんな風に、イラスト＆コミカライズの結ゆう城きあみの先生が言ってくれたことが、背中を押してくれました。

　そう、ジーンピクシブにて連載していただいております、コミカライズ『腐男子先生！！！！！』ですが、ありがたいことに、とっても好評をいただいています。結城先生の愛らしい筆により、私の手よりももっと遠くまで駆かけていくキャラクター達を、晴れがましく見送っています。ぜひぜひ、合わせてお楽しみ下さい！

　結城先生をはじめ、この物語のためにペンライトを振ってくれた、すべての人に感謝します。

　次に会えるのは、どんな形になるかわかりませんが、またお会い出来ることを、心から願って。

　運命だって、奇跡だって、きっと、信じた者が勝ち、でしょう。

























　彼らが年越しを一緒に過ごすようになったのは、ここ数年のことだった。

　桐きりゆ生う和かず人とと、秋あき尾お誠まことは元々友人で、秋尾の恋人であるキングも交えて、三人で大晦日おおみそかから新年を過ごす。

　どんなきっかけで集まるようになったかは、もう誰も覚えてはいないけれど、桐生が印象深かったのは、何度目かの年越しの時。

『これ』

　と置かれていたのは、ぶあつい綿の入った半纏はんてんだった。

　古い着物からあつらえたようで、色違いだが揃いの半纏を、秋尾も、キングも着ていた。

　それらがみんなキングの手製であることはすぐにわかったし、一度凝りはじめると止まらない彼女が、自分の分と秋尾の分と、ついでに桐生の分もつくってくれたのであろうことは、容易に想像がついた。

　けれどその半纏に腕を通した時、不思議と、めちゃくちゃに、胸があたたかくなったことを、桐生は覚えている。

　上手く言葉には出来ないけれど、

　仲間、に、なったような。

　おだやかで愉快な日々が。

　ずっと続いていくような。

　秋尾が口説き落とした気難しい少女が、ちゃんと彼の大切な一部になって、それからその一部の、一年という時間に、生活に、自分も組み込んでもらえたということの、嬉しさといおうか。気恥ずかしさといおうか。あたたかさ、というのが、一番しっくりくる、その、不思議な感触。

　それから、年越しのイベントも、ライブもたくさんあるけれど、それよりも優先させて、桐生は二人と過ごしている。

　キングも桐生も実家に帰ることはせず、例年会場は、年末年始家族は国内にいないという秋尾の家で。

　年越しとはいえ、晴れがましいことは何もしない。

　酒も飲まないし蕎そ麦ばも食べないし、除じよ夜やの鐘かねをつきにもいかなければ、オタク的に特別な目当てがなければ紅白も見ない。もちろんおせちなんて食べないし、新年早々ファストフードのモーニング、なんてこともままある。

　こたつに入り、ボードゲームをしたりカードゲームをしたり通信ゲームをしたりソーシャルゲームをしたり、キングの弟が上京していれば呼び込んで麻まー雀じやん卓たくを立てたりもする。

　そして……。

「今年はこれだ」

　そう言って秋尾が一台のゲーム機を取り出した。

　桐生が驚きに立ち上がる。

「買ったのか！　買えたのか！」

　それは発売日売り切れ続出の、小型ゲーム機だった。

　スマホでもなければ、ポータブルゲーム機の新型でもない。二十年以上前、一世を風ふう靡びした、往年の据え置きゲーム機、それが小型化されて発売されたのだ。

　まだゲームオタクという概念さえなかった時代に、社会現象にまでなったそのゲーム機の小型版発売に、発売日は長蛇の列となったし、通販も軒のき並なみ完売、品切れに生産も追いつかずといわれていたはずだった。

「ふふふ……他でもないキングのリクエストだからな……」

　得意げに言う秋尾に、ふと桐生が気づく。

「あれ、でもキング、普通にこれのカセット持ってなかった？」

　いつだったか、懐ゲー大会もした覚えがあった。キングは機種を問わずの廃人はいじんゲーマーだったので、

「持ってる」

　とうなずき、

「けど」

　その小型ゲーム機の箱をとると、頰まで持ち上げ、ちょん、と首を傾げて言った。

「小さいと、可愛い」

　至言だった。

「正解」「本当」「愚ぐ問もんでした」「聞く方が間違い」「キングのためにある」

　と男性陣が屈服し、「というわけで、やろう」とキングが半纏の袖をたくしあげた。

　やっぱりここは赤い帽子の配管工から、などと言って頭を突き合わせて、長い夜がはじまる。










　８ｂｉｔの懐かしい音楽を浴びながら、少し炭酸の抜けたコーラを嘗めて、秋尾と桐生が肘をつきながら話していた。

「そういや冬コミ会ったよ。早さ乙おと女めちゃん。朱あげ葉はちゃん？」

　距離を縮めたことを示すように、名前を呼び直す。

「ああ、うん」

　と桐生はそっけない返事をした。秋尾は片方の眉を上げる。

「うんって、それだけ？」

　つっこまれて、桐生が言う。

「俺なんかさっき来年もよろしくお願いします♡　のイラストに鬼速でイイネをつけてきた。イイネ！」

「いやそこで張り合われても困るんだが」

　聞いていないし、聞かされても困る。

「あの子とどうなったの？」

「どうも」

　即答だった。

　いや、これはなんかあったな、と秋尾は思った。

　けれど追及はせずに黙っていた。扱いを慣れていたから。押してだめなら引いてみろ、だ。

「何も、ないけど……」

　しばらくの沈黙ののち、ぽつりと桐生がもらす。

「早乙女くんが卒業をするまで、お互いに、彼氏彼女とか、つくらない、という、取引を、した」

　取引、という言葉を使った。約束ではなく？　と聞き返せば、「そう」と桐生は頷いた。

　秋尾が困惑に眉を寄せる。

「ええっと……おまえ、それは、卒業したら、付き合おうとかっていう、そういう？」

「そういうんじゃない」

　返答はやはり、はやかった。

「そういうんじゃないんだ」

　繰り返して、桐生が眼鏡めがねの奥で目を細めた。

「少なくとも、卒業までは俺は早乙女くんとつるむつもりではいる。神サーの神だから。少しでも交流を持てるならそれは俺にとっては至上で、その上で、そういう取引があれば、早乙女くんが安心して俺とつるむことが出来るんだったら、俺はそれでいいと思っているし」

　彼女が、この取引を反ほ故ごにしたいと思ったなら、それでいいんだと桐生は言った。

　自分は多分、取引を守るけれど。守ることに、全然まったく抵抗はないけれど。

「彼女を縛りたいわけじゃない」

　ただ、心地よくあって欲しい。ほんの少しでも、あの、若くて未来があって、描くものも、心も光っている、大好きな神様に。

「…………」

　ふと気がつくと、秋尾がコーラのペットボトルに蓋をして全力で振っているところだった。

「えっ何、こわ!!」

　ビビる桐生に、半纏をかぶって背中を丸くしたキングが、声だけで止める。

「マコ、ステイ」

　マコ、とは、外ではしない、キングの秋尾の呼び方だった。

「汚れる」

　その、コーラ爆弾をぶちまけたら、部屋が汚れるから、と。

「だってぇ[image: ][image: ]こいつが[image: ][image: ]」

　ごん、ごん、と不発のペットボトルで秋尾が桐生の頭をなぐった。

「桐そ生れ、が、だめなのは、ずっと」

　今にはじまったことじゃない、ということをキングが言う。

「そおだけどさぁ[image: ][image: ]」

「いや、待ってくれ！　俺が早乙女くんにどうこうなりたくないというのは！　教師と生徒という立場もあるからだが！　それよりも！　今のこの尊い関係性を崩したくないというだけで！　たとえ俺達が教師と生徒という立場でなかったとしても！　俺は彼女にそんなことを迫ったりはしない！　それどころか！　そうじゃなかったら神サーの神とこんなに気軽に喋れない!!」

　熱弁をしたが、「よけい悪わりぃわ」と今度はペットボトルごと投げられた。ごん、と音がしたが、その痛みよりも、キャップがあかないかどうかの方がひやひやした。

「クリスマス一緒に過ごしたい、とかなかったのかよ」

「クリスマス絵は欲しい」

「クソが。じゃあお前あれはどうなの、もうちょっとで誕生日じゃなかったっけか」

「誕生日……？　あー、まあ……」

　いつも年明けてすぐの誕生日は、学生時代の頃から冬休みと重なることもあってあまり人から祝われた思い出はなかったが。

「誕生日イラストは、欲しいな……」

　おめでとう、の、一筆だけでも。

　あったら嬉しいな。そう、年賀状にでも添える形でいいから、と心の中で桐生は思う。

「あ[image: ][image: ]もうだめだ！　こいつはだめだ！　クズ！　クソ！　ダメ！　知ってた！」

　大の字になって秋尾が言う。

「朱葉ちゃんのような可愛い子にはあまりにもったいない！　よって俺はもう何も言わない！」

　その言葉に、桐生は曖昧あいまいに笑うにとどめた。

　あんな可愛い子は、自分にはもったいない。それは、桐生も、全面的に賛成だったので。

（最初から、期待なんてしていない）

　きっと彼女は、これから誰かと恋をして。

　いい人生を、歩むのだろう。

　惜しむ気持ちは、ゼロではなかったけれど、でも。その中でも、描くことを、やめないでいてくれたのなら。

（俺は、十分だ）

　もう、十分、幸福には、させてもらったのだから。

　黙ってそう思いながら、ドット絵の画面を眺めていたら、唐突に。

「飽あきた」

　ぱたんと倒れたキングが、そんな風に言った。飽きたとは言っているが、手をぷらぷらさせているところを見るに、そっちの方が限界なのだろう。

「おつかれ～。何か飲む？」

「炭酸の生きてるの」

　そうして出されるコップに口をつけて、キングが粛々と言う。

「次はあれを出そう」

　あれ、と言うだけで秋尾はわかったらしい。

「おっしゃ、じゃあ次はこれで！」

　次に出されたのは、さっきのコンパクトなゲーム機とは対極にある、大げさな箱、そして中から出されるのは……。

「ＶＲゴーグル……だと!?」

　桐生がまた腰を浮かす。

「しかも最新フルセット☆」

　あっという間に桐生の頭に装着される。試しにゲームと接続してみたら、あまりの臨場感に大興奮だった。さっきはドット、今度はＶＲとは、その高低差に内臓が爆発しそうだ。

「そんでこれだけじゃないんだな[image: ][image: ]」

　がちゃがちゃと次の機械に今度はスマホをセットして、もう一度。

「ほい」

　そこから表示された光景に、桐生が文字通りひっくり返った。




「○×＊＋＄＄％！！！！！！！！！！！！」




　なんのゲームかと思ったら、広がったのは映像だったのだ。しかも、普通の、それ、ではない。

「良い出来だろう」

「そっち棚あるから気をつけろ～」

　新しいものには飛びつく二人が、特に用途も考えずに「やってみたいから」と機材を集めて撮影をした。名付けて、

『キングのガーターハイヒールで踏ふまれるＶＲ』

　そのあまりの破壊力に、

「天才か……？」

　その言葉を残して、桐生は死んだ。










　それから騒ぎに騒いで盛り上がり、眠るのはいつものようにこたつに雑ざ魚こ寝ねで。

「う……」

　桐生が目を覚まして眼鏡をかけると、キングがちょうど、転がっている秋尾に半纏をかけてやっているところだった。

　その横顔を、寝ぼけ眼で眺めていたら、キングは桐生が起きたのに気づいていないのか、テレビの前に戻る。

　ゲームをまた起動させて、ひとりで遊びはじめる。彼女は睡眠時間が極端なので、今夜は寝ないようだった。

　大きな半纏を背負って、小さく丸くなっている姿が可愛いなと思ってぼんやり眺めていたら。

「いつか」

　振り返りもせず、ぽつりと、キングが言った。

「あの子が年越しを外で出来るようになったら」

　少しかすれた、低く、静かで、やわらかな声で。

「半纏を、もう一着つくろうか」

　その言葉に、一瞬、桐生の息が止まる。

　ぐわっと、頭の中身を捕まれたような気持ちになって。

「うん」

　やはり寝ぼけたようなかすれた声で、答えていた。

「うん、そうだね」

　いつか。

　これから、未来の、いつか。

　この夜に、あの子がいたら、どんなにいいだろう。

（──君を）

　彼女にしたいのかは、わからない。

　今はそうじゃない、でもいつそうなるのかだって、本当はわからないのだ。

　いつか、唐突に。

　キスをしたくなるかもしれないし、それ以上も望むのかもしれない。それはとても怖いことだった。今の最上の最高を、壊してしまうことになるかもしれない。

　それは、いやだ。

　そんなことよりも今は、神様で。ただ、大切にしたくて。それだけでよくて。それだけでよかったのに。

　でも、こういう風に。

　こういう年越しを、一緒に出来るようになるのが、秋尾にとって、キングを「つかまえた」ということなら。

（俺だって、そうしたい）

　そう、改めて、初めて。

　桐生は心から、そう思った。

（俺の、ものに）

　もう、除夜の鐘もとうの昔に終わってしまった。一年の計は、どうしようもなくて。

　今年はひときわ、長い一年になりそうだと、桐生は思った。
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